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は じ め に

本校は平成１９年に文部科学省から「スーパーサイエンスハイスクール」に再指定
され，これまで５年間の研究開発を実施して参りました。多大なご支援，ご協力をい
ただいた関係各位に感謝し，本校第二期第５年次の実施報告をさせていただきます。
本校は明治３２年石川県第三尋常中学校として創立され，昭和２３年学制改革によ

り石川県立七尾中学校と石川県立七尾高等女学校とを統合して石川県立七尾高等学校
として新たに出発しております。昭和４３年に理数系教育の振興を図るべく理数科が
設置され，平成１１年には創立１００周年記念式典を挙行しました。平成１６年から
の第一期指定と併せての８年間，至誠・剛健・敢為を校訓とし文武両道・自主自律を
校風とする本校は，これまでの歴史と伝統を礎に時代の要請に応えるべく先進的な研
究開発に取り組んで参りました。
第一期は，地方のハンディキャップは視点を変えれば優れた特色となると考え，能

登の豊かな海や山などの恵まれた教育資源を活用し，学校設定教科「フロンティアサ
イエンス」や課題研究「七高アカデミア」を開設して，フィールドワークを多く取り
入れた体験重視の「理数版ふるさと教育」をコンセプトにスタート致しました。
第二期は，それまでの研究開発に加えて国際的な場面で研究交流する能力を高め，

地方から国際社会に発信できる科学技術系人材の育成を目的として，シンガポール国
立大学附属数理高校（以下，ＮＵＳハイスクール）との海外研究交流に取り組んで来
ました。５年目の今年度は８月に本校生徒２１名がシンガポールに渡り，１１月には
ＮＵＳハイスクールの生徒１０名が来校して研究交流を行いました。これまでの体験
重視の探究活動を多く取り入れた取組は，生徒の論理的思考力や発表・討論する能力
の育成はもちろんのこと，教員においても教材や講座を開発する力や新しい視点で指
導法を考えるなどの意識改革においても着実に成果をあげております。
また，本校は平成１５年から「いしかわスーパーハイスクール」に指定されていま

したが，平成２４年から「いしかわニュースーパーハイスクール」に指定されるのを
機に，普通科に「文系フロンティアコース」を設置することになりました。これまで
の「スーパーサイエンスハイスクール」研究開発の成果が認められ，体験を重視した
探究活動を多く取り入れた，言わば「文系版ＳＳＨ」を目指した新コースです。
最後になりますが，事業推進に多大なご支援を賜りました文部科学省，科学技術振

興機構，石川県教育委員会，数々のご指導とご協力を賜りました金沢大学，金沢工業
大学をはじめとする多くの研究機関や地元の企業，並びにご指導ご助言を戴きました
ＳＳＨ石川県運営指導委員，各高等学校教諭・ＡＬＴの関係各位に心から感謝申し上
げます。

平成２４年３月
石川県立七尾高等学校長 山本 登紀男
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別紙様式１－１
石川県立七尾高等学校 19～23

平成２３年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題
能登の豊かな自然の中でのフィールドワークを重視しながら，事象を科学的に探究する論理的思

考力と創造性・独創性を育成し，国際的な場面で研究交流する能力を身につけるための教育課程や
指導方法，及び高大接続の在り方の研究開発
② 研究開発の概要
（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
○学校設定教科・科目の充実と指導法の改善
・「フロンティアサイエンス」→論理的思考力や創造性・独創性の育成
・「人間環境」→生命観・倫理観の育成
・「スーパー数学ゼミ」→数学的思考力と粘り強く考える姿勢の育成

○課題研究｢七高アカデミア｣の充実，科学系部活動の活性化
（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成

海外研修の実施や国際交流の充実を図るとともに，学校設定科目により科学研究における英語
活用能力を育成する。
○学校設定科目「スピークサイエンス」→英語で発表し，質疑応答する力
○学校設定科目「フロンティアサイエンス」→英語論文作成・発表能力の育成
○海外研修の実施→ＮＵＳハイスクールとの研究交流

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究
県内理数科設置３校で連携し，大学とのカリキュラムの共同開発に取り組み，ＡＯ入試の導入

を働きかける。
③ 平成２３年度実施規模
（１）理数科１，２，３年生，各１クラスの１２０名を対象とする。
（２）事業の一部においては，全校生徒を対象として実施する。
④ 研究開発内容
○研究計画
① 第１年次
ａ.学年の目標

科学に対する興味・関心を喚起し，事象を捉え，論理的な思考力を育成する。レポート作
成能力やプレゼンテーション能力など，成果をまとめ発表する科学研究のための基礎力を育
成する。また，科学英語を聞き取り理解する能力を養い，英語論文作成の基礎を習得する。

ｂ.実践内容
○事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
ア.学校設定科目「フロンティアサイエンスⅠ」（１単位）の開設
イ.学校設定科目「人間環境」（１単位）の開設
ウ.学校設定科目「スーパー数学ゼミ」（１単位）の開設
エ.「海洋調査実習」の実施
オ.「サイエンスシンポジウム」の開催
カ.特別講演会「ホヤの金属濃縮の謎を追って－宇宙から生命に連なる元素の旅－」の開催
キ.科学系部活動の活性化（科学系コンテストへの積極的な参加）
ク.「臨海実習」の実施

別記様式 1-1-1
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○国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
ア.学校設定科目「スピークサイエンス」（１単位）の開設
イ.シンガポール海外研修でのＮＵＳとＮＵＳハイスクールとの研究交流
ウ.モントレー市高校生との語学交流

○大学との連携をより発展させた高大接続の在り方の研究
高大接続の問題を発展させるため，石川県理数科設置３校が協議会を開催し，互いの現状を

話し合う。
② 第２年次
ａ.学年の目標

実験・実習による授業を行いながら，論理的な思考力を高め，創造性・独創性を育成する。
実験方法を工夫し実験技術の向上を図るとともに，生徒が自ら課題を設定し，工夫しながら
問題の解決を図る能力を育成する。また，課題研究を英語でプレゼンテーションする能力も
育成する。

ｂ.実践内容
○事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
ア.学校設定科目「フロンティアサイエンスⅡ」（２単位）の開設
イ.「サイエンスツアー」の実施
ウ.総合的な学習の時間「七高アカデミア」の実施（２単位）
エ.「ＳＳＨ成果発表会」の開催
オ.特別講演会「なんでなの生物の不思議」の開催
カ.科学系部活動の活性化

○国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
ア.学校設定科目「スピークサイエンス」（１単位）の開設
イ.シンガポール海外研修での英語プレゼンテーションと研究交流
ウ.フロンティアサイエンススピーチコンテストの実施

○大学との連携をより発展させた高大接続の在り方の研究
石川県理数科設置３校が連携し，金沢大学と高大接続の導入に向けて話し合いを始める。

③ 第３年次
ａ.学年の目標

発展的な学習を行う中で，論理的な思考力や創造性・独創性を高める。さらに，研究会に
おいて積極的に質疑応答し，討論できる能力を育成する。科学英語については積極的な会話
ができる能力を育成する。

ｂ.実践内容
○事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
ア.学校設定科目「フロンティアサイエンスⅢ」（１単位）の開設
イ.「ＳＳＨ成果発表会」の開催
ウ.特別講演会「理系・文系の未来」（本校ＯＢ）の開催
エ.科学系部活動の活性化

○国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
シンガポール海外研修での英語プレゼンテーションと研究交流

○大学との連携をより発展させた高大接続の在り方の研究
金沢大学と連携して高大相互のカリキュラム開発，単位認定について研究開発する。

④ 第４年次
ａ.学年の目標

３年間の成果をふまえ，内容の改善を図りながら，論理的な思考を展開する能力や創造性

別記様式 1-1-2
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・独創性の育成をはかり，科学技術系人材の育成を目指す。科学英語については機会を捉えて
国際交流を深め，積極的に英語を活用する。

ｂ.実践内容
○事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
ア．学校設定教科・科目の開設
イ．「石動山薬草調査実習」等のフィールドワークの実施
ウ．「ＳＳＨ成果発表会」等の開催
エ．科学系部活動の活性化
オ．普及活動の実施

○国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
ＮＵＳハイスクールとの研究交流の実施

○大学との連携をより発展させた高大接続の在り方の研究
金沢大学とＡＯ入試の導入について協議する。

⑤ 第５年次
ａ.学年の目標

本校でのＳＳＨプログラムを完成させ，成果を一般に普及する。論理的思考力や創造性・
独創性をそなえ，国際的な場面で研究交流できる能力を身に付ける。

ｂ.実践内容
○事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
成果と課題をふまえ，効果的な指導方法や課題探究能力の育成を完成する。

○国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
機会を捉えて国際交流を深め，成果を英語で発表する。

○大学との連携をより発展させた高大接続の在り方の研究
金沢大学にＡＯ入試の導入を働きかける。

○教育課程上の特例等特記すべき事項
①学校設定教科「フロンティアサイエンス」には以下の内容が含まれており，「保健」，「総合的
な学習の時間」の一部を代替，補填する。
・生命の誕生，進化，老化の仕組みについて学ぶ。
・研究成果や課題についての発表能力を身に付ける。

②学校設定科目「人間環境」には以下の内容が含まれており，「保健」，「家庭基礎」の一部を代
替，補填する。
・健康生活や人間と環境の関わりについて学ぶ。
③芸術の一部を「フロンティアサイエンス」，「フィールドワーク」，「野外実習」における動植
物のスケッチや，文化教室（音楽，芸術鑑賞），修学旅行における体験活動で補填する。

○平成２３年度の教育課程の内容
学校設定科目「フロンティアサイエンスⅠ」（理数科１年生） １単位
・フィールドワークの実施および大学等と連携した先端科学の分野および研究方法の理解
・観察・実験技術の習得および機器の活用

学校設定科目「フロンティアサイエンスⅡ」（理数科２年生） ２単位
・高度な実験技術の習得およびデータの収集
・得られたデータの分析法の学習

学校設定科目「フロンティアサイエンスⅢ」（理数科３年生） １単位
・大学進学後の研究に役立つ，より高度な内容の学習
・課題研究論文の英語翻訳

学校設定科目「スーパー数学ゼミ」（理数科１年生） １単位

別記様式 1-1-3
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・解答へ到達する思考過程を大切にした学習，自分の考えを発表
学校設定科目「人間環境」（理数科１年生） １単位
・人間と環境，健康・福祉との関わりの学習

学校設定科目「スピークサイエンス」（理数科１年生） １単位
・英語による基礎的な対話練習，科学的話題について意見を述べる練習，スピーチ発表，いろ
いろなテーマに関する文献およびインターネットを利用した調査

学校設定科目「スピークサイエンス」（理数科２年生） １単位
・英語による理科実験や数学の授業を取り入れた「Science Method」の学習，科学英語プレゼ
ンテーションの学習，スピーチコンテストの実施

○具体的な研究事項・活動内容
（１）調査研究活動（フィールドワーク等）

九十九湾の臨海実習およびサイエンスツアー等の調査実習活動を行うことで，興味・関心
を高め，調査活動の方法等を学んだ。

（２）課題研究
総合的な学習の時間を利用して課題研究「七高アカデミア」を実施した。生徒独自の視点

による研究活動が行われた。
（３）コンピュータ講座

パワーポイントの利用方法について学習した。また，ポスター作成と発表練習を行った。
（４）ＮＵＳハイスクールとの研究交流

ＮＵＳハイスクールとの相互交流で課題研究の英語プレゼンテーション等を行ったり，理
科・数学・英語の授業にも参加した。

（５）研究交流活動
校内課題研究発表会，「石川県ＳＳＨ生徒研究発表会」，「ＳＳＨ生徒研究発表会」，「ＳＳ

Ｈ成果発表会」，「石川地区中学高校生徒化学研究発表会」，「日本天文学会ジュニアセッシ
ョン」，「いしかわ高校生物のつどい」，「石川県中学・高校生徒物理研究発表会」等の校内
外の研究発表会に参加した。

（６）科学系部活動の活性化
課題研究への連続性を考慮し，基礎的な実験技術を身に付けさせた。また，各種科学オリ

ンピックに積極的に参加した。（延べ２０６名）
（７）普及活動

第６回小学生数学理科教室や地元児童会館への出前実験や中学校への出前授業を実施し，
ＳＳＨ事業の普及活動を行った。

⑤ 研究開発の成果と課題
○実施による効果とその評価
・論理的思考力や科学的探究力は身に付いたが，創造性・独創性の高まりが不充分である。
・英語発表能力は身に付いたが，英語で活発に討論する力までには到っていない。
・大学や研究機関と連携して，多くの効果的な教材が開発されてきた。

○実施上の課題と今後の取組
・創造性・独創性を客観的に評価し，その伸びにつながるような評価方法を確立するとともに，
指導法の研究開発をする。

・英語発表能力をさらに伸ばし，英語で討論できる段階まで高める。そのため，ＮＵＳハイスク
ールとの連携を密にし共同の課題研究を行ったり，国際的な学会において英語で発表するなど
の活動を実施する。

・産業界との連携を強化し，その発想・着眼点，研究・開発の背景等を学ぶことにより，国際社
会に発信できるための素養の育成を図る。

別記様式 1-1-4
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別紙様式２－１
石川県立七尾高等学校 19～23

平成２３年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果 根拠となるデータを別添資料としてｐ１５３以降に掲載する。

（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成

①学校設定教科「フロンティアサイエンス」は，１年生１単位（フロンティアサイエンスⅠ），
２年生２単位（フロンティアサイエンスⅡ），３年生１単位（フロンティアサイエンスⅢ）で
実施した。フィールドワークを重視し，大学や研究機関での講義・実習を多く取り入れて体
験型の学習ができるよう配慮して,「能登を科学する」をスローガンに地域の自然の教材化を
進めた。先端科学技術に触れる機会が少ない地域的ハンデをかかえる本校のような地方の公
立高校において，先端科学技術についての知識や関心を高めるための非常に有効な学校設定
教科である。平成１６年度からの３年間で開発されてきた講座を基に，精選や改善を加えな
がら実施する中で以下のような成果が認められた。
・生徒の自然現象に対する科学的な関心が高まり（別添資料①），科学的な視点で事象を観察
できるようになった。また，科学的な理論に裏付けられた知識が増えたことで，論理的に
思考する力が身に付いてきた（別添資料②）が，事象を科学的に探究する力については課
題を残した。

・事実やそれに基づく主張を簡潔かつ明快に記述する文章作成技法「テクニカルライティン
グ」の講座を導入することにより，生徒のレポートを書く力が向上した（別添資料③）。
また，コンピュータ講座の時間を利用しての，ポスターセッションのための効果的なポス
ターの作り方や，プレゼンテーションソフトの活用法などの指導により，表現力が大きく
向上した（別添資料③）。

・科学実験に必要とされる基本的な実験技術を身に付けるための「科学実験基礎講座」を導
入することにより，実験技術が向上するとともに，課題研究における実験計画の立案がス
ムーズになった。

・科学に対する学習に積極的に取り組むようになり，科学的な研究方法が身に付くことによ
って，将来の進路選択の方向性を見い出すことができる生徒が増加した（別添資料④）。

・最新の医療を学ぶ講座を毎年テーマを変えて実施することにより，生徒の生命科学や地域
医療の在り方に関する意識が高まり，医学系への進学者の増加が見られた。

・地域を拠点に世界的にその技術を発信している企業から，製品開発に結びついた発想法や
研究姿勢を学ぶことにより，科学に対する興味・関心が高まった。

・英語によるコミュニケーション能力を高めるために科学英語の指導を行った。身近な科学
テーマに関する英文資料を読み，英語でインタビューや討論をし，その内容を発表する。
科学英語論文作成へのテーマ選びのための資料収集や調査を行う。複数のＡＬＴによる指
導を受けながら論文を作成し発表する。以上の活動を生徒の発達段階に応じて実施するこ
とにより，抵抗なく科学英語に取り組めるようになった。

・大学教授により大学で実施してきた講座を，本校教員で実施できるようにシフトしてきた。
大学との打ち合わせや講座の準備を行う中で，教員の科学的知識が増し研究方法や講義ス
タイルが変容する等，指導力の向上が見られた。（校内講師実施率 平成１７年度38%→平
成２３年度86%）

・数学と理科との融合分野についての講座がいくつか開発された。理科の講座に数学的な要

別記様式 2-1-1
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素を取り入れることにより，思考力が高まり科学現象に対してもより深く考察できるよう
になった。科目横断的な内容を学ぶことにより科学を複眼的にとらえることができるよう
になってきたといえる。

②学校設定科目「スーパー数学ゼミ」では，学校設定教科「フロンティアサイエンス」「人間環
境」や課題研究「七高アカデミア」においては充分時間をかけて行うことができなかった数
学の特性を全面に打ち出した指導法の研究開発を行った。「整数論」，「代数」，「幾何」，「組
合せ数学」の４テーマについて小グループごとに学習した。一問に充分な時間をかけて生徒
一人ひとりの思考過程を大切に，また自分の考えを発表する機会をできるだけ多く設定する
ことを中心に据えて実施することにより，以下のような成果が認められた。（別添資料⑤）
・ひとつひとつの問題に時間をかけて取り組むことにより，「問題を解く力」や「粘り強く考
える姿勢」が身に付いたと感じる生徒が例年高い割合で推移している。

・理論を共有しながら創造性・独創性を発揮し，自分の考えを大切し思考過程を構築できる
ようになった。

・不正解ではあるが素晴らしい発想が基になっているものに対して，議論を重ね修正を加え
ることにより，柔軟な対応力が培われ，理論を構築していく手法が身に付いた。

③能登の自然を教材とした調査実習活動を多く取り入れた。
「臨海実習」
学校設定科目「フロンティアサイエンスⅠ」の中の一講座として位置づけられ，調査実習

の基本および海産生物の多様性を学習することを目的に，金沢大学臨海実験施設で実施され
てきた。調査実習活動として開講された講座であるが，年々講座内容に改善が加えられ，講
義→フィールドワーク→研究→発表といった一連の研究を経験できる講座としてまとまって
きた。以下のような成果が認められる。
・調査活動に伴う危険を防止する方法をはじめ，さまざまな調査研究の方法を身に付けるこ
とができた。

・臨海実験所付近の海岸で実際に採集される生物を中心に，その特徴や生態について分類方
法とともに学び，理解を深めることができた。

・実験施設の中にある標本室を見学し，生物の多様性について理解を深めることができた。
・２泊３日で実施し，最終日に発表会を行い大学教授や大学院生と質疑応答することにより
一層理解を深めることができるとともに，プレゼンテーション能力を高めることもできた。

「海洋調査実習」
学校設定科目「フロンティアサイエンスⅠ」の中の一講座として位置づけられ，県立水産

系高校の協力のもと，船舶を借り上げて実施してきた。世界的にも特徴的な海底地形を有する
富山湾において，海水中のイオン組成やプランクトンの分布調査を行った。以下のような成果
が認められる。
・フィールドワークを伴った研究活動によって，能登半島をとりまく海洋をはじめとした自
然環境に対する興味・関心が高まり，科学的な視野が養われた。

・開設当初は調査実習活動を中心に据えていたため，顕微鏡観察やスケッチをメインに行い，
得られたデータを学術的に活かすという視点に欠けていた。平成２０年度より化学的分析結
果と生物的分析結果を組み合わせての考察を取り入れ，科学的思考力を高めることができた。

・プランクトン調査を実習・体験のレベルから，より専門性の高い学術調査・研究活動のレ
ベルまで引き上げたいと考え，平成２３年度に水産総合センターの協力を得て，役割・分
類・同定方法について学び理解を深めた。

別記様式 2-1-2
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「石動山薬草調査実習」
学校設定科目「フロンティアサイエンスⅡ」の中の一講座として位置づけられ，金沢大学

医薬保健研究域・薬学類の先生の指導のもと，地元の霊山である石動山に自生する薬草につ
いて調査研究してきた。以下のような成果が認められる。
・身近に植生している薬草について調査研究活動を行うことにより，自然に対する興味・関
心が高まり，また，それを活用してきた歴史についても学ぶことができた。

・標本作製のための根気のいる作業を経験することにより，科学を追究する姿勢を学ぶこと
ができた。

・採集してきた薬草から実際に薬効成分を抽出する実験を通して，薬学を身近に感じるとと
もに，さまざまな高度な実験技術を習得することができた。

・学校設定科目「フロンティアサイエンスⅡ」の有機構造解析の講座と内容の相互乗り入れ
を図ることにより，学際的な思考力を身に付けることができた。

・これまでの調査研究の結果を「石動山植物ハンドブック」としてまとめ発刊した。地域の
高校等にも配付し，ＳＳＨ事業の普及を図ることができた。

④「サイエンスツアー」は，先端科学の研究内容について幅広く学習し，学際的な能力を身に
付け，課題発見能力および課題解決能力を育成することをねらいとして，理数科２年生を対
象に関東方面で実施した。平成１９～２０年度は１泊２日，平成２１年度からは２泊３日に
日程を延ばして行った。研修先は筑波研究学園都市および日本科学未来館，国立科学博物館
である。平成２３年度には新たにスーパーカミオカンデを研修先に加えた。以下のような成
果が認められる。（別添資料⑥）
・事前学習で入念な下調べをし，質問を考えてワークシートに記入していくことにより，研
修を有意義なものにすることができた。

・多方面にわたる先端科学や研究者との交流を通して，自らの持つ夢や目標がより一層現実
味を帯びたものに変わっていった。

・日本国内のみならず諸外国からも一流の研究者が集まる筑波研究学園都市の様々な研究施
設を訪れることで，国際的な視野を持つひとつのきっかけになった。

・筑波研究学園都市での班別研修では，少人数のグループで最先端の研究施設に出向き，第
一線の研究者の方々から直接たくさんの話を聞くことができた。内容が難しくて理解でき
ないものもあったようだが，大いに刺激を受けることができた。

・日本科学未来館では，事前学習に基づき，ワークシートに研修内容を記録した。前半はイ
ンタープリター（解説者）に質問をし疑問点の解決に努め，後半は生徒どうしで役割を交
代しながら解説をしあうといった活動を行った。自ら学んだことを他人に説明するといっ
た活動を通してより一層理解を深めることができた。

・レポートはその日のうちに宿舎でまとめ，担当教員の点検を受けさせることにより，短時
間で調査内容をまとめる文書作成能力が高まった。

・各自が記録したワークシートをもとにポスターを作成し，ポスターセッションを実施する
ことにより，表現力を高めることができた。

・日程を２泊３日にすることにより生徒の体調面での負担が軽減し，集中して研修に臨むこ
とができるようになった。

・ツアー全体では，生徒は科学的な知識が身に付いたと実感している。・

⑤総合的な学習の時間を使った課題研究「七高アカデミア」を実施した。生徒の創造性・独創
性，課題発見能力や課題解決能力を育成するための総合的な取組である。第２学年に２単位

別記様式 2-1-3
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で実施した。以下のような成果が認められる。
・生徒と教員がそれぞれに研究テーマを持ち寄り，それぞれがプレゼンテーションをした後，
希望のテーマに生徒が集まり研究グループを結成した。短時間でテーマ設定とグループ分
けができる効率的な手法である。一人ひとりが自分の希望にそった研究ができるので意欲
の向上が見られる。

・発表の場面をできるだけ多く設定した。化学グループは「石川地区中学高校生徒化学研究
発表会」に，天文グループは「天文学会ジュニアセッション」に，数学グループは「マス
フェスタ」に，生物グループは「いしかわ生物のつどい」に，物理グループは「石川県中
学・高校生徒物理研究発表会」において研究成果を発表した。大学生たちにも聴衆として
参加してもらい質疑応答を交わすことにより，研究の内容を深めるとともに研究交流する
能力を高めることができた。教授や教員，または高校生同士での質疑とはまた違った面で
の成果が得られた。

・「校内課題研究発表会」の聴衆として普通科生徒も参加させることにより，ＳＳＨ事業の普
通科への普及の一端を担うことができた。普通科生徒は理数科生徒の研究内容のレベルの
高さや堂々とした発表の様子に刺激を受けた。また，発表に到るまでの理数科生徒の研究
活動の内容を折に触れ普通科クラスの授業で話す中で，普通科生徒の授業に対する取り組
み方にも変容が見られる。受け身な授業態度であった普通科生徒たちの中に，探究型の授
業へ積極的に取り組む生徒が増えてきた。

・スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）との関連を重視し，継続的な研究活動となるよう実
施方法の工夫・改善を図ることにより，効果的な活動になってきた。平成２３年度より，
充分な研究活動の時間を確保するため，１年の１２月よりテーマ設定とグループ分けに着
手し早期開始を実現できた。２年生の校内課題研究発表会や石川県ＳＳＨ生徒研究発表会
へ参加した直後であったため，生徒のモチベーションが高く，良いスタートを切ることが
でき，意欲的に活動している。この後，翌年１１月の「校内課題研究発表会」までに２回
の中間発表会を予定している。あらかじめ発表の場面を設定することにより，強力な研究
への動機付けとするとともに，自らの研究の方向性を確認させたい。

・研究した内容を，英語でプレゼンテーションする取組を行った。指導を充実させることに
より，最初は原稿を見ながらでしか発表できなかった生徒が，原稿を見ずに話せるように
なるなど，英語発表能力の向上には目をみはるものがある。こうしてまとめられた発表は，
海外交流の場面でも行われ，質疑応答も英語でなされている。

⑥創造性・独創性を育成するため科学系部活動（ＳＳＣ）の活性化を図った。理数科の３クラ
スの生徒は全員加入，普通科生徒も希望者は参加できる。分析化学，天文科学，数学研究，
生物研究，電磁物理，の５分野のいずれかに所属して活動した。月曜７限目を活動の時間に
充てて，それ以外にも平日放課後や休日を利用して活動した。休日には大学や研究施設を訪
れて実験することもあった。以下のような成果が認められる。
・校内あるいは大学等での研究活動を通して実験技術が身に付き，それを応用しての科学的
探究力が高まった。

・研究発表会や各種科学コンテストへの参加が積極的になってきた。化学グランプリ，数学
オリンピック，生物学オリンピック，物理チャレンジへの参加者は年々増加している（合
計参加者数 平成１８年度より 88人→79人→152人→141人→203人）。休日を利用しての学
習会も積極的に行われ，部活動の合間をぬって多くの生徒が参加し，発想力が問われる設
問と格闘することによって考える力が大きく育ってきた。学習会においては３学年同時に
参加させ，上級生が下級生に説明する場面を設定することで成果をあげた。平成２３年度
には，化学グランプリにおいて銀賞１名・銅賞１名の入賞者を輩出できた。

別記様式 2-1-4
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・中学校への出前授業や体験入学等で実験の面白さに惹かれて理数科に入学してくる生徒が
増加し，ＳＳＣでその実験を深めたいと活動する生徒が増えてきた。

⑦科学者としての倫理観を備えた人材育成をするために，生命の尊厳，環境問題等を総合的・
複眼的に学ぶ学校設定科目「人間環境」を開講した。
・人間と環境，健康・福祉の関わりを総合的に学ぶことができた。
・自己実現のための価値ある目標設定と，それに向けてのプロセスの大切さを学ぶことがで
きた。

・医療系の講座や乳幼児との交流体験を通して，生命の大切さを学び，「他者との人間関係作
り」や「思いやりの心」について深く考えることができた。

・環境問題についての講座を通して，科学者と倫理問題について「生命倫理」・「技術者倫理」
２つの側面から理解することができた。

（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成

①学校設定科目「スピークサイエンス」を１年生理数科で開設した。平成１８年度までの研究
指定における，科学英語の能力を高めるために第１学年から計画的に科学英語を指導するカ
リキュラムを設定する必要がある，との課題を受けての開設である。理数科１年生に１単位
で実施した。外国人講師やＡＬＴ等複数の教員で指導に当たり，自分の考えを声に出して英
語で表現することを目的とした取組で，指導法や教材等を充実させることができた。以下の
ような成果が認められる。（別添資料⑦）
・科学に関する日常的なテーマや「フロンティアサイエンスⅠ」で扱ったテーマを事例研究
として取り上げ意見発表したり，意見や主張に対する理由や根拠を説明するペアワークや
インタビュー活動を多く行うことで，科学に関する話題を聞き，理解し，質問できるコミ
ュニケーション能力が身に付いた。

・科学テーマに関する基礎的な英文資料を講読したり，インターネットで科学的話題の背景
や問題点を調べる活動を通して，意欲・関心や探究心を高めることができた。

・その場で考えて話す活動を重視した教材を開発することができた。
・平成２１年度よりサイエンスダイアログを導入して，より高度な内容での科学英語を体験
できるようにした。

・発表機会やペアワーク活動を増やしたことで，生徒の英語を話そうとする積極的な態度を
養い，ミスをおそれる気持ちが徐々に弱まってきた。

・科学に関するテーマを扱って理解を深めた後に，自由にコメントや意見を英文で書き添削
を受ける課題英作文の取組を実施したところ，英語表現力を高めることができた。最初は
テキストからの文章の抜粋に終始する生徒がほとんどであったが，語彙力が付き科学英語
に慣れてくると，意見やメッセージを込めた英作文を書けるようになった。

②学校設定科目「スピークサイエンス」を２年生理数科で開設した。クラスを３分割し，外国
人講師やＡＬＴ等複数の教員で指導に当たり，自分の考えを英語を用いて積極的に表現でき
るようになることを目的に，１単位で実施した。以下のような成果が認められる。
・発展的な科学分野の内容を理解し，小グループ内での英語による討議を行うことを主目的
とした取組により，話す力が身に付いた。

・サイエンスダイアログを導入した。内容が高度であるため，半数程度（43%）の生徒しか
理解できなかったが，ほとんどの生徒（92%）がまた経験したいとアンケートに回答して
いる。
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③シンガポール海外研修を実施した。平成１８年度までの指定研究によって明らかになった，
生きた英語を学ぶ上で海外研修は効果的であるとの課題を受けての実施である。理数科２年
生の希望者を対象に夏休み期間中を利用して実施した。英語プレゼンテーションと国際交流
の２つをテーマにシンガポール国立大学附属数理高校（ＮＵＳハイスクール）の生徒との研
究交流を行った。以下のような成果が認められる。
・年度を重ねるごとに研修期間を延ばすとともに研修内容を充実させた。参加者数も着実に
増加した。研修期間全日程を通じてＮＵＳハイスクール生徒との交流を行った。同じ生徒
と長時間にわたって会話する機会が得られたため，互いの研究活動について討論すること
ができ，英語による交流に対する抵抗感が薄れた。参加生徒全員が，「英語コミュニケーシ
ョン能力」，「科学英語の知識」，「研修先の文化，自然，産業に対する知識」，「積極性」が
向上したとアンケートで回答している。

・例年，80%以上の生徒が「英語を聞き，話す力が身に付いた」とアンケートで回答してい
る。海外研修事前学習指導で繰り返し英語で課題研究発表練習を行ったことが自信となり，
聞き取る力や話す力が向上したと思われる。

・生徒自身が課題設定を行い研究した内容について英語発表をした。課題研究についてのプ
レゼンテーションや質疑応答を英語で行うなどの交流活動をすることで，生徒は英語の必
要性を感じ，以後の英語学習への取り組み方がより積極的になった。

・課題研究英語発表のための準備として，学校設定科目「スピークサイエンス」の中で英語
発表や質疑応答のための準備を充分に行うことができるようになった。生徒のプレゼンテ
ーション能力が高まり，原稿を見ずに発表する力がついてきた。

・課題研究英語発表をさらに充実させるため，あらかじめ互いの研究内容についてやりとり
をし，充分な事前学習を行うようにしたところ，質疑応答が活発になってきた。

・英語プレゼンテーションの指導をする際に，担当の理数教科教員による翻訳指導と英語科
教員全員による発表指導を行うようにした。全校あげての指導体制が構築されたと同時に
教員のスキルアップを図ることができた。

・現地の日本企業への訪問を導入した。世界で活躍する研究者の方々から直接指導を受ける
ことができ，貴重な体験をすることができた。

④ＮＵＳハイスクール生徒を日本に迎えて，研究交流を実施した。シンガポール海外研修と合
わせて双方向での交流を行うことができるようになった。１１月上旬に１週間程度の日程で
来校し，課題研究発表等を中心に交流を実施した。以下のような成果が認められる。
・互いの課題研究の発表会や交流会を実施した。海外研修に参加しなかった生徒にも交流の
機会を設けた。授業や放課後の部活動，休日の交流等で活発に活動することができ，80%
以上の生徒が国際性が向上したと回答している。

・シンガポール海外研修での研究交流を踏まえて，課題研究発表会の内容についてさらに深
めあうことができた。

・平成２１年度には，サイエンスダイアログを利用して，ネイティブ講師による実験を両校
の生徒交えた形で実施した。実験自体全て英語で行われるので，理解には苦しんでいたよ
うであるが，事後アンケートではほとんどの生徒がまた参加したいと回答しているので，
意欲の喚起といった面で効果があったといえる。

・平成２２年度から，化学・物理・世界史・家庭等の授業にＮＵＳハイスクールの生徒を交
え，お互いにコミュニケーションを図りながら授業に参加するといった取組を行っている。
ＡＬＴによる英語の解説による英語と日本語を交えた授業に参加し，授業の内容をお互い
に訳しながらコミュニケーションを図っていた。

・生徒たちは，ＮＵＳハイスクールの生徒たちが授業で見せる集中力，また積極的に質問す
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る姿勢など数多くのことを学び，多くの刺激を受けた。

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究
高大連携および高大接続の在り方を県内理数科設置３校で協議した。

その他
・地域の小学生や一般市民を対象とした科学実験教室の開催や中学生サイエンスフェア等を
実施した。

・地元報道機関と連携した事業の報道およびホームページを用いて，広報普及活動を行った。
・校内向けには生徒および保護者にＳＳＨ通信等を発行した。
・ホームページに「七高理数チャレンジ」を開設し，小中学生向けの思考力を高めるような
理科数学の問題を掲載した。

② 研究開発の課題

（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成

①学校設定教科「フロンティアサイエンス」の指導方法の改善
・広範囲の分野にわたる学習であり講座数も多いことから，一つの分野に時間をかけて掘り
下げることができにくいといった問題点を抱えていた。講義の内容の精選と改善を重ねる
とともに，事前学習・事後学習を実施することにより，より充実した講座となるようにし
た。大学とのやり取りがメールや電話に限られ，校外講師との実空間での距離が障害とな
っている。

・校内講師による実施比率を高めると，「体験型」といった意味合いがどうしても薄れてしま
う。年間計画の際に，フィールドワークや研究機関での研修とのバランスを充分に考慮す
る必要がある。

・創造性や独創性の育成といった面において課題が残っている。これまでの積み上げ型の学
習方法で創造性や独創性を育むのは難しいのではないか，あらかじめ目標を設定しそれに
向けて研究の工夫を重ねていく中で創造性や独創性を育むことができるのではないかと考
える。臨海実習において実施してきた手法が非常に有効であったことから，全ての講座に
おいて適用したい。これまで年間約３０回（２単位）実施されていた講座の数を精選し，
４～５回を１ユニットとし，ひとつの講座に〔事前学習→フィールドワークや講義→探究
活動→発表とその評価〕を盛り込んで実施する。
１．あらかじめ発表の場面を設定し，その際の評価規準を提示する。そのことにより

生徒は研究の方向性をしっかり見定めることができ，研究への強い動機を与えら
れることになる。

２．探究活動において，発想が単なる奇抜な思いつきに終わらないためには知性の準
備が必要である。科学的な知識を身に付けるための講座の充実を図るとともに，
生徒自ら既知の事実を研究する方法を身に付けさせる。

３．仮説を設定し，実験を計画・立案する。自らの研究計画に添って自主的な研究活
動を行う。

４．発表会を実施する。あるいはさまざまな学会に参加したり論文の投稿を積極的に
行う。発表会では，次の段階での研究意欲や研究方法の高まりへとつながるよう
な効果的な評価方法を研究開発する。

ユニットを繰り返す中で，生徒の創造性や独創性を高めていく，そのための効果的な教
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育課程や指導法を研究開発する。

②学校設定教科「スーパー数学ゼミ」の発展
・魅力的な教材が開発されてきた。今後は開発の結果得られた教材の授業への応用を図りた
い。数学オリンピックに挑戦することを目的とした問題を課題としているため，高度な問
いであることから思考を続けていくことに困難を感じる生徒がいる。生徒の発達段階に応
じて誘導していくなどの発問方法の工夫が求められる。

・自分の考えを述べる力の育成を重点において指導してきた。発表会を設けたり，その中で
グループ発表や個人発表など多様な発表形式を取り入れるなどの工夫を重ねて指導したが，
成果は充分とはいえない。

③調査実習活動の改善
「臨海実習」
・天候の影響を受けやすい講座である。講義・採集・施設見学等を柔軟に組み合わせること
ができるように準備する必要がある。

・最終日の発表のための準備や練習の時間を充分に確保するために，研修日程に工夫が必要
である。そのことにより生徒の意欲を充分に引き出すことができ，プレゼンテーション能
力を高めることができる。

「海洋調査実習」
・船酔いに悩まされる生徒がいるので，日程的に無理が利かず近海での一日での実習が限度
である。また，船内での顕微鏡観察は避ける等の工夫が必要である。

・「臨海実習」と組み合わせることによって内容的に充実したものに高めることができると考
える。

「石動山薬草調査実習」
・植物に関して総合的に学習できる講座としてさらに発展させるとともに，薬学の知識につ
いても学べる場としたい。

・天候に左右される実習であるため，複数回数を設定する等の工夫が必要である。
・採集してきた植物の処理が必要となるため，迅速かつ充分な事後学習の時間の設定が必要
である。

・本講座は一回きりの講座であり，季節による植生に変化についての調査ができないので，
課題研究「七高アカデミア」とリンクさせることにより年間通じての研究計画を立てたい。
またそのことにより興味を持った生徒がさらに深く学習できるようになり効果的である。

④サイエンスツアーの事前・事後学習の改善
・生徒の興味・関心を高めるために非常に有効な行事であるので，早い時期での実施が好ま
しい。第１学年で実施することにより，課題研究「七高アカデミア」の研究課題設定の参
考とできるようにすることが望ましい。

・事前・事後学習の時間を，他のＳＳＨ事業や学校行事とのバランスを考慮しながら充分に
確保する必要がある。

・筑波研究学園都市での研修先の選定は教員主体で行ってきたが，生徒の希望も取り入れる
ようにしたい。実際に行きたいところを研修先に設定することにより，目的意識を持って
取り組めるようなシステムを構築する。
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⑤総合的な学習の時間を使った課題研究「七高アカデミア」の充実
・先にテーマとグループを決めたあと，担当教員を割り当てる方法をとっているため，教員
が専門外の科目を指導しなければならないということが生じている。教員間の協力と大学
等からの指導・助言を得ることで対応している。

・年度をまたいでの継続しての研究を増やしたい。平成２３年度は「タンポポ」の研究が先
輩から引き継がれ，「不燃性紙コップ」の研究に過去に実施された「折り紙」の研究が活か
された。過去に継続実施されていた「薬草調査」の復活も望まれ，天文グループにおいて
現在実施されている活動の継続もさらに充実させていく。

・学校設定教科「フロンティアサイエンス」や「臨海実習」等の研究活動とリンクさせての
活動を増やす。

・シンガポール国立大学附属数理高校（ＮＵＳハイスクール）との共同研究の可能性を追求
する。現在，６月に観測される金星の太陽面通過の日本－シンガポール同時観測を計画し
ている。海洋の調査での共同研究もぜひ取り組んでみたい内容である。

・研究成果を学会ジュニアセッションで発表したり，各種コンテストに応募する。

⑥科学系部活動（ＳＳＣ）の活性化
・科学オリンピック等への積極的な参加を継続させるとともに学習会の充実を図り，継続し
て入賞者を輩出できるようにする。

・課題研究「七高アカデミア」への接続を図り，前年度からの継続研究を多く出せるように
する。

（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成

①学校設定科目「スピークサイエンス」（１年生）の充実
・開設当初は，４０人一斉の授業が基本であったため，１人が声を出す時間が少なくなって
しまった。できるだけ少人数で開講できるよう実施方法に工夫を重ねてきた。

・開設当初は半数の生徒が理解できず講座に対して否定的なとらえ方をしていたが，教材を
練り直し，雰囲気作りを大切にして改善を加えた結果，グループ活動が活発になり，一人
ひとり声を出すようになった。

・科学英語の入り口として，科学実験を行いながら学ぶ場を充実させていく。英語で学習す
る科学実験教材を開発する。

・自ら困難な課題を課し率先して発表しようとする生徒がまだまだ少ない。

②学校設定科目「スピークサイエンス」（２年生）の改善
・生徒が英語を話す機会を量的に確保するために授業形態を３分割にし，それぞれのグループ
に英語のネイティブスピーカーまたは英語科教員を配置した。一斉授業形態をとると英語を
話す機会が減少するため，授業のねらいに合わせた形態を場面に応じて変化させる必要があ
る。

・ＮＵＳハイスクールの生徒との交流活動，サイエンスダイアログの事前学習を充実させた。
これらの行事に参加する前段階に，ＮＵＳハイスクールの生徒やサイエンスダイアログで講
義してもらう講師よりスライド資料やハンドアウトを送ってもらい，それらの事前学習を入
念に行う。英語科教員と理数教科教員が連携しながら生徒を指導し，生徒は科学英語の知識
を蓄え，発表内容を理解することができる。
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③シンガポール海外研修の充実
・課題研究英語発表と質疑応答のためのさらなる効果的な指導法を開発し，発表会での質疑
応答をより活発にする必要がある。そのために，課題研究発表の内容をあらかじめメール
等でやりとりし事前学習を充分にしてから臨ませるようにする。

・英語で発表する力はかなりついてきたが，質疑応答の際に討論できる力の育成といった視
点では，まだまだ指導の必要がある。そのために，インターネット等を利用して，日常的
に研究交流を行い，日頃から英語を使って討論できる英語活用能力を身に付ける必要があ
る。

④日本でのＮＵＳハイスクールの生徒との研究交流の充実
・課題研究発表会では，海外研修に参加しなかったグループの発表を行ったが，充分な指導
を行うことができなかった。海外研修に参加しない生徒の課題研究を英語発表するための
指導法の改善が求められる。

・平成２１年度にはサイエンスダイアログを利用して，外国人講師による実験を行った。残
念ながらＮＵＳハイスクールの生徒からは質問がたくさん出て活発に討論していていたが，
本校生徒は黙って見ているだけであった。日本と海外の高校生の研究交流への積極性の違
いをまざまざと見せつけられる結果となった。実験の内容自体高度であったため，事後ア
ンケートで理解できたと回答する生徒は約 40%であった。しかしながら，意欲の高揚とい
った面では成果があったので，今後は科学的知識を高める指導を一層充実させ，再度両校
生徒交えてのサイエンスダイアログを実施し，その討論への参加の様子から英語活用能力
の向上を評価したい。

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究
・高大連携および高大接続の在り方を県内理数科設置３校で協議していく。

その他
・科学実験教室の開催や地元報道機関と連携した事業の報道およびホームページを用いた広
報普及活動をさらに推進する。

・校内での普及活動で，普通科理系生徒を発表会等に参加させている。活発な質疑応答がで
きるよう，普通科理系生徒への指導法を研究する。

別記様式 2-1-10
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（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成

【仮説１】身近な自然環境を活かし，フィールドワーク等を取り入れた取組を実施することで，
自然現象に対する関心を高め，観察する能力，探究心を育成することができる。

■実践：地域の自然環境を利用したフィールドワーク等の実施
１．学校設定教科「フロンティアサイエンス」におけるフィールドワーク活動
①「海洋調査実習」実習船を利用した富山湾の海水およびプランクトンの調査研究
②「臨海実習」大学の臨海実習施設を利用した海産生物採集および分類・研究
③「石動山薬草調査実習」石動山に自生する薬草と薬効成分の抽出に関する研究
④「大桑層化石と地震」化石採集と地質や地震に関する研究
⑤「北陸の雷」企業の研究施設を利用した雷の科学的分析と社会的影響に関する研究

２．課題研究「七高アカデミア」におけるフィールドワーク活動
２年生４０名が１０程度のグループに分かれて，それぞれにテーマを決めて研究活動を行

った。特にフィールドワークを重視した研究には以下のようなものがあげられる。「石動山
の環境調査」「能登半島地震の被災地の実地調査」「サギのコロニーの調査」「御祓川の自然
調査」「タンポポの在来種と外来種の調査」「太陽黒点観測」「変光星の観測」「系外惑星の
観測」「小惑星の観測」

３．科学系部活動「スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）」の設置
理数科生徒全員が，「分析化学」「天文科学」「数学研究」「生物研究」「電気情報」に分か

れて活動した。普通科生徒も希望すれば参加できる。
■評価

身近な自然環境を活かしたフィールドワークは自然現象に対する関心を高める上で非常に有
効である。その際，事後に発表の機会を導入することにより，生徒が目的を持って研究するこ
とができ，観察する能力や探究心の育成に効果がある。

【仮説２】先端科学分野の研究内容について幅広く学習することにより，学際的な能力を身
に付け，課題発見能力および課題解決能力を育成することができる。

■実践：理科・数学に重点を置いた教育課程の導入
１．学校設定教科「フロンティアサイエンス」における発展的内容の講座の開講
①数理分野「積み木の中の数学」「微分方程式」「線形微分方程式」「テーラー展開」

「無限級数からの解析」
②物理分野「音の合成とフーリエ級数」「うなり」
③化学分野「薬効成分抽出と有機構造解析」「クロスカップリング」「さまざまな振動反応」

「中和滴定の自動計測と電荷均衡・質量均衡」「置換基効果と吸収スペクトル」
④生物分野「細菌の種類と生体防御機能」「内臓の真実に迫る」「遺伝子組み換え実験」

「グラム染色」「アガロースゲル電気泳動法」
⑤地球分野「リモートセンシング」「気象衛星画像解析」「電磁波」

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要Ⅰ．５年間を通じた取組の概要
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⑥情報分野「データ解析」
２．学校設定科目「スーパー数学ゼミ」の設定
少人数のゼミ形式による，思考過程を重視した，創造性や独創性を高めるための授業である。

３．先端科学を直接学ぶ行事の実施
「サイエンスツアー」や「シンガポール海外研修」における研究施設訪問

４．研究交流やＳＳＨ事業普及活動
■評価

平成１８年度までフロンティアサイエンスⅢは３年生で２単位での実施であった。より効果
的な教材を研究開発することを目的として，平成１９年度から１単位での実施に変更した。講
義と実験をバランスよく組み合わせ，大学受験に直結した内容も盛り込むことによって，短時
間で実効のあるいくつかの教材を開発することができた。
大学や研究機関と連携し先端科学技術を学ぶことにより，多くの学術情報や研究成果を得る

ことができる。このことにより生徒は学際的な能力を身に付け，広い視野で科学を捉えること
ができるようになる。課題発見能力や課題解決能力を育成するには，先端科学技術に関する知
識とその根拠となる理論の学習も必要である。
また，教員が大学と連携して教材開発に携わることにより，自身のスキルアップを図ること

ができた。

【仮説３】第一線で活躍している研究者等の授業を受講し，研究姿勢や研究手法を直接学ぶ
ことで，意欲・関心を高めることができる。

■実践：大学，研究機関および企業との連携
（１）学校設定教科「フロンティアサイエンス」における連携
①石川県立看護大学：「ウイルスと変異」「がんとは何か？」「インフルエンザ流行の謎」
②金沢大学：「臨海実習」「波による砂浜の浸食」「石動山薬草調査実習」「大桑層化石と能登
半島地震」

③北陸先端科学技術大学院大学：「人工膜の構造と働き」「生物はみんな細胞でできている」
④金沢医科大学：「癌医療の現場」「高校生のための医学の魅力講座」
⑤星の観察館「満天星」：「宇宙の中の私たち」「現在の太陽系像」
⑥北陸電力雷センター：「北陸の雷について」
⑦石川県畜産総合センター：「クローン実習」
⑧石川県立のとじま水族館：「魚類飼育技術」
⑨株式会社スギヨ研究開発部：「味覚への挑戦」
⑩石川県水産総合センター：「ブリの回遊調査」「急潮の発生機構とその予測」「プランクト
ンの役割，分類等について」

（２）学校設定教科「人間環境」における連携
①金沢大学：「地球環境の現状と課題」「地球環境とエネルギー」
②金沢工業大学：「精神の健康」「コミュニケーション能力」
③恵寿総合病院：「母子を取り巻く環境」「日常生活と生活習慣病」「喫煙と健康」
④小丸山幼稚園・大谷済美幼稚園：「保育体験学習」
⑤七鹿リサイクルセンター・石川北部ＲＤＦセンター：「新たなゴミ処理方法」「環境負荷低
減とエネルギー回収」「食習慣とその影響」

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要Ⅰ．５年間を通じた取組の概要
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⑥フューチャー石川「自己実現」
⑦のと共栄信用金庫「環境エコ活動」

（３）課題研究「七校アカデミア」における連携
①星の観察館「満天星」：「冷却ＣＣＤカメラにおける限界等級の測定」「恒星の色」「系外惑
星の観測」「小惑星の観測」「変光星の観測」

②筑波大学：「音の模様」「水の成分による成長速度の違い」
③金沢大学：「ミセル」「漢方」
④金沢工業大学：「酵素による糖化処理」「感情に対応する器官」「Road of the Bridge」
⑤北陸先端科学技術大学院大学：「コンピュータによる画像認識」
⑥農業環境技術研究所，日本製薬株式会社：「大腸菌の繁殖」
⑦株式会社スギヨ：「手洗いの効果」

（４）サイエンスツアーの実施
・神岡宇宙素粒子研究施設，筑波学園都市内の研究機関

■評価
先端の研究を行っている研究者から研究現場で学ぶことはたいへん効果的で，多くの生徒が

希望進路の選択において影響を受けるようになってきた。

【仮説４】生徒の適性や資質に合わせた指導を行うことにより，一人一人の能力を伸長させ，
独創性を育むことができる。

■実践：科学系部活動の活性化および少人数学習の導入
（１）科学系部活動「スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）」の設置
（２）学校設定科目「スーパー数学ゼミ」の設定
■評価

生徒が興味・関心に合わせて分野を選択し活動する「スーパーサイエンスクラブ（ＳＳ
Ｃ）」によって，科学的探究力が大いに高められる。独創性もある程度高まっていると認めら
れるが，生徒自身のアンケートや教員による観察によるものであり客観的な評価結果ではない。
「スーパー数学ゼミ」では，大変難解な問題を使っているにも関わらず，多くの生徒が有意

義な活動であると感じている。魅力的なテーマを設定することにより，生徒が持つ自分の力で
解決したいという気持ちをつかみ教育効果が高まる。

【仮説５】生命の尊厳，環境問題等を総合的に学ぶことで，科学者としての倫理観を備えた
人材育成を行うことができる。

■実践：人間と環境，健康・福祉との関わりを総合的に学ぶ
（１）学校設定教科「人間環境」の設定

家庭と保健体育の分野を融合して「環境」と「健康福祉」について総合的に学ぶ。
（２）研究交流やＳＳＨ事業の普及活動
■評価

物事を深く探究したり，自ら考え行動できるようになるなど自発的に科学を深めようとする
生徒が増えてきた。

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要
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（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成

【仮説１】ネイティブスピーカーを交えたティームティーチングを行い，生徒一人一人が活
躍できる場を作ることで，積極的に英語コミュニケーション能力を高めることが
できる。

■実践：生徒一人一人が，英語で自己表現できる場を設ける
（１）学校設定科目「スピークサイエンス」の開設

科学英語の学習が極めて効果的であるが，第１学年からの計画的な指導が必要であると
の，平成１８年度までの課題を受けて解説された学校設定科目である。
１・２年生でそれぞれ１単位実施した。英語教員・理数教科教員・ＡＬＴのティーム・

ティーチングにより，少人数学習やグループ活動を行った。１年生では科学に関する話題
を聞き，理解し，質問するコミュニケーション活動を重視した。２年生では，英語論文作
成の基礎となる英語力，特に英語表現力を伸ばす活動に重点を置いて実施した。

（２）学校設定科目「フロンティアサイエンスⅡ」における科学英語
英語によるコミュニケーション能力を高め，科学英語論文を作成して英語でプレゼンテ

ーションすることを最終目標に学校設定科目「フロンティアサイエンスⅡ」において科学
英語の指導をした。身近な科学テーマに関する資料読解やインタビュー・討論とその結果
の発表，英語論文作成とそのスピーチ練習の後，発表会を行った。学校設定科目「スピー
クサイエンス」の開設により科学英語を学習する時間と場面が確保されたので，現在のフ
ロンティアサイエンスⅡでは英語学習を行わず，スピーチコンテストのみを行っている。

（３）学校設定科目「フロンティアサイエンスⅢ」における科学英語
課題研究「七高アカデミア」で行った研究論文の翻訳を行う。また，学校設定科目「ス

ピークサイエンス」で学習した英語での科学論文作成の手法を活用し，入試問題を通じて
持論を展開する活動を行った。その際，持論の正当性をサポートする客観的データを必ず
盛り込み，客観性を持って説得力のある主張になるよう指導した。また，ネイティブスピ
ーカーによる英語論文の添削指導を受け，より明確かつ表現力豊かな英文を書くことがで
きるよう指導した。生徒が取り組んだテーマは以下の通りである。
① communication technologyを用いて，環境問題を解決するための戦略
② 宇宙探査がお金の無駄遣いかどうか
③ 日本人の食生活の変化と，それによる肥満の解決
④「笑いが一番の薬」という諺についての是非
⑤ きれいな水を守るために何をするべきか
⑥ 日本の子どもの体力が低下している理由
⑦ ２０世紀最大の発明品の功罪 ⑧ 遺伝子情報の開示についての是非
⑨ 人間のクローンについての是非 ⑩ 車所有の是非について
⑪ 遺伝子工学や遺伝子操作の将来 ⑫ 風力発電について
⑬ 地球の気温上昇 ⑭ 喫煙者の率

（４）フロンティアサイエンススピーチコンテストの実施
フロンティアサイエンスで自ら疑問に感じた内容に基づいて，実験も交え結論を導き，

それを英語で発表するコンテストである。理数教科の担当教員から発表内容に関する指導
を受け，他校から延べ２０人以上の英語のネイティブスピーカーが生徒の発表原稿，スラ

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要
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イドショー，イントネーションや発音，プレゼンテーションの技術に到るまできめ細かく
指導する。総合的な英語を介したコミュニケーション能力の育成に非常に高い効果がある。

■評価
話すことへの抵抗を一度超えると会話練習も効率よく進み，英語に対する実力がついたと実

感し一気に会話を楽しむことができるようになる。英語で討論してＡＬＴらとコミュニケーシ
ョンを取りながら，科学論文を英語で作成して発表できたことは，生徒に大きな自信と達成感
をもたらした。

【仮説２】海外研修を実施し，課題研究等の英語プレゼンテーションを行うことにより，国
際的な場面で活躍できる研究交流能力を高めることができる。

■実践：海外研修で，生徒自身が行っている課題研究等を英語で発表し，質疑応答を行う。
（１）学校設定科目「スピークサイエンス」の開設

フロンティアサイエンスⅠで行った臨海実習の内容を英語にまとめて発表するなど，学
校設定科目間を横断的に捉え，その内容を英語で発表することで理解を深めつつ英語によ
る研究交流能力を向上させる取り組みをしている。また，サイエンスダイアログを利用し，
国際的に活躍している科学者のプレゼンテーションを間近で体験することで，生徒はその
発表を１つのモデルとして捉え，今後の目指すべき具体的な目標にすることができる。プ
レゼンテーションスキルの向上だけではなく，課題研究「七高アカデミア」の研究論文を
英語に翻訳することで英語を書く力も併せて向上することができた。

（２）「シンガポール海外研修」の実施
シンガポール海外研修に参加する生徒は英語教員と理数教科の指導教員から指導を受け，

海外研修中にある課題研究発表会に向けてプレゼンテーションの準備とリハーサルを充分
に行う。また，ＡＬＴ等の英語のネイティブスピーカーから質疑応答の指導も受けるため，
リスニング力はもちろん，スピーキングやライティングといった英語の表現力と発表力が
飛躍的に向上する。シンガポール海外研修に参加する生徒は海外研修中の課題研究発表会
において，海外研修に参加しない生徒はＮＵＳハイスクールの生徒が本校に来校した際に
行う課題研究発表会において英語による研究発表の場を経験することができ，２年生理数
科の生徒全体が研究交流能力を高めることができた。

（３）フロンティアサイエンススピーチコンテストの実施
■評価

英語を受験科目の一つとして習うというよりも，科学的研究を行う際の手段のひとつとして
捉える生徒が増えてきた。生徒はプレゼンテーションをすることでリーディング，スピーキン
グ，ライティング，リスニングを総合的に演習することになり，実践的なコミュニケーション
能力を高めながら研究交流能力を身に付けている。プレゼンテーション作成には発表内容への
精通は必要不可欠であり，その情報を英語で扱うため，科学英語の知識も同時に蓄積している。

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要
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【仮説３】海外研修を通して多様な価値観に触れることで，広い視野が持てるようになる。
また，交流校の生徒と様々な活動を行うことで，英語コミュニケーション能力を
高めることができる。

■実践：海外研修で，生徒自身が行っている課題研究等を英語で発表し，質疑応答を行う。
（１）学校設定科目「スピークサイエンス」の開設

スピークサイエンスではシンガポールの国ついて調べて発表するという場面も設けてい
る。このことを通して生徒は日本の習慣，文化，社会のシステムにおける違いを発見しつ
つも理解し，多様な価値観に触れている。また海外研修の事前・事後学習としてＮＵＳハ
イスクールの生徒とＥメールのやり取りを行っている。こうした経験から生徒は生の異文
化理解を体験し，英語のコミュニケーション能力を高めながら，国際的な広い視野を身に
付けている。

（２）「シンガポール海外研修」の実施
海外研修ではＮＵＳハイスクールの生徒とともにサイエンスセンターやスンゲイブロー

湿地保護区といった様々な研修場所を訪れる。そこで疑問に感じた内容を話題の中心にし
ながらコミュニケーションを図った。またＮＵＳハイスクールの生徒が七尾高校へ来校し
た際はホームステイ等の機会を活かしながら日本文化について英語で質問を受け，英語で
説明しながら自国の文化についても理解を深めることができた。これらの活動を通して，
生徒は英語によるコミュニケーション能力を向上させながら，多様な価値観を理解する広
い国際的な視野を持つことができたと考える。

（３）ＮＵＳハイスクール生徒との交流

■評価
シンガポール海外研修では同年代の生徒と交流し，彼らの学習意欲の高さや研究内容を目の

当たりにすることで，生徒は新たな価値観と広い国際的な視野を持つことができた。また，海
外研修中はＮＵＳハイスクールの生徒がバディー（研修中のリード役）として生徒と行動を共
に，科学の話題はもちろん日常的な話題で意思疎通を図るので，英語コミュニケーション能力
を大きく高めることができた。

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究

【仮 説】高大連携や高大接続の必要性を大学，高校共に認識し，大学と高校との間をスム
ーズに繋ぐことで，生徒が間断ない研究・学習活動を行うことができる。

（１）県内ＳＳＨ指定３校で，金沢大学とのカリキュラムの共同開発や単位相互認定につい
て話し合った。

（２）ＡＯ入試導入に向けての働きかけ等
（３）金沢工業大学との「高大連携による理数教育の研究」に参加

金沢工業大学数理工学教育センター主催の高大連携に関する会議に参加し，高校およ
び大学における理数教育の在り方について話し合いを行った。

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要
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１．学校の概要
（１）学 校 名 石川県立七尾高等学校

いしかわけんりつなな お こうとうがつこう

校 長 名 山本 登紀男
（２）所 在 地 石川県七尾市西藤橋町エ１の１

電 話 番 号 ０７６７－５２－３１８７
ＦＡＸ番号 ０７６７－５２－６１０１

（３）課程・学科・学年別生徒数，学級数および教職員数（平成２３年５月１日現在）
①課程・学科・学年別生徒数，学級数

第１学年 第２学年 第３学年 計
課 程 学 科

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

普通科 ２００ ５ １９７ ５ １９９ ５ ５９６ １５
全日制 （理系） (79) (2) (83) (2) （162） （4）

理数科 ４０ １ ４０ １ ４０ １ １２０ ３

計 ２４０ ６ ２３７ ６ ２３９ ６ ７１６ １８

内（ ）は普通科理系
②教職員数

２．研究開発課題
能登の豊かな自然の中でのフィールドワークを重視しながら，事象を科学的に探究する論理

的思考力と創造性・独創性を育成し，国際的な場面で研究交流する能力を身につけるための教
育課程や指導方法，及び高大接続の在り方の研究開発

３．研究のねらい
生徒が主体的かつ積極的に学習活動を展開するために，先端科学分野での体験学習やフィー

ルドワークを有機的に結びつけて実施し，海洋科学や地球科学などの身近な教育資源を活用し
た教育課程（理数版ふるさと教育），指導法，支援体制の研究開発を行う。また，シンガポー
ル国立大学（以下，ＮＵＳ）での研修やシンガポール国立大学附属数理高校（以下，ＮＵＳハ
イスクール）との研究交流（海外研修を含む）を取り入れることで，科学英語プレゼンテーシ
ョン能力等の実践的英語コミュニケーション能力の育成を行う。

Ⅱ．研究開発の課題
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４．研究開発の概要
（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成

能登の自然を教材として体験型の学習活動を行う学校設定教科「フロンティアサイエンス」，
数学的能力を高める学校設定科目「スーパー数学ゼミ」，人間と環境，健康・福祉との関わり
を総合的に学ぶ学校設定科目「人間環境」等の開設，先端科学技術に関する研究所等での体験
実習，フィールドワークの基本を身に付け海棲生物の多様性を学ぶ「臨海実習」，実習船での
「海洋調査実習」，総合的な学習の時間を使った課題研究「七高アカデミア」，大学等と連携
した研究活動や科学オリンピックへの参加，研究会での発表や論文の投稿等

（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
英語論文作成や英語プレゼンテーション能力等を身に付ける学校設定科目「スピークサイエ

ンス」の開設，ＮＵＳでの研修および，ＮＵＳハイスクールとの研究交流等

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究
県内理数科設置３校で連携して，金沢大学とのカリキュラムの共同開発や単位相互認定，Ａ

Ｏ入試導入へ向けての働きかけ等

５ 研究開発の実施規模
（１）理数科１，２，３年生，各１クラスを対象とする。
（２）事業の一部においては，全校生徒を対象として実施する。

６．研究開発の内容と実践結果の概要
（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性を育成

ね ら い
項 目 実践の結果の概要

実 践 内 容

学校設定科目 ・科学に対する興味・関心の向上 外部講師の方々や外部の機関の
「フロンティアサイ ・幅広い知識の習得 講義や実験，実習を通して，身の
エンスⅠ」の開設 ・事象を科学的に捉える能力の育成 回りの自然から科学を多く学ぶこ

（１年生前期 とができたと多くの生徒が感じて
金曜日６，７限）・フィールドワークによる先端科学分 いる。今後，講座を絞って，それ

野および研究方法の理解 ぞれの講座について事前・事後学
・観察・実験技術の習得および機器の 習および発表の機会を設け，生徒
活用 が論理的に科学現象を整理し，新

・大学教授等による講義 たな疑問を持ち，どのような方法
・自主教材の開発 で解決できるのか考える場を設定

する必要がある。

Ⅱ．研究開発の課題Ⅱ．研究開発の課題
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Ⅱ．研究開発の課題

ね ら い
項 目 実践の結果の概要

実 践 内 容

学校設定科目 ・実験機材操作技能の向上 発展的な実験・実習を通して，
「フロンティアサイ ・情報処理，数理的処理の習得 先端技術への興味・関心が高まっ
エンスⅡ」の開設 た。第一線で活躍される先生方の

（２年生 ・高度な実験技術の習得およびデータ お話や実験装置に直接触れたこと
金曜日６，７限） の収集法の学習 が，生徒たちの学習意欲を高めた。

・データ分析法の学習 今後は講座の中で，生徒たちが試
・本校や大学等における観察や観測 行錯誤して答えを導き出す時間を
および実験・実習 設定するというような展開の工夫

・自主教材の開発 が必要である。

学校設定科目 ・問題発見・解決能力の伸長 大学進学後の研究を視野に入れ
「フロンティアサイ ・総合的な学力の伸長 て講座の内容に改善を加えたこと
エンスⅢ」の開設 ・英語論文の読解力向上 で，将来への発展性を生徒が実感

（３年生前期 できた。 物理と数学，化学と数学
火曜日６，７限）・理数科目における発展学習 を融合させた教科横断的な講座が

・英語論文講読 開発された。その他の教科間の連
・英語論文の作成と，発表方法の学習 携や，ティームティーチングの可
・自主教材の開発 能性の追求が必要である。

学校設定科目 ・命の尊さと生きる力を養う 専門的な分野の外部講師の講座
「人間環境」の開設 ・科学者としての倫理観の育成 や，外部施設での体験実習によっ
（１年生後期 ・総合的な知識理解 て，命の尊さを学び，科学を学ん

金曜日６，７限） でいく人材に欠かせない倫理観を
・人間と環境，健康・福祉との関わり 身に付けることができた。今後，
に関する学習 体験的な学習をさらに増やすこと，

・大学教授等による講義 生活の中で科学的なものにもっと
・体験活動 着目し教材研究をすすめていくこ
・自主教材の開発 とが必要である。

学校設定科目 ・創造性・独創性の育成 問題の中にいろいろな要素を取
「スーパー数学ゼミ」・粘り強く考える力の育成 り入れ，いかに難しい問題を作成
の開設 するか考える中で，創造性・独創

（１年生 水曜日６限）・少人数ゼミ形式 性が磨かれた。課題は，様々な問
・一人ひとりの解答方法の発表・討論 題を自分で作り，解法を検証する
・自主問題の作成とその解法について という取組が必要である。
の発表会

Ⅱ．研究開発の課題
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Ⅱ．研究開発の課題

ね ら い
項 目 実践の結果の概要

実 践 内 容

習熟度別少人数授業 ・個に応じた学力の育成 生徒一人ひとりに目が行き届く
の実施 ため，対話形式の授業となり，生

・学校設定科目，理数科目および英語 徒の授業に対する集中力が高まり
に導入 非常に効果的であった。

・生徒の興味・関心や能力・適性に応
じた授業の展開と指導法の開発

総合的な学習の時間 ・課題発見能力の育成 自らが興味を持ったテーマで研
「七高アカデミア」 ・課題解決能力の育成 究することで意欲が高まり，放課
の実施 ・発表する能力の育成 後や休日にも積極的な研究活動が
（２年生 みられた。また，全員が英語によ

月曜日５，６限）・研究テーマの設定，情報収集 る発表を行ったことで，意欲や英
・探究活動，論文作成，発表 語での発表能力も高まった。しか
・グループ研究（２～４名程度） し，英語での質疑応答は充分とは
・大学等との連携 いえない。今後は討論できる英語
・ＩＴ機器等の活用 活用能力を育成する必要がある。

スーパーサイエンス ・自主的探究活動の育成 活発に活動し，科学オリンピッ
クラブ（ＳＳＣ）の クへの参加者が増加した。積極的
活性化 ・興味・関心に応じた生徒の研究活動 に科学に取り組む姿勢が育成され

・分析化学，天文科学，数学研究，生 た。
物研究，電気情報の５班で活動 上級生が下級生を指導できる体

制作りが課題である。

「臨海実習」の実施 ・課題発見能力の育成 生徒たちにとって海産無脊椎動
（１年生 ６月実施）・問題解決能力の育成 物を採集し，観察することは初め

・発表する能力の育成 ての経験で，自然への興味・関心
が高まった。また，グループ発表

・宿泊を伴う調査実習 を取り入れることで，学習意欲が
・生物の多様性の学習 向上し，班員との協力姿勢が身に
・まとめ，発表 付いた。

「海洋調査実習」の ・情報収集能力の育成 来年度以降は，臨海実習と重複
実施 ・課題発見能力の育成 している部分を整理し精選を図る

（１年生 ７月実施） とともに，内容を高めて実施する。
・天候不良のため中止

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要Ⅱ．研究開発の課題
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Ⅱ．研究開発の課題

ね ら い
項 目 実践の結果の概要

実 践 内 容

「石動山薬草調査実 ・自然に対する関心の育成 植物を扱う機会がない生徒にと
習」の実施 ・探究心の育成 って，採集を含む一連の流れを経
（２年生９月実施） 験できたことは有意義であった。

・石動山の植生調査と薬草調査 事後学習でのデータの分析は時間
・植物標本作製 が足りず中途半端になってしまっ
・大学教授による薬草の解説 たので，扱うデータの量を厳選す
・薬草分布調査（ＧＰＳ使用） る必要がある。

「サイエンスツアー」・課題発見能力の育成 事前学習を行ったことで，当日
の実施 ・問題解決能力の育成 の講義・実習の理解が深まり，質
（２年生１０月実施）・先端科学の全体像把握 疑応答が活発であるなど，充実し

た研修となった。しかし，事前学
・神岡宇宙素粒子研究施設，ＪＡＸＡ 習を，「チェレンコフ光について調
筑波宇宙センター，筑波研究学園都 べる」等の具体的な項目を挙げる
市内の研究施設，日本科学未来館で など，実施内容を改善する必要が
の２泊３日の研修 ある。

コンピュータ講座 ・情報機器の活用能力の育成 ポスター作成技術が上達しただ
の開講 けではなく，フロンティアサイエ

（１年生夏季休業中）・パワーポイントの使用法 ンスⅠの講座内容の再確認ができ，
・プレゼンテーション技術の習得 内容の整理や理解が増した。

「ＳＳＨ成果発表会」・発表・討論する能力の育成 ＳＳＨ事業で得たことをまとめ，
の開催 発表することで，理解が深まり，

（１２月実施） ・課題研究や学習内容の発表 筋道をたてて物事を考え，科学的
・事業の成果と課題について報告 に考察する力が付いた。

第一線の科学者によ ・研究の姿勢や面白さを知る 先端科学に触れたことで，科学
る特別講演 に対する興味・関心が高まり，学

・特別講義やシンポジウムに参加 習意欲の向上に繋がった。

科学オリンピック等 ・科学的実践力の育成 科学オリンピックへの参加は
への積極的な応募 年々増加しており，化学グランプ

・科学オリンピックへの参加 リでは銀賞，銅賞をそれぞれ１名
・研究会での発表や論文投稿等 が獲得した。

Ⅱ．研究開発の課題
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Ⅱ．研究開発の課題

（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成

ね ら い
項 目 実践の結果の概要

実 践 内 容

学校設定科目 ・積極的に英語を話そうとする姿勢 スムーズに英語でプレゼンテー
「スピークサイエン の育成 ションできるようになったが，発
ス」の開設 ・国際的な場面で活躍できる研究交 表後の英語による質疑応答は改善

（１年生 木曜７限） 流能力の育成 すべき点が多い。今後は，その場
で質問されたことに対して即座に

・英語でのプレゼンテーション 対応できるコミュニケーション能
・科学英語の学習 力を身に付けさせる必要がある。

学校設定科目 ・積極的に英語を話そうとする姿勢 課題研究発表とその質疑応答を
「スピークサイエン の育成 英語で行ったことで実践的な研究
ス」の開設 ・国際的な場面で活躍できる研究交 交流能力が身に付いた。また，

（２年生 木曜６限） 流能力の育成 「Science Method」の手法も定着
している。ただ，実験後に考察と

・英語でのプレゼンテーション 分析を深く行うことができるよう
・科学英語の学習と論文作成 になることが今後の課題である。

「シンガポール ・国際的な場面で活躍できる研究交 ＮＵＳハイスクールの生徒の前
海外研修」の実施 流能力の育成 で課題研究を発表すること，また，

（２年生夏季休業中）・国際的な視野の獲得と英語コミュ ＮＵＳハイスクールの生徒と交流
ニケーション能力の育成 することで英語コミュニケーショ

ン能力と研究交流能力を大いに高
・ＮＵＳハイスクールでの英語での めることができた。今後は両校で
プレゼンテーションと研究交流 行う課題研究発表会に参加する際

・本校でのＮＵＳハイスクールとの に，事前学習をより充実させるこ
研究交流 とで発表会の質の向上を図る。

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究
ア．大学等との連携

ね ら い
項 目 実践の結果の概要

実 践 内 容

大学等における研究 ・研究テーマの発展的探究 本校の教員が事前指導や事後指
（随時） ・自己の進路を考える 導を含めた教材開発に積極的に関

わることで，指導力が大幅に向上
・大学や研究機関等での研究 した。

イ．高大接続
ＳＳＨ事業の推進において多くの高大連携事業を実施している。県内の理数科設置校３校

（小松，金沢泉丘，七尾）で連携し，金沢大学とのカリキュラムの共同開発や単位相互認定，
ＡＯ入試の導入を働きかける。

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要Ⅱ．研究開発の課題要
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Ⅱ．研究開発の課題

７．必要となる教育課程の特例等
①必要となる教育課程の特例とその適用範囲

本校におけるＳＳＨ研究開発を実施するために，理数科１，２，３学年１クラスを対象とし
て，教育課程の特例が必要である。
ア．学校設定科目「フロンティアサイエンスⅠ」，「フロンティアサイエンスⅡ」，「フロンテ
ィアサイエンスⅢ」には以下の内容が含まれており,「保健」，「総合的な学習の時間」，「理
数理科」の一部を代替，補填する。
・生命の誕生，進化，老化の仕組みについて学ぶ。
・研究成果や課題についての発表能力を身に付ける。
・気象，地震と地殻変動，化石，天文，宇宙について学ぶ。
イ．学校設定科目「人間環境」には以下の内容が含まれており，「保健」，「家庭基礎」の一部
を代替，補填する。
・健康生活や人間と環境との関わりについて学ぶ。

ウ．芸術の一部を学校設定教科「フロンティアサイエンス」やフィールドワークにおける動植
物スケッチや，修学旅行における体験活動で補填する。

②教育課程の特例に該当しない教育課程の変更
学校設定教科「フロンティアサイエンス」(１，３年１単位，２年２単位)，「人間環境」(１

年１単位)，「スーパー数学ゼミ｣(１年１単位），「スピークサイエンス」(１，２年各１単位)
を実施する。

設定する教科・科目 削減する教科・科目

教科 科目名(単位数) 理由 科目名 代替・補填措置
(単位数)

フロンティア 能登の自然環境を教材とし， 保 健(2) 「フロンティアサイエンス」，
フ サイエンスⅠ(1) フィールドワークを取り入れ ｢人間環境｣で代替
ロ た授業を行う。観察・実験に
ンサ フロンティア より論理的思考力と創造性・ 芸 術(1) 「フロンティアサイエンス」，
テイ サイエンスⅡ(2) 独創性を育成し高める。 学校行事で補填
ィエ
アン フロンティア 家 庭(1) ｢人間環境｣で補填
ス サイエンスⅢ(1)

人 人間環境 (1) 人間と環境，健康・福祉を総 総合的な学「フロンティアサイエンス」
間 合的に考察し，科学者として 習 の 時 間 で補填
環 の生命観や倫理観を育成する。(1)
境

数 スーパー 課題を論理的に解決する能力
学 数学ゼミ(1) の育成を図る。

外 スピーク 国際的に研究交流できる英語
国 サイエンス(2) 力を育成する。
語

計 （8） 計（5）

Ⅱ．研究開発の課題
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Ⅱ．研究開発の課題

８．研究組織
本研究開発を推進するために，「七尾ＳＳＨ推進委員会」を設置してＳＳＨの企画・運営にあ

たり，「ＳＳＨ石川県運営指導委員会」の指導のもと，大学・研究機関および関係各部・各科と
連携して研究を行う。

【研究組織図】 ＳＳＨ石川県運営指導委員会
○石川県教育委員会
○大学・研究機関代表者

指導・助言・評価

石川県立七尾高等学校
（代表：学校長 ） 大学・研究機関

連携依頼 ○大学教授
○各分野の研究者
○大学院生

七尾ＳＳＨ推進委員会 企業・研究施設等
○委員長 指導・助言・評価
○副委員長
・企画・高大連携部
・教育課程開発部
・七高アカデミア部
・課外研修開発部 実験指導 施設見学
・広報・記録部 共同開発 共同研究
・校内評価部 指導助言 実験活動
・経理部 体験実習

職員会議

校内各分掌部会・各教科会

授業・特別課外活動・部活動・学校行事等

○平成２３年度ＳＳＨ石川県運営指導委員会委員
スーパーサイエンスハイスクールの運営に関し，専門的な見地から継続的に指導・助言・評
価にあたる。

氏名 役職名
○ 学識経験者（３名）
日下 迢 金沢工業大学情報学部メディア情報学科 教授
坂本 二郎 金沢大学理工研究域機械工学系 教授
金森 正明 金沢大学理工研究域自然システム学系 講師

○ 有識者（１名）
粟森 勢樹 石川県水産総合センター 所長

○ 産業界（１名）
檜木 正博 株式会社スギヨ開発本部研究開発部 課長

○ 学校関係者（１名）
近江 一芳 七尾市小中学校校長会会長（七尾市立田鶴浜小学校長）

○ 教育行政関係者（１名）
岩本 弘子 石川県教育委員会 教育次長兼学校指導課長

Ⅰ．５年間を通じた取組の概要Ⅱ．研究開発の課題
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以下，平成１６年度～平成１８年度を第一期，平成１９年度～平成２３年度を第二期と表記する。

第一期（平成１６年度～平成１８年度）
＜研究開発課題＞
行動力・実践力を持った科学技術系人材の育成をするため，科学に対する興味・関心を喚起し，
論理的思考力や創造性・独創性を高め，発表や討論する能力を身に付ける教育課程や指導法及び高
大連携の研究開発
＜研究開発のテーマ＞
（１）先端科学分野での体験活動を重視し，身近な教育的資源を活用した教育課程，指導法の研

究開発
（２）論理的思考力や創造性・独創性を高める支援体制の研究開発
（３）発表や討論する能力を身に付ける教育課程，支援体制の研究開発
＜成果と課題＞
○教育課程や指導法の研究開発を通して教員の資質が大きく向上し，生徒の科学への興味・関心
が高まったが，自主性の高まりに課題が残った。

○論理的思考力はある程度高まったが，充分とはいえない。また，創造性・独創性を育む取組に
課題を残した。

○発表や討論する力はある程度高まった。科学英語の能力を高めるための，第１学年からの計画
的な科学英語を指導するカリキュラムや海外研修の実施が課題として残った。

第二期（平成１９年度～平成２３年度）
＜研究開発課題＞
能登の豊かな自然の中でのフィールドワークを重視しながら，事象を科学的に探究する論理的思
考力と創造性・独創性を育成し，国際的な場面で研究交流する能力を身につけるための教育課程や
指導方法，及び高大接続の在り方の研究開発
＜研究開発のテーマ＞
（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究
＜テーマへの取組および成果＞
（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
１．論理的思考力の育成
・実施対象者の進学実績から，理系に進学する生徒が着実に増加している。文系大学へ進路変
更した生徒は年度を経るごとに減少し，逆に理系へ進学する生徒が着実に増加している。

・第一期の課題のひとつである自主性を高めるための取組として，スーパーサイエンスクラブ
（ＳＳＣ）の活性化に力を入れた。自ら難問題に積極的に挑戦していこうとする姿勢が育ち，
各種科学オリンピックへの参加者が着実に増加している。平成２３年度には化学グランプリ
において，銀賞，銅賞をそれぞれ１名受賞した。

２．創造性・独創性の育成
・第一期の課題であった創造性・独創性を高めるための取組として，独自の発想で問題を考え
させる指導法の研究を目標に「スーパー数学ゼミ」を開設した。思考力の育成には効果的で
あったが，目標としていた創造性・独創性の育成といった面では改善が求められる。

Ⅲ．研究開発の経緯Ⅲ．研究開発の経緯
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・生徒アンケートで，ＳＳＨ事業全体を通して「創造性・独創性が高まった」と答える生徒が平
成１９年度以降年々増加している。ただ，生徒からのアンケートだけでは客観的なデータとは
いえない。

［成果と課題］
論理的思考力が高まり，一定の評価方法は確立できたが，創造性・独創性の高まりや，客

観的な評価方法の確立が充分とはいえない。
国際社会に発信し創造的・独創的な技術を研究開発している企業から，その発想・着眼点，

研究・開発の背景等を学び，創造性・独創性を高めるための客観的な評価方法の研究開発を
していかなければならない。

（２） 国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
１．スピークサイエンス
・第一期で課題となった科学英語の能力を高めるための取組として，「スピークサイエンス」
を開設した。第１学年では，英語で自己表現する力，専門用語，英語プレゼンテーション能
力の育成を目標に実施し，第２学年では，より豊かな表現力で討論する力を養うことを目標
に実施した。

・「サイエンスダイアログ」や，ＡＬＴとの「英語による科学実験」，ＮＵＳハイスクールの生
徒との研究交流等を組み込むなど，年度ごとに改善を加えながら実施した。

２．海外研修およびＮＵＳハイスクールとの研究交流
・平成１９年度より海外研修におけるＮＵＳハイスクールとの研究交流・課題研究発表を開始
した。学校設定科目「フロンティアサイエンス」，「スピークサイエンス」での学習成果を発
揮し，課題研究を英語で発表・討論することを通して，国際的な場面で研究交流するための
英語活用能力の育成および課題研究の質の向上を目的に実施した。近年は多くの生徒がこの
海外研修を希望し，年々参加者が増加している。この研修に参加するために理数科を志望し
て本校へ入学してくる生徒も少なくない。

［成果と課題］
国際的な場面で，英語を使って研究交流する積極的な態度は身に付いたが，英語による質

疑応答や討論までできる英語活用能力は充分とはいえない。インターネット等を通して，日
常的に英語で研究交流することにより，討論できる英語活用能力を育成しなければならない。

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究
・ＳＳＨ指定初期から，大学との連携を密に図りながら大学教授の指導のもと多くの講座を開
発してきた。実際に金沢大学や筑波大学などへ生徒が出向いて，実験・観察や講義を受講す
る活動も行い，大学での研究意欲が向上した。

・ＳＳＨ指定校以外の高校や小中学校への成果の普及活動も行った。小学生数学理科教室の開
催，中学校への理科数学の出前講座，子ども交流センターでの講座も実施した。

・金沢工業大学数理工学教育センター主催の「高大連携による理数教育の研究」に参加し，高
校および大学における理数教育の在り方について話し合いを行った。

・県内理数科設置校３校で連携して，金沢大学とのカリキュラムの共同開発や単位相互認定に
ついて話し合った。

［成果と課題］
ＳＳＨ事業の普及により，地域の小中学生の理数に対する興味・関心は高まったが，地域

の理数教育の質の向上に向けた高大連携や高大接続は充分とはいえない。

Ⅲ．研究開発の経緯Ⅰ．５年間を通じた取組の概要Ⅲ．研究開発の経緯
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（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成

【仮説１】身近な自然環境を活かし，フィールドワーク等を取り入れた取組を実施することで，
自然現象に対する関心を高め，観察する能力，探究心を育成することができる。

【取組１】地域の自然環境を利用したフィールドワーク等の実施
■学校設定教科「フロンティアサイエンス」におけるフィールドワーク活動
・海洋調査実習 ・臨海実習 ・石動山薬草調査実習 ・大桑層化石と地震 等
■課題研究「七高アカデミア」（課題研究）におけるフィールドワーク活動
■科学系部活動「スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）」の設置

【仮説２】先端科学分野の研究内容について幅広く学習することにより，学際的な能力を身
に付け，課題発見能力および課題解決能力を育成することができる。

【取組２】理科・数学に重点を置いた教育課程の導入
■学校設定教科「フロンティアサイエンス」における発展的内容の講座の開講
・積み木の中の科学 ・微分方程式 ・線形微分方程式 ・テーラー展開
・無限級数からの解析 ・音の合成とフーリエ級数 ・うなり
・薬効成分の抽出と有機構造解析 ・クロスカップリング ・さまざまな振動反応
・中和滴定の自動計測と電荷均衡・質量均衡 ・置換基効果と吸収スペクトル
・細菌の種類と生体防御機能 ・内臓の真実に迫る ・遺伝子組み換え実験
・グラム染色 ・アガロースゲル電気泳動法 ・リモートセンシング ・気象衛星画像解析
・電磁波 ・データ解析
■学校設定科目「スーパー数学ゼミ」の設定
■先端科学を直接学ぶ行事の実施
・サイエンスツアー ・シンガポール海外研修における研究施設訪問
■研究交流やＳＳＨ事業普及活動

Ⅳ．研究開発の内容

臨海実習 葉脈標本

Ⅳ．研究開発の内容
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【仮説３】第一線で活躍している研究者等の授業を受講し，研究姿勢や研究手法を直接学ぶ
ことで，意欲・関心を高めることができる。

【取組３】大学，研究機関および企業との連携
■学校設定教科「フロンティアサイエンス」の設定
・宇宙の中の私たち ・子宮頸がんとＨＰＶ ・臨海実習
・人工膜の構造とはたらき ・プランクトンの役割，分類等について
・味覚への挑戦 ・大桑層化石と地震 ・北陸の雷
・波による砂浜海岸の変形と東日本大津波 ・石動山薬草調査実習
・遺伝子改変動物に学ぶ認知症 等
■学校設定教科「人間環境」の設定
・自己実現 ・乳幼児と交流しよう ・効果的な食事の摂り方
・地球環境 ・母子を取り巻く環境
■総合的な学習の時間「七高アカデミア」の設定
■サイエンスツアーの実施
・神岡宇宙素粒子研究施設 ・筑波研究学園都市内の研究機関 等

【仮説４】生徒の適性や資質に合わせた指導を行うことにより，一人一人の能力を伸長させ，
独創性を育むことができる。

【取組４】科学系部活動の活性化および少人数学習の導入
■スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）の設置
・分析化学 ・天文科学 ・数学研究 ・生物研究 ・電気情報
■学校設定科目「スーパー数学ゼミ」の設定
・ゼミ形式（１０名１グループまたは５名１グループ）

【仮説５】生命の尊厳，環境問題等を総合的に学ぶことで，科学者としての倫理観を備えた
人材育成を行うことができる。

【取組５】人間と環境，健康・福祉との関わりを総合的に学ぶ
■学校設定教科「人間環境」の設定
■研究交流やＳＳＨ事業の普及活動
・小学生数学理科教室 ・児童館等での出前実験 等

Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容



ー 19 ー

対象生徒：理数科１年生
単 位 数：１（前期 ２時限連続）
評価方法：レポート，プレゼンテーション内容

ねらい
能登の自然環境を活かしたフィールドワークスタディや大学・研究機関での体験学習を
取り入れることで，科学に対する興味・関心を高め自然を視る目や科学的な資質を高める。
また，事前のリサーチ，事後のレポート報告など事前・事後の学習活動を充実させるこ
とで，幅広い知識の習得はもとより，得られた成果を発表する能力を養う。

＜実施内容＞ 平成２３年度
実施日 テーマ 分野

第１回 ４月１２日（火） オリエンテーション 基礎
第２回 ４月１５日（金） 科学実験基礎（物理／化学／生物）① 基礎
第３回 ４月２２日（金） テクニカルライティング 基礎
第４回 ５月 ６日（金） 科学実験基礎（物理／化学／生物）② 基礎
第５回 ５月１３日（金） 科学実験基礎（物理／化学／生物）③ 基礎
第６回 ５月２７日（金） 宇宙の中の私たち 天文
第７回 ６月 ８日（水） 臨海実習事前学習 海洋
第８回 ６月１０日（金） 子宮頸がんとＨＰＶ 生命

６月１７日（金）
第９回 ６月１８日（土） 臨海実習 海洋

６月１９日（日）
第１０回 ６月２４日（金） 人工膜の構造とはたらき 生命
第１１回 ７月 １日（金） プランクトンの役割，分類等について 海洋
第１２回 ７月 ８日（金） 海洋調査実習事前学習 海洋
第１３回 ７月１５日（金） 味覚への挑戦 生命

７月２１日（木） 海洋調査実習 →悪天候のため中止 海洋
７月２２日（金） 海洋調査実習事後学習 →中止 海洋

第１４回 ７月３１日（日） 大桑層化石と地震 地球
第１５回 ９月 ９日（金） ポスターセッションとは 発表
第１６回 ９月１６日（金） 北陸の雷 地球
第１７回 １０月 １日（土） ポスターセッション 発表

１．フロンティアサイエンス１．フロンティアサイエンス
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＜成果＞
■対象生徒によるアンケート結果より
質問１．身の回りの自然から科学を多く学ぶことができましたか。

すべての生徒が，フロンティアサイエンスＩを通して身の回りの自然から科学を多く学ぶことが
できたと感じている。どの講座においても講座の内容に興味が持てたと答える生徒が９割程度おり，
またすべての生徒が有意義だとも感じている。生徒からの高い評価は，外部講師の方々や外部の機
関の協力があってのものである。今後も外部との連携や協力を仰ぐとともに，校内講師による講座
の充実を図っていく必要がある。

質問２．身についた能力は何ですか。（複数回答可）〔人〕
好奇心の他，観察力，実験技

能，自主性・積極性が高まった
と感じている生徒が多い。この
科目で目標とする，科学に対す
る興味・関心を高め科学的な資
質を高めるという点では成果が
得られた。
最も良かったと評価された講座
は「臨海実習」である。２泊３
日のこの講座の中で，生物分類
の講義や磯の生物採集実習，課
題研究，研究発表と科学的研究に
必要な要素がすべて網羅されてい
たためだと考える。

＜課題と対策＞
科学の進歩には創造性や独創性が大切である。生徒アンケートによると 97 ％を超える生徒も大

切だと考えている。しかし，フロンティアサイエンスⅠでは，創造性・独創性が身に付いたとは考
えにくい。様々な分野の先端科学に触れることで幅広く興味・関心を高めるため，多岐にわたるテ
ーマの講座を次々と実施し，一つのテーマについてじっくり考える時間をとれなかったためだと思
われる。今後，講座を絞って，それぞれの講座について事前・事後学習および発表の機会を設け，
生徒が論理的に科学現象を整理し，新たな疑問を持ち，どのような方法で解決できるのか考える場
を設定する必要がある。

44% 56% 0%0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

第２・４・５回 科学実験基礎（物理／化学／生物）
山本 一博 教諭 ／ 清水 宏一 教諭 ／ 内山 理恵 教諭（本校）

■目的
物理・化学・生物の３分野において必要とされる基本的な実験技術を習得する。
■概要
３グループ（各１３～１４名）が物理・化

学・生物に分かれ，ローテーションを組んで
受講した。
物理：ガラス細工（マッチの付け方，ガス

バーナー）
化学：化学実験の基本操作（中和滴定，ひ

だ折りろ紙，吸引ろ過など）
生物：原形質流動の速度を測定（光学顕微鏡，ミクロメーター）
■成果と課題
中学校で学んできた実験機器の使用に関する知

識の確認と補充ができた。生物講座では時期的に
オオカナダモの原形質流動が不活発なため，代わ
りの教材を検討する必要がある。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第３回 テクニカルライティング
内山 理恵 教諭（本校）

■目的
レポート作成や課題研究論文作成に必要な力を付ける。
■概要
次の①～⑤について講義を行った後，第２回で行った実験講座のレポートを実際に書かせた。
①はじめに（テクニカルライティングとは何か？文学的な文章との違いについて。）
②実験レポートの構成と内容（問いに対する答えが必要，客観的に書く，感想は書かない）
③講義レポートの構成と内容（「はじめに」は正反合を使うと書きやすい）
④視覚に訴える（表や図の使い方について，説明文は表では上に，図では下につける）
⑤読みやすい文章にするために（段落・並列性・主題文について。口語的表現は避ける）
■成果と課題
第２回の実験講座のレポートを自分なりに書いた後で本講

義を受講し，自らのレポートを評価し，本講義の内容に則っ
て再びレポートを書いた。講座内容に対する理解がより深ま
り，研究論文作成に必要な力が理解された。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

オオカナダモの観察（生物）ガラス細工（物理）

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 95%

文章力
身に付いた力 情報処理能力

論理的思考力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

【アンケート結果】

物理 化学 生物

理解できた 100% 97% 100%

興味が増した 100% 100% 100%

好奇心 好奇心 観察力
身に付いた力 実験技能 実験技能 実験技能

観察力 観察力 好奇心

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の能力は
選択率の高い方から３つを記した。

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

第６回 宇宙の中の私たち
土川 啓 主査（星の観察館「満天星」）

■目的
宇宙に関する学習を通して，宇宙の規模と時間のスケールやその

成り立ちについて考察し，宇宙科学に対する興味・関心を高める。
■概要
講義：宇宙の全体像と素粒子
実習：コズミックカレンダー（宇宙の始まりを１月１日の０時

とし，地球や人間の誕生は何月何日になるかを計算し
たもの）の作成

■成果と課題
生徒は講義を通して宇宙の空間的なスケールの大きさを，

コズミックカレンダーの作成を通して時間的なスケールの大
きさを実感することができた。
宇宙の歴史の調べ方や，粒子・反粒子についてさらに疑問

が生じたので調べてみたいという生徒もおり，天文に対する
興味・関心を引き出すにはよい題材であった。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第８回 子宮頸がんとＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）
今井 美和 教授（石川県立看護大学）

■目的
がんの定義や性質について学習し，生命科学分野に対する知識を深め，興味・関心を高める。ま
た，こうした知識をもとに，様々な生命現象を科学的に捉え分析する力を養う。
■概要
講義：がんの定義／がんの特性／子宮頸がん／ＨＰＶの種類／子宮頸がんの予防など
■成果と課題
がん細胞プレパラートを検鏡し，細胞の様子からがんの恐ろしさを感じ，科学の進歩でがんを防
ぎたいと考える生徒もいた。誰もが知っている病気だけに，
詳しく学習するということは
生徒たち（特に医学系志望）
の興味・関心を高めるのに適
した題材であった。生徒の生
物分野の知識が少なく，理解
困難な内容も少なくなかった
ので，事前学習および事後学
習を実施する必要がある。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

ガン細胞の観察

宇宙についての講義

【アンケート結果】

理解できた 91%

興味が増した 97%

好奇心
身に付いた力 論理的思考力

情報処理能力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

【アンケート結果】

理解できた 93%

興味が増した 88%

好奇心
身に付いた力 観察力

論理的思考力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

第１０回 人工膜の構造とはたらき（生命の起源？）～生き物はみんな細胞でできている！～
高木 昌宏 教授（北陸先端科学技術大学院大学）

■目的
人工膜の構造とはたらきを学ぶことで，生命の起源について考察し，分析する力を養う。
■概要
講義：生き物はどこから来たのか？

細胞，遺伝子，情報伝達，そしてガン
リポソーム／発生は進化をたどる

実習：逆シャボン玉の作製と観察／生き物観察(ミクロの世界)
■成果と課題
原始生命体の謎にせまるこ

とは生徒にとって興味深い内
容であった。人工膜の活用方
法についても大きな可能性が
あることを知り，また生物の
詳細部の観察等，生徒の好奇
心をそそる内容であった。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第１１回 プランクトンの役割，分類等について
宇野 勝利 主任研究員（石川県水産総合センター）

■目的
プランクトンの役割や分類について学び，生命科学に対する興味･関心を高める。また，様々な

生命現象を科学的に捉え分析する力を養う。
■概要
講義：プランクトンの定義

プランクトンの役割
プランクトンの調査
プランクトンの分類

実習：プランクトンの観察，分類
■成果と課題
プランクトンが生態系の重要な役割

を担っていること，環境指標になることを学び，生命のおも
しろさを感じたという生徒もいた。学んだことを海洋調査実
習で活かしたいとする生徒が多く，関心が高まったことを示
している。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

講義の様子 プランクトンの観察

生き物観察

逆シャボン玉実験

【アンケート結果】

理解できた 98%

興味が増した 98%

観察力
身に付いた力 好奇心

自主性･積極性

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

【アンケート結果】

理解できた 98%

興味が増した 98%

観察力
身に付いた力 実験技能

好奇心

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

第１３回 味覚への挑戦
檜木 正博 課長（株式会社スギヨ）

■目的
人間の持つ味覚について学習し，うまみや苦み，甘みといった様々な味覚を実験によって確認す
る。これらの学習や実験を通して，生命の様々な感覚や現象を科学的に捉えて分析する力を養う。
■概要
講義：おいしさとは？／味を感じるメカニズム

基本味の性質と代表物質／その他の味
味覚試験（官能検査）／味の相互作用／味覚への挑戦
おいしさの追求～カニ風味カマボコ開発より～

体験：味覚検査実施（５つの基本味を当てる）
■成果と課題
味の組み合わせ実験では，

味覚センサーでのデータと実
際の味覚に差異がでることか
ら，複雑な要素が絡んで味を
感じていることを，科学的に
分析することができた。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第１４回 大桑層化石と地震
神谷 隆宏 教授／平松 良浩 准教授（金沢大学）

■目的
最先端の地球科学について学習し，様々な地震と石川県の地質について知識を深め，自然を視る
眼や科学的な視野を培う。
■概要
講義：東北地方太平洋沖地震と

能登半島地震
石川県の地質と大桑層化石

実習：金沢市の大桑層での化石採集
見学：化石展示見学

（石川県自然史資料館）
■成果と課題
地学に興味がなかった生徒も，身近に起こった地震の学

習や，実際に化石採集をすることで大変興味・関心を高め
ていた。化石掘りは天候に影響を受けるので，準備を徹底
した状態で臨みたい。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

津波について 大桑層化石採集

味覚試験の講義

味の組み合わせ実験

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 96%

好奇心
身についた力 自主性・積極性

創造性・独創性

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 97%

好奇心
身に付いた力 観察力

自主性・積極性

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

第１５・１７回 ポスターセッション
荒邦 陽子 教諭（本校）

■目的
ポスターセッションの方法を学び，実践することで，プレゼンテーション能力を高める。
■概要
見やすいポスター作り（字の大きさ，文の長さ）
データの記載（図や表を用いる）
発表のコツ（積極的に，初めの説明は短く，対話形式）
発表練習
発表会
■成果と課題
フロンティアサイエンスⅠで学習した講座のポスター（コンピュ

ータ講座で作成）を用い，中学生に対してポスターセッションを行った。中学生に興味を持っても
らえるように，理解してもらえるように，発表することでプレゼンテーション能力は高まった。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第１６回 北陸の雷
杉本 仁志 所長（北陸電力雷センター）

■目的
北陸の雷や気象の特徴について学び，自然科学に対する興味・関心を高め，幅広い知識を習得す
る。さらに得た知識をもとに様々な自然現象を科学的に捉え，分析する力を養う。
■概要
講義：雷について／雷の科学的説明

北陸地域の雷（冬季雷）の特徴／雷による社会的影響
雷による被害，身を守る方法とは？など

見学：模擬雷実験／雷観測設備
（２班に分かれて見学）

■成果と課題
北陸では当たり前の冬季雷が

世界的には珍しいというデータ
や，雷のメカニズムを科学的に
分析することで自然科学に対す
る興味・関心は高まった。また
模擬雷実験を通してより詳しく
雷について学習することができ
た。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

発表会

雷観測装置の説明

雷発生のメカニズム
【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 100%

好奇心
身に付いた力 観察力

自主性・積極性

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

第７・９回 臨海実習
鈴木 信雄 准教授（金沢大学）

詳細は（５）イ．臨海実習へ（ｐ７４～ｐ７５）

海洋調査実習
実習船「加能丸」乗組員の方々他（石川県立能登高校）

今年度は，悪天候のため中止した。

Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

対象生徒：理数科２年生
単 位 数：２（通年 ２時限連続）
評価方法：レポート，プレゼンテーション内容

ねらい
発展的な実験・実習による授業を通して，実験技能の向上を図るとともに論理的な思考
力や分析力，創造性や独創性を高める。また，情報メディアの活用により，情報処理や
数学的思考力を高め，さらに，科学論文作成のための基礎を身に付ける。

＜実施内容＞ 平成２３年度
実施日 テーマ 分野

第１回 ４月１５日（金） データ解析① 情報
第２回 ４月２２日（金） データ解析② 情報
第３回 ５月 ６日（金） リモートセンシング① 地球
第４回 ５月１３日（金） リモートセンシング② 地球
第５回 ５月２７日（金） 細菌の種類と生体防御機能① 生命
第６回 ６月１０日（金） 細菌の種類と生体防御機能② 生命
第７回 ７月 ６日（水） 波による砂浜海岸の変形と東日本大津波（事前学習） 地球
第８回 ７月 ８日（金） 波による砂浜海岸の変形と東日本大津波 地球
第９回 ９月 ７日（水） 石動山薬草調査実習（事前学習） 生命
第１０回 ９月 ９日（金） 石動山薬草調査実習 生命
第１１回 １０月 ４日（火） サイエンスツアー（事前学習①） 総合
第１２回 １０月 ５日（水） サイエンスツアー（事前学習②） 総合
第１３回 １０月 ７日（金） サイエンスツアー（事前学習③） 総合

１０月１３日（木） サイエンスツアー「神岡宇宙素粒子研究施設」
第１４回 １０月１４日（金） サイエンスツアー「筑波研究学園都市」 総合

１０月１５日（土） サイエンスツアー「日本科学未来館」
第１５回 １０月２１日（金） サイエンスツアー（事後学習） 総合
第１６回 １０月２８日（金） 石動山薬草調査実習（事後学習） 生命
第１７回 １１月 ２日（水） クロスカップリング 化学
第１８回 １１月 ４日（金） ＮＵＳハイスクールの生徒との研究交流 総合
第１９回 １１月１８日（金） 校内課題研究発表会 総合
第２０回 １２月 ２日（金） 分子の形を考える 化学
第２１回 １２月 ９日（金） アルカリ金属元素 化学
第２２回 １月１３日（金） 微分方程式① 数理
第２３回 １月２０日（金） 微分方程式② 数理
第２４回 １月２７日（金） 超伝導 物理
第２５回 ２月 ３日（金） 電磁波① 地球
第２６回 ２月１０日（金） 電磁波② 地球
第２７回 ２月２４日（金） 第７回ＦＳスピーチコンテスト練習 科学英語
第２８回 ３月 ３日（土） モデル動物から学ぶ認知症 生命

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

第２９回 ３月 ９日（金） 第７回ＦＳスピーチコンテスト予選 科学英語
第３０回 ３月１６日（金） 第７回ＦＳスピーチコンテスト本選 科学英語
＜成果＞
■対象生徒によるアンケートの結果より
質問１．先端科学技術に対する意義や評価が深まりましたか。

質問２．大学教授など科学者から直接学んだことが，学習意欲を高めるきっかけとなっていますか。

発展的な実験・実習による授業を通して，先端技術への興味・関心が高まったことが，質問１か
ら分かる。また，金沢大学や筑波研究学園都市において，第一線で活躍される先生方に直接お話を
聞く機会があったり，実験装置に触れたことは，生徒たちの学習意欲を高めるきっかけとなってい
ることが，質問２から分かる。
質問３．身についた能力は何ですか。（複数回答可）〔人〕

フロンティアサイエンス
Ⅱの実施によって，好奇心，
観察力，情報処理能力が身
に付いたと判断できる。ね
らいとしてきた，論理的思
考力と情報処理能力も身に
付いてきた。

＜課題と対策＞
事前・事後学習を充実させたことで，金沢大学や筑波研究学園都市における研究についての理解
が深まり，興味・関心が引き出され，学習意欲の向上につながったと考えられる。しかし，創造
性・独創性が高まったとはいえないため，今後は，講座の中で，生徒たちが試行錯誤して答えを導
き出す時間を設定するというような展開の工夫が必要である。

87% 14% 0%0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

68% 32% 0%0%
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Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

第１・２回 データ解析
谷畑 響 教諭（本校）

■目的
表計算ソフトのエクセルを用いて, 基本的なデータ解析の方法について学ぶ。
■概要
①資料の整理
②資料の代表値（平均値, 中央値, 最頻値）
③資料の散らばり（範囲, 偏差, 標準偏差, 分散)
④相関係数
⑤総合演習
■成果と課題
今後のフロンティアサイエンスや課題研究でデータの解
析をするための基本的な知識・技能を習得することができ
た。アンケートの結果から，多くの生徒がデータ解析の手
法を身に付けたことに満足していることがわかった。生徒
によってエクセルの操作に習熟の差があり，操作に苦労し
ている生徒も見られた。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第３・４回 リモートセンシング
今村 利英 教諭（本校）

■目的
リモートセンシングの原理や用途について学習し，先端技術
を活用した探究活動を行う。
■概要
①リモートセンシングの基礎（電磁波や人工衛星の基礎知識）
②実習１：ウェブサイト「Google マップ」「ウォッちず」の利用法
③実習２：ランドサット衛星画像の解析（サーモグラフの作成

と分析）
■成果と課題
昨年度より，サーモグラフの作成を主な課題としている。

多くの生徒が白山地熱帯などのサーモグラフを作成できた。
より幅広く，他の地点でも行いたいとのレポートの感想も
あり，先端技術を活用した探究活動の第一歩を踏み出すこ
とができたと考えられる。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

サーモグラフの作成

【アンケート結果】

理解できた 95%

興味が増した 85%

情報処理能力
身に付いた力 好奇心

実験技能

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 100%

好奇心
身に付いた力 観察力

情報処理能力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

１．フロンティアサイエンス



ー 30 ー

Ⅳ．研究開発の内容

第５・６回 細菌の種類と生体防御機能
内山 理恵 教諭（本校）

■目的
無菌的な実験操作を体験し操作技術を身に付けるとともに，グラム染色の手法を学ぶ。
■概要
鶏卵の卵黄に含まれるリゾチームの殺菌効果について調べた。

リゾチームはグラム陽性菌に対して殺菌効果を示すが，陰性菌に
は効果はない。グラム陽性菌として納豆菌を，陰性菌として大腸
菌を用い，その殺菌効果を検証しグラム染色を行った。また，卵
白の希釈を行いリゾチームの効果を調べたところ，１０倍希釈ま
では効果があったが，１００倍希釈ではほぼ効果が見られないこ
とが分かった。これらの実験を行う過程で，70 ％エタノールを使
った殺菌やガスバーナーによる簡易クリーンベンチでの作業，滅
菌した器具を扱う練習などを行った。
■成果と課題
細菌の塗布がうまくいかなかったり，グラム染色での脱色

のしすぎなどがあり，実験の成功率は例年と変わらず，本来
あるべき結果とは異なる結果になる班も多かった。しかし，
本実験の目的は無菌操作を身に付けることにあるので，その
点は達成されている。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第７・８回 波による砂浜海岸の変形と東日本大津波
石田 啓 教授 他（金沢大学）

■目的
波による砂浜の侵食の原因や侵食の対策方法を学び，東日本大津波が日本に与えた影響を知るこ
とで，自然への科学的な視野を養う。
■概要
①事前学習
波長・周期・振動などの波動に関する基本事項を学んだ。また，

打線や沿岸流，離岸流などの海浜工学の事象について学んだ。
②講 義 東日本大津波が日本に与えた影響

沿岸漂砂等についての学習
まず，３月１１日の東日本大震災の際に発生した大津波が日本に

もたらした甚大な被害について映像を交えた英語による講義を受け
た。次に，石川県志賀町増穂浦等での侵食状況や富山湾の寄り回り波による被害等を学び，その対
策法としての離岸堤や養浜法の学習を行った。
③実験１ 水の波の計測実験
・水面波が生じているときの，水中の水の動きについての説明を受けた。
・造波水槽で段波を発生させ，波高・周期・波速・波長の計測を行い，理論値との比較を行った。

段波実験

【アンケート結果】

理解できた 90%

興味が増した 95%

実験技能
身に付いた力 観察力

好奇心

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

マイクロピペットを使う生徒

Ⅳ．研究開発の内容
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④実験２ 段波津波の実験
・津波についての説明
・段波の伝播速度の実験や，川を遡る津波の速さの実験
を行った。

■成果と課題
事前学習および金沢大学での講義を通して，波について

の基本知識を得ることができ，興味・関心を高めることが
できた。また，大型の水波発生装置を使った実験により，
生徒の学習意欲を引き出すことができた。波動の理論につ
いて学習が不足しているので，より深く学ぶことができるよう教材開発を進めたい。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第９・１０・１６回 石動山薬草調査実習
御影 雅幸 教授（金沢大学）

■目的
地元の石動山に生育する薬草を調査・観察し，その特徴や効能，薬としての使用方法などを学習
し，薬学に対する知識や興味・関心を高める。また，薬草を採集し，植物標本の作製の方法を学ぶ。
■概要
①事前学習
実習の流れについて説明した後，二班に分かれて活動。一班は標

本作成時に使用するのり紙や替え紙を作成し，もう一班はＧＰＳや
根堀を実際に使い，校舎近くの川沿いでの植物採集を行った。
②実習
金沢大学の御影教授に薬草の解説をしていただき，石動山で薬草

の採集および生息地の記録（ＧＰＳ，写真，土壌の様子など）を行
った。帰校後，採集した薬草の根を洗い砂を落とし，新聞紙に挟ん
でおもりをのせ，週に２回程度，新聞紙を交換しながら乾燥させた。
③事後学習
二班に分かれて活動。一班は標本をＡ３サイズのケント紙

に貼り付け，採集者ラベルに情報を書き入れた。もう一班は
ＧＰＳデータや写真をまとめる作業を行った。
■成果と課題
事後学習では標本作製に加え，採集データのまとめも並行

して行った。データの分析は時間が足りず中途半端になって
しまったので，扱うデータ量を厳選し，時間内に完成させら
れるようにする必要がある。植物を扱う機会がない生徒にと
って，採集を含む一連の流れを経験できたことは有意義であ
った。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 100%

好奇心
身に付いた力 実験技能

論理的思考力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

【アンケート結果】

理解できた 97%

興味が増した 94%

観察力
身に付いた力 好奇心

自主性・積極性

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

１．フロンティアサイエンス

石動山での活動の様子

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容

第１７回 クロスカップリング
平野 敏 教諭（本校）

■目的
ノーベル化学賞を受賞した日本が誇るクロスカップリングを題

材に，ＮＵＳハイスクールの生徒との研究交流を図る。
■概要
①電子軌道の理論を学ぶ。
②遷移元素の性質について，電子配置と関連付けて理解する。
③ の実験を行い，その反応機構を考察する。
④ をめぐる世界情勢について，
■成果と課題
ＡＬＴとのティーム・ティーチング.により，英語による実験・

講義を行った。県内高校教員を招き，ＳＳＨ成果普及の場ともした。海外の生徒とグローバルな視
点でのディスカッションができたことは，大変意義があった。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし
第２０回 分子の形を考える

清水 宏一 教諭（本校）
■目的
主な分子の構造式を書き，分子模型を使って分子の立体的な形を確認する。また，未知の分子式
から構造異性体を書けるようになる。その分子の立体的な形も確認する。
■概要
原子価，構造式について学習する。赤インクで着色した水をビ

ュレットに入れ，上から流し，化学繊維で摩擦したプラスチック
を近づけ，静電気で水分子が曲がることを確認する。この現象か
ら水分子の立体的な形を考えさせ，極性分子である水分子が折れ
線型の形をしていることを分子模型で確認する。単結合のみから
なる分子４種類の構造式を書き，分子模型を作る。次に不飽和結
合を有する分子６種類の構造式を書き，分子模型を作る。また，
単結合のみからなる炭化水素４種類の構造式を書き，分子模型を
作る。最後に２種類の有機物の分子式から考えられる構造式
を書けるだけ書き，構造異性体について理解する。
■成果と課題
構造式は単に原子間の結合の順序を平面的に表しているだ

けで，分子の本当の形（立体的な形）を表していないことを
理解できた。極性分子か無極性分子かは分子の立体構造を知
ることで理解できた。構造異性体が存在することで，多くの
種類の有機化合物が考えられことが理解できた。構造異性体
の関係にある物質の性質にどのような違いがあるのかを考え
ることが，今後の課題である。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 100%

好奇心
身に付いた力 創造性・独創性

自主性・積極性

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

ＮＵＳハイスクールの生徒との

研究交流

分子模型の作成
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１．フロンティアサイエンス

第２１回 アルカリ金属元素
清水 宏一 教諭（本校）

■目的
アルカリ金属の単体の性質と反応を調べて，その特徴を理解する。
■概要
次の順に課題を提示し，個別またはグループで取り組んだ。
①アルカリ金属元素が周期表のどの位置にあるかを調べる。
②身近に存在するアルカリ金属元素の例を挙げる。
③天然に単体が存在しない理由を考える。
④アルカリ金属元素の電子配置を考える。
⑤ナトリウムの単体をナイフで切り，その切り口を観察し，
どんな反応が起こったかを考える。
⑥ナトリウムの単体を水の中に入れて反応の様子を観察する。
⑦水と石油を入れた試験管中にナトリウムの単体を入れると
どうなるか予想し，実際に行う。また，その理由を考える。
■成果と課題
いくつかの現象を観察する過程から，自ら考え，グループ

で議論する積極性が育まれた。また，アルカリ金属の結晶格
子や単体の製造法などの発展的な知識を得ることができた。
アルカリ金属間の性質の違いについての考察が，今後の課題
である。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし
第２２・２３回 微分方程式

佐竹 尚 教諭（本校）
■目的
宇宙の歴史を俯瞰することは人間にはできない。できるのは，今，この一瞬に何が起きているか
を観察することである。速度や加速度は，瞬間を観測することにより得られる。速度や加速度の関
係を式で表したものが，運動の方程式である。速度は位置の一階微分，加速度は二階微分であるか
ら，運動の方程式は微分方程式にほかならない。身近な運動の方程式を，微分方程式として捉え，
これを解くことで質点の運動を解析する。
■概要
①速度のデータから数値計算によって位置を算出する。
②フックの法則を微分方程式で表し，数値計算によってバネの
運動を算出する。
③コーヒーの冷める速さを微分方程式で表し，数値計算によっ
て温度変化を算出する。
④人口の増加を微分方程式で表し，数値計算によって人口の変
化を算出する。
⑤万有引力の法則を微分方程式で表し，数値計算によって惑星
軌道を算出する。

惑星軌道を算出している

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 100%

好奇心
身に付いた力 観察力

論理的思考力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

ナトリウムの反応を観察

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

■成果と課題
電卓で数値計算し，点をプロットしてグラフを作成した。

バネの振動などよく知っている運動とグラフが一致すること
は，生徒には興味深いようであった。またグラフは，微分方
程式の理論上の解とほぼ一致しており，微分方程式の有用性
を実感してもらうことができた。惑星軌道のシミュレーショ
ンでは，初速度を変えて，グラフがさまざまな二次曲線にな
ることを調べさせた。微分方程式を利用できる題材の研究を
さらに進めていくことが今後の課題である。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし
第２４回 超伝導

山本 一博 教諭（本校）
■目的
超伝導現象を観察することで，その理論とマイスナー効果等の

現象を理解することで，極低温状態で起こる興味深い現象を学ぶ
きっかけとする。
■概要
液体窒素を用いて，極低温とはどのようなものか観察する。そ

の後，金属製のシャーレに超伝導体をおき，液体窒素を注ぎ入れ
て，充分に冷えてから永久磁石をのせると浮かぶ，マイスナー効
果を観察する。
次いで，常温の（まだ超伝導状態にない）超伝導体に永久磁石

をのせたまま全体を液体窒素に浸すと，冷えた後マイスナー
効果が起こることを確かめて，マイスナー効果と電磁誘導が
異なること，さらに磁束のピンニングについて理解する。
■成果と課題
常温での現象と異なる，極低温での興味深い諸現象を，大

多数の生徒が興味を持って観察しており，この分野での興
味・関心の喚起になったようである。
極低温現象の紹介と，熱運動等の基本的事項の確認に時間

を要してしまうので，転移温度の測定まで行うのが今後の課題である。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

理解できた 87%

興味が増した 89%

情報処理能力
身に付いた力 論理的思考力

好奇心

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

マイスナー効果の観察

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 100%

好奇心
身に付いた力 観察力

自主性・積極性

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

第２５・２６回 電磁波
今村 利英 教諭（本校）

■目的
電磁波の性質・用途を知り，アンテナや電磁波で伝わるエネ

ルギーについて理解を深める。
■概要
①電磁波の性質と用途
②波長とアンテナの理論
③実験１：八木宇田アンテナの製作，受信実験
④実験２：ゲルマニウムラジオの製作，受信実験
■成果と課題
第１回講座ではデジタル放送受信用アンテナを製作した。
第２回講座ではゲルマニウムラジオを製作し，電磁波や電
気振動の理解を深めた。共振回路に生じるエネルギーを体
験できた一方，回路を構成するコンデンサーやコイルの理
解は困難であった。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第２８回 モデル動物から学ぶ認知症
八田 稔久 教授 他（金沢医科大学）

■目的
アルツハイマー病患者と同じ遺伝子を組み込んだねずみを使って，病因物質のアミロイドタンパ
ク質が大量に作られていることを確かめ，そのことと記憶力との関連を調べる。実習を通して，分
子レベルの出来事（ゲノム，遺伝子，タンパク質）と高次機能（行動，生理機能）の関わりについ
て考察する。
■概要
以下の４つのテーマについて，同時に解析を行った。
①ＤＮＡ（外来遺伝子の同定）
②ＲＮＡ（外来遺伝子の発現）
③タンパク質（外来遺伝子産物の同定）
④行動解析（遺伝子異常と行動の関連）
最後に各班で解析結果をまとめ，プレゼンテーションを行った。
■成果と課題
最後の発表は，まとめる時間が少ないため，生徒達はみな

苦労していたが，リーダーが積極的に班をまとめ，発表を通
して理解を深めていったので，この手法は非常に有効であり，
他の講座でも活かしていきたい。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

理解できた 97%

興味が増した 97%

好奇心
身に付いた力 自主性・積極性

実験技能

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

ゲルマニウムラジオでの受信実験

ラーニングプールを泳ぐマウス

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が増した 100%

実験技能
身に付いた力 好奇心

観察力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

第１１～１５回 サイエンスツアー
教諭６名（本校）

詳細は（５）ア．サイエンスツアーへ（ｐ６８～７３）

第１８回 ＮＵＳハイスクールの生徒との研究交流
教諭４名（本校）

詳細は ２．（３）イ．七尾高校での交流へ（ｐ９４～９５）

第１９回 校内課題研究発表会
課題研究担当教諭１２名（本校）

詳細は（５）エ．校内課題研究発表会へ（ｐ７６）

第２７・２９・３０回 第７回フロンティアサイエンススピーチコンテスト
スピークサイエンス担当教諭（本校）と県内ＡＬＴ

詳細は２．（３）フロンティアサイエンススピーチコンテストへ（ｐ９２）

Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

対象生徒：理数科３年生
単 位 数：１（前期 ２時限連続）
評価方法：レポート，プレゼンテーション内容

ねらい
フロンティアサイエンスⅠおよびフロンティアサイエンスⅡの内容を受け，より発展的
な内容で実施する。数学と理科の融合分野での学習を行い，発展的な実験やシミュレー
ションをする中で創造性・独創性を高める。また，科学英語論文を作成し，英語で表現
し，発表する能力を育成する。

＜実施内容＞ 平成２３年度
実施日 テーマ 分野

第１回 ４月１９日（火） 科学英語① 科学英語
第２回 ４月２６日（火） 置換基効果と吸収スペクトル① 応用化学
第３回 ４月２８日（木） 置換基効果と吸収スペクトル② 応用化学
第４回 ５月 ２日（月） 置換基効果と吸収スペクトル③ 応用化学
第５回 ５月１０日（火） 科学英語② 科学英語
第６回 ５月３１日（火） 物理チャレンジの実験 応用物理
第７回 ６月１４日（火） 積み木の中の科学 応用数学
第８回 ６月２１日（火） 科学英語③ 科学英語
第９回 ７月 ５日（火） テーラー展開 応用数学
第１０回 ７月１２日（火） 機器分析 応用化学
第１１回 ７月１９日（火） うなり 応用物理
第１２回 ９月１３日（火） 振り子の周期 応用物理
第１３回 ９月２０日（火） 科学英語④ 科学英語

うなり 科学英語講座 置換基効果と吸収スペクトル

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

＜成果＞
■対象生徒によるアンケートの結果より
質問．先端科学技術に対する意義や評価が深まりましたか。

97 ％の生徒が肯定的意見を示している。フロンティアサイエンスⅢは発展的な内容を多く含む
講座で，大学受験や大学進学後の研究も視野に入れて講座の内容に改善を加えている。講義と実験
に加え演習がバランスがよく配置され，将来への発展性を生徒が実感できる講座は評価がよい。科
学英語への取組にも力を入れた。

＜課題と対策＞
課題① 校外研修または校外講師を招いての講座の実施
平成１９年以来，フロンティアサイエンスⅢはすべて校内講師によって実施されてきた。当初は，
校外研修または校外講師による講座を希望する声が多かったが，年を経るにしたがってその数は減
ってきた。教材の改善や教員のスキルアップが充分に図られてきたといえる。

課題② 教科横断的な教材の開発
物理と数学，化学と数学を融合させた，教科横断的な講座がいくつか開発された。その他の教科
間の連携や，ティームティーチングの可能性を追求したい。

第１・５・８・１３回 科学英語①～④
藤井 岳人 教諭／ＡＬＴ（本校）

■目的
客観性のある英語論文を書き，表現力を高める。
■概要
身の回りにある諸問題について，データをもとに検証して英語論文を作成する。
■成果と課題
「宇宙探査がお金の無駄遣いか

どうか」などのテーマで生徒はイ
ンターネット上から自分の意見を
裏付ける根拠とデータを参照しつ
つ，論理的かつ客観的に英語論文
を書くことができた。次年度の課
題は，ディスコースマーカーの使
い方を徹底して指導し，より論理的な持論の筋道が明確に展開できるよう指導する。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

理解できた 97%

興味が持てた 97%

表現力
身に付いた力 創造性・独創性

論理的思考力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。ＡＬＴと論文の確認

62% 35% 3% 0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

第２・３・４回 置換基効果と吸収スペクトル
平野 敏 教諭（本校）

■目的
有機化学実験の基本的な技術を身に付ける。有機化合物の構造と発色の関係について学ぶ。
■概要
①光の吸収と見える色の関係について学ぶ。
②共役系と吸収極大波長の関係について学ぶ。
③π結合と共鳴について学ぶ。
④ウィット（ドイツ）の発色理論について学ぶ。
⑤Woodward-Fieser則による吸収極大波長の計算法について学ぶ。
⑥メチルオレンジを合成し，吸収極大波長と色の関係を考察する。
⑦フェノールの共鳴構造について学ぶ。
⑧フェノールフタレインを合成し，吸収極大波長と色の関係
を考察する。
⑨共役二重結合を多く持つホルモンやビタミンについてその
構造を考察する。
⑩水酸基以外に置換基を持つフェノール誘導体を用いてフェ
ノールフタレインを合成し，吸収極大波長を予測し発色に
ついて考察する。
■成果と課題
実施時期を理数化学の授業で有機化学を扱った直後に設定
したため，発展的な内容であるにもかかわらず多くの生徒が意欲的に取り組み，理解を深めること
ができた。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第６回 物理チャレンジの実験
山本 一博 教諭（本校）

■目的
物理チャレンジに挑戦することで，自然現象を物理的に調べ，理解を深める姿勢を育成する。
■概要
物理チャレンジの一次チャレンジの課題研究
自ら考えた方法で，大気圧を測定し，正確な測定を行う方法

を工夫する。
■成果と課題
注射器におもりで力を加えるという簡単な操作と，ボイル・シ

ャルルの法則を用いることで，ほぼ全ての班で，大気圧の値とし
て 1.0× 105 Paに近い値が得られた。しかし，独創的なアイディ
アは無く，各自の工夫としては物足りないものであった。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

アゾ染色

大気圧の測定

【アンケート結果】

理解できた 92%

興味が持てた 97%

実験技能
身に付いた力 観察力

好奇心

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

第７回 積み木の中の科学
安達 和彦 教諭（本校）

■目的
積み木を一定方向にずらしながら，できるだけ高く崩れないよ

うに積み上げる。その試行錯誤から，逆数の和が対数となること
を発見させる。既習事項の「対数の微分は逆数である」ことをよ
り深く理解する。
■概要
①２～３名のブループに分け，１０～１５個程度の積み木を高く
積む試行錯誤を１０分ほど行う。
②高く積めない理由を考え，積み木を下に加えていく方法で再び
行う。
③図を用いて説明し，積み木が３～５個の場合からｎ個の場合
に一般化してその極限値を求める。
④グラフ用紙に記入しおおよそのグラフを作成しイメージをつ
かむ。
⑤対数の微分が逆数であることを示していることを確認してま
とめる。
■成果と課題
力の釣り合いの考え方は物理で履修済なので無理なく理解できる。
また，逆数の和が対数なので積み木の端が描く曲線が対数の曲線であり，対数の微分が逆数であ
る事実を楽しみながら理解できる。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第９回 テーラー展開
安達 和彦 教諭（本校）

■目的
sinx，ex ，log(1+x) の関数を無限級数の和で表すことができることを理解する。さらに，「数

学における最も美しい公式」といわれるオイラーの公式を導き数学の奥深さを体験する。
■概要
①平均値の定理の発展から，テーラー展開になることを紹介する。
②さらにテーラー展開をもとに，マクローリン展開の式を導くこと
を示す。
③既習の sinx，cosx，ex ，log(1+x) の関数をマクローリン展開を用
いて無限級数の和で表す。
④ ex ，sinx，cosx のマクローリン展開からオイラーの公式を導く過
程を体験する。
⑤（１－ ex)／ｘ の極限値をマクローリン展開を用いて求める。

講義の様子

積み木を数学の題材に

【アンケート結果】

理解できた 97%

興味が持てた 95%

論理的思考力
身に付いた力 好奇心

観察力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

Ⅳ．研究開発の内容
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１．フロンティアサイエンス

■成果と課題
数学に関心が高い生徒達にとって，オイラーの公式は驚きで

あり取組は有意義であった。
一方で，数学Ⅲを苦手としている生徒には理解が難しく反応

がよくなかった。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第１０回 機器分析
平野 敏 教諭（本校）

■目的
機器分析の理論を学ぶ。簡単な演習を通して分析を体験する。
■概要
①マススペクトル（質量スペクトル）による分子量測定方法について学ぶ。
②ＵＶスペクトル（紫外可視吸収スペクトル）の原理および共役系やＨＯＭＯ，ＬＵＭＯについて
学ぶ。
③ＩＲスペクトル（赤外吸収スペクトル）の原理および官能基
の特性吸収について学ぶ。
④ＮＭＲ（核磁気共鳴スペクトル）の原理と，１Ｈ-ＮＭＲス
ペクトルのケミカルシフトについて学ぶ。
■成果と課題
難度の高い講座であるが，課題研究が始まる前に実施すると

効果的であると考えられることから，次年度からは，簡単な構
成にアレンジしてフロンティアサイエンスⅠの講座としたい。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第１１回 うなり
今村 利英 教諭（本校）

■目的
うなりを異なる３つの視点から考えることで，現象を多方面か

ら科学的に分析する能力を高める。
■概要
①「作図課題」振動数が異なる２つの音波の合成波の変位を作図
によって表す。
②「シミュレーション課題」振動数の異なる２つの音波と合成波
をコンピュータで表す。
③「測定課題」２つのおんさより発生するうなりの波形を測定し，
うなりの周期を確認する。

【アンケート結果】

理解できた 94%

興味が持てた 89%

論理的思考力
身に付いた力 情報処理能力

自主性・積極性

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

【アンケート結果】

理解できた 92%

興味が持てた 97%

好奇心
身に付いた力 論理的思考力

観察力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

うなりのシミュレーション

１．フロンティアサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

■成果と課題
３つの課題によって，異なる視点でうなりを理解できた。

物理現象の解析を様々な方法で行うことは，その現象の理解
を深めるだけでなく，知的好奇心も増加させると思われる。
今後の課題は，数学的な方法(三角関数)を用いて現象を解析
していくことである。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第１２回 振り子の周期
山本 一博 教諭（本校）

■目的
単振り子の周期を測定し，重力加速度を求める。さらに，近似を用いない解析法を探究する。
■概要
①単振り子の周期を測定する。
②運動方程式から導いた周期の式と，測定した周期の値から重力加速度を計算により求める。
③単振り子を，微少振動の近似としてではなく，回転の運動方程式を解いて考察する。
■成果と課題
振れ幅 15 °以内の微少振動は物理の教

科書にも記述があり，それを基にした重
力加速度の測定は比較的精度良く行えた。
ストップウォッチを用いての周期の測定
も工夫を施せば精度良く測定できること
を学び，今後このような工夫を自ら考案
できるような働きかけをしていきたい。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

理解できた 98%

興味が持てた 95%

好奇心
身に付いた力 実験技能

情報処理能力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。

【アンケート結果】

理解できた 100%

興味が持てた 92%

観察力
身に付いた力 実験技能

情報処理能力

※上二段は肯定的な回答の割合を，下段の
能力は選択率の高い方から３つを記した。周期の測定

Ⅳ．研究開発の内容
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２．学校設定科目「人間環境」

対象生徒：理数科１年生
単 位 数：１（後期 ２時限連続）
評価方法：レポート，客観テスト，授業内容および実技

ねらい
生命の尊厳，環境問題等を総合的・複眼的に学ぶことで，科学者としての倫理観を備え
た人材育成を行うことができる。そのために家庭と保健体育の分野を融合した｢人間環
境｣を｢環境｣と｢健康福祉｣の分野に分け，人間と環境，健康・福祉の関わりを総合的に
学ぶ。また校内講師だけでなく，大学教授や医師など専門家の講義を通して，命の尊さ
を学び，倫理観を身に付けることをねらいとしている。

＜実施内容＞ 平成２３年度
実施日 テーマ 分野

第１回 １０月 ７日（金） 欲求と適応機制 健康福祉
第２回 １０月１４日（金） 自己実現 健康福祉
第３回 １０月２１日（金） 乳幼児と交流しよう 健康福祉
第４回 １０月２８日（金） 効果的な運動と自己管理 健康福祉
第５回 １１月 ４日（金） ＮＵＳハイスクールの生徒との交流 健康福祉
第６回 １２月 ２日（金） 効果的な食事の摂り方 健康福祉
第７回 １月１２日（木） 地球環境 環 境
第８回 １月２０日（金） 心肺蘇生法 健康福祉
第９回 １月２７日（金） 母子を取り巻く環境 健康福祉
第１０回 ２月 ３日（金） 高齢社会を考える 健康福祉
第１１回 ２月１０日（金） 健康で安全な住生活 健康福祉
第１２回 ２月２４日（金） 喫煙について 健康福祉

第１３回 ３月 ９日（金）
交通事故

環 境
学習全般のまとめ

※第１１回～第１３回は予定
学習内容 担当

第１１回 住居の機能と住空間構成
高田 三千代 教諭

（本校）

第１２回 喫煙の健康影響と喫煙に対する対策
島崎 康一 教諭

（本校）
交通事故の責任と補償 島崎 康一 教諭

第１３回 安全な交通社会づくり （本校）
学習全般のまとめ

２．人間環境２．人間環境



ー 44 ー

＜成果＞

■対象生徒によるアンケートの結果より

質問１．人間環境により以下の項目は高まったか。（％）

当てはまる 大体あてはまる あまりあてはまらない
生命の尊厳に対しての自分の意識 57.5％ 37.5％ 5.0％
青年期の心身の健康についての理解 45.0％ 52.5％ 2.5％
栄養・食事の大切さについての認識 75.0％ 25.0％ 0.0％
コミュニケーション能力 30.0％ 67.5％ 2.5％
生活環境に対する興味・関心 45.0％ 50.0％ 5.0％

どの項目においても意識等が高まっていることがわかる。項目の中では，「栄養・食事の大切
さ」が特に高く，生徒達にとって自分の身体に関係するテーマであったこと，また「スポーツ栄養
士」という一流のスポーツ選手に栄養指導している講師からの講義であったことが効果を上げた理
由と考えられる。また，人間環境の「科学を学んでいく人材に欠かせない倫理観を育てる」という
目標は，専門的な分野の外部講師の講座や，外部施設での体験実習によって達成度をあげることが
できたといえる。
生徒の記述アンケートには，「身のまわりについて科学的に見るようになった」「講師の先生か

ら普通は聞けない話を聞くことができてよかった」「自分の生活に活かすことができた」「命につ
いて深く考えることができた」という意見があり，身近なテーマから生徒達に深く考えさせること
ができたことが分かる。

＜課題と対策＞
生徒に今後取り入れてほしい内容について聞いたところ，外部講師として医師や看護師などの方
の話を聞きたい，もう少し深く「科学的に」学びたい，スポーツ科学・体育系大学の教授の講義，
自分達の身体に直結するような内容，話を聞くばかりではなくもっと体験学習をしたい，地域の環
境に対する取組を知りたい，などの意見があった。今後，講座内容をさらに検討していくことが課
題であり，体験的な学習をさらに増やしながら，外部講師の発掘もしていく必要がある。
対策としては，保健体育科と家庭科教諭が，生活の中で科学的なものにもっと着目し，教材研究
をすすめていくことが必要である。

心肺蘇生法の実習

Ⅳ．研究開発の内容

ＮＵＳハイスクールの生徒

との調理実習

妊婦体験

Ⅳ．研究開発の内容
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２．人間環境

第１回 欲求と適応機制
島崎 康一 教諭（本校）

■目的
心と大脳の働き，青年期の欲求と適応機制，心身の相関とストレスについて学び，心と体の健康
について理解する。

■概要
①生理的欲求，自我欲求，社会的欲求と適応機制について
②心身の相関とストレスへの対処法について

■成果と課題
青年期の欲求と適応機制，心身の相関とストレスについて学び，
正しい知識を身に付けることができた。今後，欲求不満に陥った
り葛藤が起こったときの行動を正しくとれるか，またストレスに
上手く対処し，心身の健康を維持していけるかどうかが課題であ
る。

■評価
大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第２回 自己実現
船木 和幸 氏（（有）フューチャー石川代表）

■目的
成功のための価値ある目標設定の方法を学び，目標達成に向けた

プロセスの大切さを知る。さらに将来を見据え，計画的に努力する
ことで自己実現が成し遂げられることを理解する。

■概要
①自己対話による自己理解について
②自己実現への目標設定と行動について

■成果と課題
「自己対話シート」を作成し，自己理解をした後，自己実現とは何

かを学んだ。そして，成功のためには価値ある目標設定が重要であり，
目標達成に向けたプロセスの大切さを知ることが出来た。今後は，各
自の将来設計を行い，自己実現に向けて継続して努力していけるかど
うかが課題である。

■評価
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

興味を持った 95%

理解できた 100%

講座について
家族・友人と 60%
話をしたい

※肯定的な回答の割合

【アンケート結果】

興味を持った 98%

理解できた 100%

講座について
家族・友人と 93%
話をしたい

※肯定的な回答の割合

目標設定とは

欲求不満と葛藤とは

２．人間環境
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Ⅳ．研究開発の内容

第３回 乳幼児と交流しよう
小丸山保育園

■目的
幼い子どもとの交流を通して「命の大切さ」を肌で感じ，「他者との人間関係づくり」「思いや

りの心」を身につける。
■概要
小丸山保育園を訪問し，０歳児から５歳児まで６グループに分かれて園児と交流する。
■成果と課題
子どもが「何を求めているのか」「何を考えているのか」を生徒が一生懸命考えて，働きかけて

いた。この実習を通して，こちらから発信するコミュニケーションの大切さを学んだという生徒が
多かった。また，「命について」深く考える生徒も多く，大きな成果があった。

■評価
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第４回 効果的な運動と自己管理
島崎 康一 教諭（本校）

■目的
運動・スポーツをすることの意義を理解する。また，正しいトレー

ニング方法を身に付け実践することで，自己の健康を保持・増進して
いくことを学ぶ。
■概要
①運動・スポーツによってプラスとなる身体的・精神的・社会的側面
について
②身体の構造と正しいトレーニングの方法について
■成果と課題
運動・スポーツをすることの意義と，プラスとなる身体的・精神

的・社会的側面について理解することができた。また，身体の構造
を理解した上で様々なトレーニングの方法を知ることが出来た。今
後，疲労を残さず，自分に合ったトレーニングを継続して行い，自
己の健康を保持・増進していけるかどうかが課題である。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

積極的に交流で 89%きた

乳幼児の特徴を 100%理解できた

実習前より乳幼
92%児に興味を持つ

ようになった

※肯定的な回答の割合

【アンケート結果】

興味を持った 95%

理解できた 100%

講座について
家族・友人と 78%
話をしたい

※肯定的な回答の割合

子どもの気持ちを考える

二点弁別実験

Ⅳ．研究開発の内容
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２．人間環境

第５回 ＮＵＳハイスクールの生徒との調理実習
高田 三千代 教諭（本校）

■目的
シンガポールの生徒達と，日本の料理を一緒に作ることでコミュニケーションをはかる。
■概要
実習班８班に，ＮＵＳハイスクールの生徒が分かれて入り，一緒に「手巻き寿司」と「すまし

汁」を調理し，試食した。コミュニケーションをとりながら楽しく調理実習を行った。
■成果と課題
ＮＵＳハイスクールの生徒の日本語能力の高さに驚き，自分ももっと英語がうまくなりたい，と
いう意欲をかきたてられた生徒が多かった。日本の料理を一緒に作って交流することで，生徒同士
の距離を縮めることができた。スピークサイエンスの授業を使って作り方を英訳するなど，生徒の
英語を話そうとする意欲を高めるきっかけにもなった。課題は，後片付けも含めてもう少し時間短
縮することである。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第６回 効果的な食事の摂り方
中﨑 衣美 管理栄養士（北陸体力科学研究所）

■目的
運動面・学習面・健康面において有意義な高校生活を送るために，今自分がどのような食事をと
るべきなのかを理解する。
■概要
・バランスの良い食事とは（質・量・タイミングの大切さ）
・グループ学習（献立カードを使って）
■成果と課題
「スポーツ栄養士」の方から専門的な話を直接聞くことで，食事

をとることの重要性をしっかり認識することができた。
スポーツ選手の実際の食事内容や量をスライドで知ることができ，

とても参考になった，食事を考えるようになったという生徒が多かっ
た。課題は，グループ学習の時間短縮があげられる。

■評価
大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

【講義アンケート】

興味を持った 100%

理解できた 100%

講座について
家族・友人と 90%
話をしたい

※肯定的な回答の割合

【アンケート結果】

積極的に交流できた 88%

交流活動は 95%有意義だった

講座について家族
93%や友人と話した

※肯定的な回答の割合
うまく割れたかな？ 手の平でカット

献立作成中

２．人間環境
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Ⅳ．研究開発の内容

第７回 地球環境
高月 紘 教授（石川県立大学）

■目的
現在起こっている地球環境問題について正しく理解するとともに，科学者として持たなくてはい
けない倫理観について考える。
■概要
①ＩＰＣＣの第４次報告書について
②科学者と倫理問題
③持続可能な社会とは
■成果と課題
分かりやすい説明とメッセージ性の強いイラストのスライドで，生

徒の理解度・関心度を高めることができた。地球規模でこれから自分
達がどうしなければいけないのか，深く考える機会を持つことができ
た。また，科学者と倫理問題について，「生命倫理」・「技術者倫理」
の二つの側面について生徒は深く理解できた。
課題は，理想論ではなく，現実の生活において今回の講義で学んだ

ことを実践できるかどうかである。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第８回 心肺蘇生法
島崎 康一 教諭（本校）

■目的
応急手当の意義を理解する。さらに，心肺蘇生法の意義と原理を学び，実習を通してその手順と
技能を身に付ける。
■概要
・応急手当・心肺蘇生法の意義と原理について
・心肺蘇生法の実習とＡＥＤについて
■成果と課題
応急手当と心肺蘇生法の意義と原理を学び，生命の尊さを再認識し

た。心肺蘇生法の実習では，４つのグループ毎に時間を計りながら行
い，全員が正しい手順を繰り返し実践することが出来た。今後は，万
が一，人が倒れている場面に遭遇した場合に，今回の授業での体験を
活かし，社会の一員として落ち着いて行動出来るかどうかが課題であ
る。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

興味を持った 95%

理解できた 100%

講座について
家族・友人と 73%
話をしたい

※肯定的な回答の割合

【講義アンケート】

興味を持った 95%

理解できた 100%

講座について
家族・友人と 73%
話をしたい

※肯定的な回答の割合

実習に熱心に取り組む生徒

元栓を締めた方が早道

Ⅳ．研究開発の内容



ー 49 ー

２．人間環境

第９回 母子を取り巻く環境
平田 利江 助産師（公立能登総合病院）

■目的
命をこの世にとりあげる助産師の方から，命についての講義を受けることにより，「命の大切
さ」「命の尊さ」を学ぶ。
■概要
①ホルモン ②性感染症 ③妊娠 ④生命誕生 ⑤妊婦体験
■成果と課題
医療に対して興味・関心の高い生徒が多く，医療現場で働く専門家

からの講義に真剣に耳を傾けていた。生命の神秘について今一度じっ
くりと考えた生徒も多かった。講師の方より，病院で働く様々な専門
職について説明を受けるスライドもあり，将来の職業選択を考えるき
っかけになった生徒もいた。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

第１０回 高齢社会について考える
高田 三千代 教諭（本校）

■目的
２０６０年には，６５歳以上の高齢者人口が４０％になると推測されることを踏まえ，高齢者の
身体の変化を身体のしくみから理解するとともに，疑似体験を通して高齢者について理解を深める。
■概要
・人口ピラミッドの変化
・身体の老化のしくみ
・高齢者疑似体験
■成果と課題
講義直前に厚生労働省から人口の推計（２０６０年）が出され，

それがちょうど生徒が６５歳頃になる頃であったため，非常にタイ
ムリーに講義に活かすことができた。これからの超高齢社会に生き
る自分達の課題をじっくりと考えることができた。また，加齢による
身体機能の変化を理論的に学んだあとで，疑似体験をしたことで，
生徒はより深く理解できたようである。
生徒には日本社会の高齢化による課題についてこれからも問題意
識を持ち，高齢者を尊重し敬う心を忘れないで生活をしていってほ
しい。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

【アンケート結果】

興味を持った 95%

理解できた 100%

講座について
家族・友人と 82%
話をしたい

※肯定的な回答の割合

【アンケート結果】

興味を持った 98%

深く考えた 98%

講座について
家族・友人と 88%
話をしたい

※肯定的な回答の割合

助産師さんによる講義

関節の曲がりにくさ

２．人間環境
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第１テーマ（２週完結） ４月～７月

第２テーマ ９月～１月

日本数学オリンピック予選の問題の解法研究とその発表 ２月～３月

３．学校設定科目「スーパー数学ゼミ」

対象生徒：理数科１年生
単 位 数：１（通年）
評価方法：次の２点を評価項目とし，テーマごとに評価する。

・正解へのアプローチに創造性・独創性があるか。
・自分の考え方を正確に伝えて，討論ができるか。

ねらい
数学分野において，独自の発想で時間をかけて問題を考えさせる指導法の研究と教材開
発を行う。結果を導く過程を，正答を求める以上に重視して取り組み，独自の発想を伝
える練習を行う。一人一人がどのように考えているのかを取り上げ，理論を共有しなが
ら創造性や独創性のすばらしさを体験できる講座を実践する。
その際，結果を導けていなくても，正しいと考えられる発想については，非常に遠回り
であるが，どのようにすれば正解へ到達できるのかを論議する。また，不正解であって
も，発想が素晴らしいものについては，チーム全員で修正をして，正しい答えに到達す
るように導く。このように，生徒が自分の考えを大切にし粘り強く考え，他の生徒の意
見を取り入れながら改良を繰り返し修正し，その中で柔軟な対応力を培い，理論を構
築する練習をしていく。

＜実施内容＞
第１テーマでは１０人ずつの４チームを編成し，各チームがローテーションで，整数論，代

数，幾何，組合せ数学の分野に２週連続で一つのテーマに取り組む。各分野は教員１名が指導
し，一人ひとりの考え方を引き出し，それを全員に共通理解を得られるように説明をしていく。
第２テーマでは５人ずつの８チームを編成し，各チームは，はじめに，整数論，代数，幾何，

組合せ数学のいずれかの自主問題を担当教員と話し合い作成する。次に，作成した問題を他チ
ームに解答してもらい採点する。その後，それぞれのチームが出題した問題について，新しい
発想や着眼点での解法等をまとめた発表会を行う。
２月以降は日本数学オリンピック予選の問題を用い，チームごとに解法を研究する。

Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容
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第１テーマ：整数論
水道 芳勝 教諭（本校）

■目的
整数論は初等的な段階から数学のおもしろさ，美しさを実感することができる分野である。体系
立てて学ぶことで整数問題の奥深さを理解し，少ない原理を自由に広く応用することで考える力を
身に付ける。
■概要
①不定方程式
日本ジュニア数学オリンピックの問題を扱った。素因数分解を用いるなど各々の方程式の特徴を
見て，整数の性質をうまく使うことにより問題を解いた。

例 １．45を引いても 44を足しても平方数となる数は何か。
２．２つの整数があり，その積は，その和よりも 1000 大きい。またそのうちの１つが
平方数であるという。２数を求めよ。

②剰余類
連続する整数の積の性質などを理解し，どうすれば証明できるかを考えた。

例 ｎ３－ｎ は６の倍数であることを証明せよ。（ただし，ｎは２以上の自然数）
■成果と課題
入学当初は不慣れであり，使える知識も少ないことからなかなか正答に到らなかった。しかし，
夏頃からは解答が多岐にわたり，良い解法が増えた。話し合いが活発になり，説明も上手になった。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第１テーマ：代数
佐竹 尚 教諭（本校）

■目目的
対称式は因数分解の問題としては扱われるが，その意義や歴史的背景について学ぶ機会は少ない。

イギリスの数学者ウェアリング（1734 ～ 1798）によれば，すべての対称式は基本対称式で表され
る。また，対称式は方程式の代数的解法とつながっており，将来は置換などの群論に発展する。こ
のような対称式の価値を学ぶとともに，対称式の美しさに触れる。
■概概要
①２文字の対称式や３文字の対称式を基本対称式で表すことを学ぶ。
②基本対称式が方程式の係数に現れることを学ぶ。
③交代式について学び，交代式が差積と基本対称式の積に分解できることを学ぶ。
④対称性をもった条件の扱いについて研究する。
■成成果と課題
対称式の因数分解の問題は意欲的に行ったが，対称式の性質を帰納するまでには到らなかった。
交代式の因数分解についても，計算できたが，交代式の性質を利用した計算はできなかった。課題
としては，「対称式が基本対称式で表される」などの仮説をたて，色々な問題を自分で作って確か
める，という取組が必要である。
■評評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

３．スーパー数学ゼミ３．スーパー数学ゼミ
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Ⅳ．研究開発の内容

第１テーマ：幾何
大井 智彦 教諭（本校）

■目的
図形的に直感的に考えたことを，数学的な性質や関係を明らかにすることで，正しい考え方に気
づき，正しい方法を見つける力を育成する。
■概要
① 右の図形の周の長さを求めよ。
ただし，点線は含まない。

② ∠ ACB=30°，BC=4，AB=3 をみたす
△ ABC がある。この三角形の面積とし
て考えられうる値をすべて求めよ。

■成果と課題
②の問題について，∠ B=90°の三角形や，AB=AC または CA=CB の三角形を考える生徒が多

くいたが，それらの三角形が存在するかどうかを考えさせた。三平方の定理などの図形的な性質に
当てはまらないことに気づき，その後，正しい方法を模索した。この問題を通して，直感的に考え
たことを，数学的に考察することの大切さを理解した。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

第１テーマ：組合せ数学
髙橋 玄季 教諭（本校）

■目的
一筆書きを題材に，漸化式の応用について取り扱った。単純な場合から法則を見いだし，複雑な
場合を解決する手法を探る事が目的である。
■概要
①次の図形を一筆書きする方法は何通りあるか。

②赤玉，青玉，黄玉あわせて１２個並べるとき，以下の条件を満たす場合は何通りあるか。
ただし，並べる色が２種類以下の場合も考えるものとする。
条件：どの玉に対しても，その玉と同じ色で，その玉に隣接するような玉が存在する。

■成果と課題
本来漸化式は数学Ｂの数列で学習する内容である（本校理数科の１年生はシラバス上３月頃に学
習する）。このテーマを扱うには時期的に早かったのではないかと思われる。第２テーマの時期に
なると，場合の数の求め方を一通り学習した後であったため，色々な問題を提示することで，生徒
は積極的に取り組み，それを参考に問題の作成もでき，より深く理解できたと思われる。
■評価

大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

Ⅳ．研究開発の内容
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３．スーパー数学ゼミ

第２テーマ
教諭 ４名（本校）

■目的
自主問題を作成することで，粘り強く考える力や創造性・独創性を育成する。チームのメンバー
と討論することで，柔軟な考え方をする力を培い，全体に発表することで，表現する力を育成する。
■概要
①整数論，代数，幾何，組合せ数学のいずれかの自主問題を作成する。
②他チームが作成した問題を解く。
③他チームが解答した答案を採点する。
④採点をもとにチーム内で討論し，全体で発表する。
＜生徒が作成した問題＞

２つの文字Ａ，Ｂを使って作られる円周 15 の円順列のうち，次の条件を満たすものは何個
あるか。
条件：連続する２文字の（順序）対としてＡＡが３回，ＡＢ，ＡＢ，ＢＢがそれぞれ４階現

れる。ただし，連続する２文字は時計回りで考えるものとする。
例えば

左の場合
ＡＡが４回，ＡＢが４回
ＢＡが４回，ＢＢが３回であるから
条件を満たしていない。

■成果と課題
多くの生徒は，既存の問題をアレンジして自主問題を作成し

た。既存の問題でも，少し条件を変えるだけで，全く違う問題
になるなど，新しい発見があった。作問する過程で，問題の中
にいろいろな要素を取入れ，いかに難しい問題を作成するか考
える中で，独創性が磨かれた。
■評価

大変効果あり 効果あり
あまり効果なし 効果なし

日本数学オリンピック予選の問題の解法研究
教諭 ４名（本校）

■目的
数学オリンピック予選問題に取り組むことで，粘り強く考える力や難問に立ち向かう姿勢を育成
する。チームのメンバーと討論することで，柔軟な考え方をする力を培う。
■概要
４チームに分けて，数学オリンピック予選問題のうち，１～８の問題の解法を討論するという形
式で行う予定である。

ＢＡ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
Ｂ Ｂ

Ａ
Ａ

Ａ

Ａ Ａ
Ａ

Ａ

発表の様子

３．スーパー数学ゼミ
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４．総合的な学習の時間「七高アカデミア」

対象生徒：理数科２年生
単 位 数：２（通年 ２時限連続）
評価方法：各種発表会での発表内容や態度

ねらい
生徒自身で研究テーマを設定し，探究し，まとめ，発表する課題研究活動を通して，課
題発見能力，問題解決能力，発表する能力を育成する。
また，研究内容の英語プレゼンテーションをすることにより，国際的な場面で活躍でき
る研究交流能力を高める。

＜実施内容＞
研究の流れは以下の通り。

①教員・生徒が課題を持ち寄り，実施したい研究テーマを１分程度でプレゼンテーションする。
②生徒がやってみたい研究テーマを第３志望まで選び，希望人数に合わせて調整する。
③決定した研究グループごとに，月曜５，６限目や放課後，休日などを利用して活動する。
活動の中で，それぞれの研究について知識を深め，実施計画を立て，実験等を行う。
必要であれば，大学や研究機関の専門家の助言・指導を受ける。
④研究論文をつくる。校内課題研究発表会に向けてプレゼンテーションの作成と練習を行う。
⑤ＳＳＨ成果発表会のポスターセッションに向けてポスターを作成し，練習する。
⑥研究の要旨を英語にする。
＜成果と課題＞
生徒自身が興味を持ったテーマで研究することにより意欲が高ま

り，放課後や休日にも積極的な研究活動がみられた。問題解決の後，
さらに仮説を立てて深く追究する姿が見られ，課題発見能力，問題
解決能力が養われた。
校内課題研究発表会や石川県スーパーサイエンスハイスクール生

徒研究発表会，ＳＳＨ成果発表会でのポスターセッションに向けた
発表準備，練習等を通して発表する能力が高まった。ただ，発表は
制限時間が設けられており，内容を取捨選択して発表しなければな
らなかった。生徒には最も伝えたい成果を示すよう指導したため，
仮説が曖昧となり，研究発表としては片手落ちとなったグループが
多かった。次年度はその点の指導も徹底する必要がある。
８月にシンガポールのＮＵＳハイスクールを訪れた際，または
１１月にＮＵＳハイスクールの生徒が来校した際のどちらかで，全
員が英語による研究発表を行った。大変有効な機会であり，生徒の
意欲や英語での発表能力も高まった。しかし練習を重ねる発表とは
違い，質疑応答での英語活用能力は充分に高まったとはいえない。
今後は討論できる程の英語活用能力を育成していく必要がある。
＜評価＞
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

Ⅳ．研究開発の内容

紙コップの作成

あみだくじの確率

樟脳の抽出

Ⅳ．研究開発の内容
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＜課題研究テーマ一覧＞
研究テーマ 研究内容

セイタカアワダチソウの植物の成長を抑制する《アレロパシー》と

1 セイタカアワダチソウ いう作用について，発芽実験と日照実験を行った。その実験により
セイタカアワダチソウの成長抑制作用は，セイタカアワダチソウの
高い背丈と成長速度が原因であると結論づけた。
音声認識とは，音声を認識し，文字にすることである。音声認識プ

2 音声認識 ログラムを作成することを目標としていたが，思うような結果は得
られなかった。そこで私たちは音声の波形を数式で表すことにした。
白黒模様が描かれているが，回すと有彩色が確認できる「ベンハム

3 ベンハムの独楽 の独楽」。条件を変えながら，実験・観察し，「ベンハムの独楽」の
現象が確認できる条件について調査した。その結果，様々な法則性
が浮かび上がってきた。
昨年度の研究を引き継ぎ，タンポポの適応能力が外来種と在来種で

タンポポの発芽と 異なるか実験を行った。種子の発芽実験では，光照射時間を変えて
4 光照射時間・ も発芽数に差は見られなかった。根からの再生実験では，外来種は

pHの関係 酸性条件で，在来種の１種は中性条件で再生が速かった。日本では
外来種が在来種に比べて個体数を増やしやすいと考えられる。
一般的な食品添加物の一つであるソルビン酸の防腐の仕組みについ

5 ソルビン酸の て疑問を持った。ソルビン酸の分子構造に着目し，付加反応が起き
防腐効果について ていると仮定して，防腐作用の検証実験を行った。また，ソルビン

酸以外の酸を使って防腐効果の仕組みについて考察を行った。
恒星の色は，その表面温度とスペクトルに関係があるとされている。

6 恒星の色 今回，星を撮影し，測光することで，表面温度とスペクトルを求め，
色を特定し，それらの関係性を確認した。
電離層の影響を強く受ける短波を用い，電離層の観測を実施する。

7 電離層について 標準電波を観測し，受信状況を調べる。昼夜，季節，太陽活動など
の条件と電離層との因果関係をつきとめ，短波通信の有効な利用方
法をみいだす。
コンピュータシミュレーションを通し，あみだくじでは始点の真下
に来る場合が最も多いことが分かった。行列（数学Ｃ）の考え方等

8 あみだくじ を利用して，行きつく先のそれぞれの確率を求め，極限（数学Ⅲ）
の考え方を利用して，横棒が何本以上であれば，どこからでも等し
い確率になるのか考察した。
未だ原因の分かっていないことの多い目の錯覚の原理を解明するた

9 目の錯覚 め，この研究を行った。そして，アンケート調査により，各々の目
の錯覚の原因を推測，考察するまでに到った。
対象人物の耳に焦点を合わせて音声を転送する「パラメトリックス

10 音の転送 ピーカー」の可動式モデルについての研究。従来のモデルでは，対
象人物が可聴域に入る必要があったが，今回考案したモデルでは焦
点を自動で合わせることを目的とした。
昔から人は身近な生物から薬効成分を取り出してきた。そこで実際

11 薬効成分の抽出 に取り出せるかを実験した。実験はクスノキから樟脳（カンフル）
と，アオカビからペニシリンの抽出である。二つとも抽出できた。
確認実験は樟脳の結果が出たが，ペニシリンは確認中である。
200 ℃に達すると H2O を放出するという水酸化アルミニウムの特徴

12 不燃性紙コップ を活かし，紙に配合することで，自然発火温度である 300 ℃に達す
る前に自己消火するような機能を持たせることを考えた。

４．七高アカデミア４．七高アカデミア
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Ⅳ．研究開発の内容

セイタカアワダチソウ
担当者：井表 円美 教諭（本校・生物）
生徒数：女子３名

セイタカアワダチソウは北米原産の帰化植物である。日本に進入してからしばらくの間に
日本の到るところで見られるようになった。他感作用を持ち，他植物の成長を阻害するとい
われている。その，他の生物の成長を抑制するしくみを調べるために実験を行った。
発芽実験では，水と 10%根水溶液との比較を行ったがほとんど差はなかったため，セイ

タカアワダチソウの群落の生産構造図を作成しところ，典型的な広葉型の図であった。成長
の速さと太陽の光を占有することで他の植物の成長を抑制し，他植物より優位に立っている
ことがわかった。

■研究の流れ
導入：①セイタカアワダチソウについてインターネット，図鑑等で調べる。

②セイタカアワダチソウの群落を探す。群落を囲い，調査区を決める。
③研究計画（セイタカアワダチソウの研究テーマを３人それぞれに決める）を立てる。

研究：①(a)他感作用（根のすりつぶし液による発芽の影響調べ），(b)短日処理による花芽形成，
(c)セイタカアワダチソウヒゲナガアブラムシの生態調査，について分担して研究を始
めるが，(b)(c)が進行できなくなった。(b)は黒い袋や箱で植物を覆うと蒸れて枯死し，
(c)は７月にヒゲナガアブラムシがいなくなってしまったことによる。

②調査区の成長の変化を測定する。
③光の影響を調べるために刈り取ったエリアとそのままのエリアを設定し観察する。
④生産構造図を作成する。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

■成果と課題
ミズナの種子を使った発芽実験では，水と 10%根水溶液との比較からほとんど差はなかった。
セイタカアワダチソウの群落の地面ではヨモギが一緒に育つ以外に他の植物があまり見られないた
め，セイタカアワダチソウを刈り取って光が当たる部分と当たらない部分の対比，生産構造図を作
成した。これらのことから，セイタカアワダチソウは根の他感作用ではなく，春から夏の成長期に
ぐんぐん背を伸ばし，太陽の光を占有することで他の植物の成長を抑制していると結論づけた。
しかし，他感作用を否定するには実験回数が少なすぎ，また発芽に対しては他感作用がなくても
成長過程での作用の有無は未確認であったので，もっと綿密な実験計画が必要であった。

セイタカアワダチソウ 生産構造図 活動風景

Ⅳ．研究開発の内容

セイタカアワダチソウ
担当者：井表 円美 教諭（本校・生物）
生徒数：女子３名

セイタカアワダチソウセイタカアワダチソウ

セイタカアワダチソウは北米原産の帰化植物である。日本に進入してからしばらくの間に
日本の到るところで見られるようになった。他感作用を持ち，他植物の成長を阻害するとい
われている。その，他の生物の成長を抑制するしくみを調べるために実験を行った。
発芽実験では，水と 10%根水溶液との比較を行ったがほとんど差はなかったため，セイ

タカアワダチソウの群落の生産構造図を作成しところ，典型的な広葉型の図であった。成長
の速さと太陽の光を占有することで他の植物の成長を抑制し，他植物より優位に立っている
ことがわかった。
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４．七高アカデミア

音声認識
担当者：荒邦 陽子 教諭（本校・生物）
生徒数：女子３名

携帯電話やコンピュータ，ゲームなどにも用いられる音声認識機能。今もなお開発が進め
られているこの技術に興味を持ち，音声認識がどのような仕組みなのかを予測し，作成して
みたいと考えた。
男女３０人ずつ，計６０人の声のデータを集め，それを基にして音声認識のプログラムの

作成を試みたが，期待した結果は得られなかった。
プログラミングの製作には到らなかったが，そのための条件となり得るものを数式で表す

ことができた。

■研究の流れ
導入：①実験計画を作成する。

②フーリエ変換について学ぶ。
研究：①フリーソフト「音オシロ」で母音の振動分布表を作成したが，はっきりとした違いが認

められなかった。
②音波を座標データとし，６０人の母音データから平均グラフを作成したが，グラフの特
徴が打ち消されてしまった。

③個々の母音グラフより共通点を探し，減衰振動のグラフを作成し比較した。
④３つの減衰振動の和のグラフを作成した。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

■成果と課題
本研究は２年生の４月に開始したため，生徒は波やフーリ
エ変換の知識が全くなかったが，自分たちでインターネット
や書籍を用いて学習し，試行錯誤の末，結果にたどり着いた。
何度も壁にぶつかったが，自分たちでテーマの設定をしてい
るため高い意欲で研究を続けられた。また，初めの方法でう
まく結果が出なかったので音声認識ソフトに近づけることは
できなかったが，他の方法を模索する中で課題発見能力や問
題解決能力が大いに高まったと考える。
課題研究発表があるため，発表会に向けてのプレゼンテー
ション練習にも力を入れた。課題研究を行っている２年生理
数科の生徒だけではなく，他のクラスや他の学年の生徒も聴
衆として参加するため，よいプレッシャーとなり，発表能力の向上にもつながった。

母音の音波

４．七高アカデミア

音声認識音声認識
担当者：荒邦 陽子 教諭（本校・生物）
生徒数：女子３名

音声認識

携帯電話やコンピュータ，ゲームなどにも用いられる音声認識機能。今もなお開発が進め
られているこの技術に興味を持ち，音声認識がどのような仕組みなのかを予測し，作成して
みたいと考えた。
男女３０人ずつ，計６０人の声のデータを集め，それを基にして音声認識のプログラムの

作成を試みたが，期待した結果は得られなかった。
プログラミングの製作には到らなかったが，そのための条件となり得るものを数式で表す

ことができた。
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Ⅳ．研究開発の内容

ベンハムの独楽
担当者：安達 和彦 教諭（本校・数学）
生徒数：男子２名

ベンハムの独楽とは，「白と黒だけを使って描かれた模様がついた独楽なのだが，この独
楽を回すと有彩色が確認できる」というイギリスのおもちゃ製造業者，チャ―ルス・ベンハ
ムによって作られた独楽である。その原理は多くの科学者によって研究されているが，いま
だに解明されていない。作りは単純だが奥の深い独楽である。
今回の実験では，実際にベンハムの独楽を作成し様々な環境下で観察を行い，その結果い

くつかの法則を確認した。

■研究の流れ
導入：①ベンハムの独楽についての情報を収集する。

②器具をそろえ，ベンハムの独楽の模様を作成する。
研究：①実際にベンハムの独楽を作成し，現象が確認できる環境について調査する。

②独楽の種類，回転方向によって見える色に表れる変化を観察する。
③単色光下で実験を行い，色の見え方の違いについて調査する。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

ベンハムの独楽 実験の様子

■成果と課題
一定の割合を黒で塗りつぶし白地に円弧を描くパターンの独楽において，（円弧の位置にお

ける種類の数）＝（色の種類の数），（同種類の円弧の数）＝（同色の円の数）という法則性がある
と考えられる。回転方向と色の配置の間にも，回転方向の前方と黒地が接触しているとき赤に近い
色，後方と黒地が接しているとき青に近い色が見えるという法則が存在した。
回転数が具体的にわかる装置を用意してさらに実験を進め，回転数と現象についての関係性をよ

り詳しく調べる。
最終的に，ベンハムの独楽の現象が引き起こされる原因を，求められた情報から推測する。

Ⅳ．研究開発の内容

ベンハムの独楽

ベンハムの独楽とは，「白と黒だけを使って描かれた模様がついた独楽なのだが，この独
楽を回すと有彩色が確認できる」というイギリスのおもちゃ製造業者，チャ―ルス・ベンハ
ムによって作られた独楽である。その原理は多くの科学者によって研究されているが，いま
だに解明されていない。作りは単純だが奥の深い独楽である。
今回の実験では，実際にベンハムの独楽を作成し様々な環境下で観察を行い，その結果い

くつかの法則を確認した。

ベンハムの独楽ベンハムの独楽
担当者：安達 和彦 教諭（本校・数学）
生徒数：男子２名
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４．七高アカデミア

タンポポの発芽と 担当者：内山 理恵 教諭（本校・生物）

光照射時間・pH の関係 生徒数：男子１名 女子２名

昨年のタンポポに関する研究を引き継ぎ，在来種と外来種の環境への適応能力の違いを調
べる実験を行った。実験に用いたのは外来種のセイヨウタンポポと，在来種のシロバナタン
ポポとエゾタンポポである。
まず，光の照射時間と発芽の関係を調べるために，光を当てなかったものと，光の照射の
時間を１日当たり１時間，２時間，１５時間にしたものの違いを比較した。その結果，光照
射の有無および照射時間に関わらず，セイヨウタンポポの発芽が他種に比べて早いことがわ
かった。次に，根から葉が再生するのにかかる時間と再生された葉の枚数を比較した。その
結果，酸性条件での再生はセイヨウタンポポが速く，シロバナタンポポが遅いということが
わかった。２つの実験を通してセイヨウタンポポの繁殖力，再生能力の高さが確認された。
この結果から我々はセイヨウタンポポが町中で多く見られる理由について，日本は酸性土
壌であり，都市開発などで地上部が刈られた後，セイヨウタンポポが在来種よりも速く発芽
および再生したためだと考えた。

■研究の流れ
導入：①昨年度の研究について学び，タンポポに関する学習を行う。

②学校周辺および自宅周辺のタンポポの分布を調べる。
③実験計画および仮説を立てる。

研究：①実験に使うタンポポおよび種子を採集した。
② 3%の寒天培地に種子を植え付け，条件を変えて発芽率を調べた。
③根を 2cmに切断し，条件を変えて再生能力を調べた。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

■成果と課題
昨年度からの継続研究であったが，発芽実験で昨年度の実験データと異なる結果がでるなど，思
うようにいかない部分があった。個体差が大きく，実験個体数を増やす必要性を感じた。
一方，新たに調べた pH と再生速度の関係について，在来種であるシロバナタンポポと外来種の
セイヨウタンポポで大きな違いがでたことは収穫であった。
この研究は来年度の全国総文の石川県代表の課題研究に選ばれたので，今後は実験個体数を増や
し，またエゾタンポポについても調べ，この実験結果を検証していく。

発芽した種子を数えている様子 根の再生実験の結果

４．七高アカデミア

タンポポの発芽と
光照射時間・pH の関係
タンポポの発芽と 担当者：内山 理恵 教諭（本校・生物）

光照射時間・pH の関係 生徒数：男子１名 女子２名
タンポポの発芽と

光照射時間・pH の関係

昨年のタンポポに関する研究を引き継ぎ，在来種と外来種の環境への適応能力の違いを調
べる実験を行った。実験に用いたのは外来種のセイヨウタンポポと，在来種のシロバナタン
ポポとエゾタンポポである。
まず，光の照射時間と発芽の関係を調べるために，光を当てなかったものと，光の照射の
時間を１日当たり１時間，２時間，１５時間にしたものの違いを比較した。その結果，光照
射の有無および照射時間に関わらず，セイヨウタンポポの発芽が他種に比べて早いことがわ
かった。次に，根から葉が再生するのにかかる時間と再生された葉の枚数を比較した。その
結果，酸性条件での再生はセイヨウタンポポが速く，シロバナタンポポが遅いということが
わかった。２つの実験を通してセイヨウタンポポの繁殖力，再生能力の高さが確認された。
この結果から我々はセイヨウタンポポが町中で多く見られる理由について，日本は酸性土
壌であり，都市開発などで地上部が刈られた後，セイヨウタンポポが在来種よりも速く発芽
および再生したためだと考えた。
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Ⅳ．研究開発の内容

ソルビン酸の防腐効果について
担当者：清水 宏一 教諭（本校・化学）
生徒数：男子２名 女子２名

食品添加物であるソルビン酸の防腐効果について調べた。分子中に二重結合を持っている
ため，防腐メカニズムには付加反応が関係していると仮定し，アミノ酸を用いて検証実験を
行った。また，様々な脂肪酸を用いて，防腐作用には酸の親油性と親水性が大きく関係して
いることを確認した。

■研究の流れ
導入：①ソルビン酸の物理的，化学的性質についてインターネット，書籍で調べる。

②ソルビン酸関係の研究資料を集める。
③研究計画を立てる。
④食品会社にソルビン酸の使用状況等を聞き取り調査する。

研究：①ＬＢ培地を作成する。
②ソルビン酸濃度と細菌の増殖の変化を調べる。
③ pHによる細菌の増殖の変化を調べる。
④ソルビン酸にアミノ酸が付加反応するかを確認する。付加反応による防腐効果のメカニ
ズムについて考察する。

⑤炭素数の違うカルボン酸の防腐作用の変化を調べる。
⑥二重結合の数が違うカルボン酸の防腐作用の変化を調べる。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

■成果と課題
pH5 付近で細菌の増殖を最も抑えることができた。pH5 未満および 9 以上では増殖は全くなか

ったので食品添加物としては，人間の健康上適当ではないことがわかった。飽和脂肪酸より不飽和
脂肪酸の方が防腐効果が大きい結果から，ソルビン酸の二重結合による付加反応も防腐効果に大き
な影響を及ぼしていることもわかった。炭素数が多い脂肪酸ほど防腐効果が大きいこともわかった。
その理由として親油基としての炭化水素基による有機物の吸着ではないかという考察ができた。
課題は，細胞内でどのような物質が付加しているのかを確認できていないことである。ソルビン
酸の殺菌作用ではなく発育阻止作用であろうことが予想されるが，その検証実験ができていない。
ソルビン酸の防腐のメカニズムついてより深く研究を続けていきたい。

ＬＢ培地に生えた細菌 ソルビン酸の構造

Ⅳ．研究開発の内容

ソルビン酸の防腐効果についてソルビン酸の防腐効果について

食品添加物であるソルビン酸の防腐効果について調べた。分子中に二重結合を持っている
ため，防腐メカニズムには付加反応が関係していると仮定し，アミノ酸を用いて検証実験を
行った。また，様々な脂肪酸を用いて，防腐作用には酸の親油性と親水性が大きく関係して
いることを確認した。

ソルビン酸の防腐効果について
担当者：清水 宏一 教諭（本校・化学）
生徒数：男子２名 女子２名
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４．七高アカデミア

恒星の色
担当者：大井 智彦 教諭（本校・数学）
生徒数：女子２名

恒星の色は，その表面温度とスペクトルに関係があるとされている。今回は，恒星を撮
影して測光し，その結果から表面温度とスペクトルを求めることで星の色を特定し，さら
にそれらの関係性を確認した。観測の結果，色を特定することに成功した。また，その結
果から，色が青くなるのは，温度が高いとき，もしくはスペクトル型が O に近いときであ
り，逆に色が赤くなるのは，温度が低いとき，もしくはスペクトル型が Mに近いときであ
ることが確認できた。

■研究の流れ
導入：①ＣＣＤの物理特性について学習を行う。

②ＣＣＤカメラを使った天体画像撮影の練習。（１年次に太陽黒点観測を行っている。）
③恒星の色と表面温度とスペクトルについての学習を行う。
④観測計画を立てる。

研究：①観測対象を決定する。
②３度の観測を実施（１８時～２３時），画像を FITS形式で保存する。
③すばる画像解析ソフト「Makali`i」を用いて測光する。
④測光結果をまとめ，解析する。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。
星の名前 温度 ｽﾍﾟｸﾄﾙ型 色

TYC3596-1318-1 45000 Ｏ 青
23Cas 34000 Ｏ 青

TYC2564-1629-1 9400 Ａ 青白
TYC3055-2341-1 9000 Ａ 青白

μAnd 8300 Ａ 青白
ザヴィヤヴァ 7000 Ｆ 白
SAO100053 6000 Ｆ 白
SAO121962 5900 Ｇ 黄
SAO119213 5800 Ｇ 黄
SAO47080 5500 Ｇ 黄
ψPeg 4800 Ｋ 橙
恒星の表面温度とスペクトル型と色の関係

■成果と課題
冷却ＣＣＤカメラを用いた測光観測は，リニアリティを調べることから初めて４年目の課題であ
る。生徒は，ＣＣＤの物理特性や過去３年分の課題研究の学習，それに加えて天文の学習など観測
研究に到るまでにたいへんな努力とたくさんの時間を費やした。予備知識を得た後でないと観測を
開始できないので，観測時間を確保する必要性から，１年次からＳＳＣを利用してＣＣＤ等の学習
を行いたい。

活動風景
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恒星の色

恒星の色は，その表面温度とスペクトルに関係があるとされている。今回は，恒星を撮
影して測光し，その結果から表面温度とスペクトルを求めることで星の色を特定し，さら
にそれらの関係性を確認した。観測の結果，色を特定することに成功した。また，その結
果から，色が青くなるのは，温度が高いとき，もしくはスペクトル型が O に近いときであ
り，逆に色が赤くなるのは，温度が低いとき，もしくはスペクトル型が Mに近いときであ
ることが確認できた。

恒星の色
担当者：大井 智彦 教諭（本校・数学）
生徒数：女子２名

恒星の色
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Ⅳ．研究開発の内容

電離層について
担当者：今村 利英 教諭（本校・物理）
生徒数：男子３名

電波を反射する地球上空の電離層の性質について研究した。電離層の反射により，遠距離
通信が可能な短波通信を研究対象とした。短波帯の 5MHz，10MHz，15MHz で，アメリカ
のコロラドおよびハワイより送信されている標準電波（時報）を観測した。
受信強度の変化に法則性を見い出すことを目的に，昼夜，季節，太陽活動など様々なデー

タを比較対象とした。その結果，昼夜の変化に明確な規則性が見られた。また，地磁気活動
との関連を示唆する結果も得られたが，今後さらなる検証が必要である。

■研究の流れ
導入：①電離層について調べる。

②実験計画を作成する。
研究：①短波を用いた様々な通信から適切な観測対象を選択した。

②標準電波を観測対象とし，受信設備及びアンテナを設置した。
③受信強度を比較するための観測を行った。
④太陽活動など様々なデータを集めた。
⑤観測によって集めたデータを分析し，法則性や他のデータとの相関を調べた。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

■成果と課題
観測できる対象の選択に加え，観測機器の選択，設置，またや観測場所や観測時間など，すべて
が１からのスタートであり，生徒同士で議論を重ねつつ研究が進められた。学校での，朝，昼，夕
方の観測に加え，夜間も自宅に受信設備を用意して観測するなど意欲的に研究を進めた。データ処
理では，膨大な量のデータを整理し分析するために多くの時間を費やした。また太陽活動や地磁気
など他の様々な観測データの収集も同時に行い，自分たちのデータと比較する必要もあった。デー
タ処理を重ねても観測結果の法則性や，他の観測データとの相関が見い出せず試行錯誤を重ねる
日々が続いた。このような中で，昼夜の法則性に加え，地磁気との相関を発見したときの生徒の喜
びは大きかった。地磁気との相関は，後半の観測結果では逆転しており，さらなる検討が必要であ
るが，自分たちでデータ収集，および分析を行い，試
行錯誤しつつも一定の結果が得られた。このように，
科学的事象における課題発見から問題解決に到るプロ
セスを経験したことで，生徒の今後の探究活動に大い
に役立つものと思われる。
本研究は校内課題研究発表に加え，石川県中学・高
校生徒物理研究発表会で他校の生徒にも発表すること
ができ，生徒たちの外部へ発信する力およびプレゼン
テーション能力の向上にもつながったと思われる。

観測データのグラフ化

Ⅳ．研究開発の内容

電離層について電離層について

電波を反射する地球上空の電離層の性質について研究した。電離層の反射により，遠距離
通信が可能な短波通信を研究対象とした。短波帯の 5MHz，10MHz，15MHz で，アメリカ
のコロラドおよびハワイより送信されている標準電波（時報）を観測した。
受信強度の変化に法則性を見い出すことを目的に，昼夜，季節，太陽活動など様々なデー

タを比較対象とした。その結果，昼夜の変化に明確な規則性が見られた。また，地磁気活動
との関連を示唆する結果も得られたが，今後さらなる検証が必要である。

電離層について
担当者：今村 利英 教諭（本校・物理）
生徒数：男子３名



ー 63 ー

４．七高アカデミア

あみだくじ
担当者：髙橋 玄季 教諭（本校・数学）
生徒数：男子３名

あみだくじを縦棒，横棒の本数を適当に決め，コンピュータシミュレーションを利用し
てどこにたどり着く確率が高いかを調べた。その結果，始点の真下近辺に集中することが
分かり，あみだくじは不公平なのかという疑問を持った。実際に確率を計算し，あみだく
じは不公平なのかということを調べた。

■研究の流れ
導入：①あみだくじのシミュレーションソフトを用い，どこに行き着く場合が多いかを調べる。

なおその際，縦棒や横棒の本数は適当に変え，色々な条件において実験する。
②始点の真下近辺に行き着く場合が多いことに気づいたので，理論値を計算し，本当に確
率は等しくならないのかを確かめる。

研究：①縦棒が３本の場合について計算する。漸化式，行列，数学的帰納法を利用して横棒がｎ
本のときの確率を計算する。なお漸化式を立てる際は「新たな横棒は元々あったどの横
棒よりも下方に入れる」というルールを設ける。

②ｎに１から８まで代入する。出てきた結果から漸化式の解を推測し，その推測が正し
いことを数学的帰納法で証明する。

③縦棒が４本の場合について計算する。３本のときのように漸化式の解の予測が出来ず，
固有値，固有ベクトルの考え方を導入する。

発表：①論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。
②大阪府立大手前高校主催マス・フェスタにおいて，発表した。

■成果と課題
ある一定の本数以上の横棒を引けばほぼ公平になることがわかった。縦棒が３本のときは１３本
以上，４本のときは６０本以上となった。
縦棒が４本までのときはコンピュータシミュレーションでの実験は不可能であった。今後，縦棒
が５本の場合の確率を求め，何本以上の横棒でほぼ公平と言えるかを調べ，それをコンピュータシ
ミュレーションの結果と比較することが課題である。

縦線４本の計算式コンピュータシミュレーション

４．七高アカデミア

あみだくじあみだくじ

あみだくじを縦棒，横棒の本数を適当に決め，コンピュータシミュレーションを利用し
てどこにたどり着く確率が高いかを調べた。その結果，始点の真下近辺に集中することが
分かり，あみだくじは不公平なのかという疑問を持った。実際に確率を計算し，あみだく
じは不公平なのかということを調べた。

あみだくじ
担当者：髙橋 玄季 教諭（本校・数学）
生徒数：男子３名
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Ⅳ．研究開発の内容

目の錯覚
担当者：谷畑 響 教諭（本校・数学）
生徒数：男子４名

私たちの身近な所に溢れている目の錯覚。その原因を解明するために研究を行った。実
際の大きさより長く見える線分ミュラー錯視，実際は止まっているのに回転して見えるフ
レーザー・ウィルコックス錯視，実際には存在しない点が見えるヘルマン格子錯視，白い
紙に色がついて見える補色残像の４つについて本校１・２年生対象にアンケート調査を行
いそれを集計した。集計結果をもとにして，原因を考察し，より錯覚が起こりやすい図形
を作ることにした。

■研究の流れ
導入：①目の錯覚についてどのような研究が行われているの学習する。

②数ある錯視画像の中でミュラー錯視，フレーザー・ウィルコックス錯視，ヘルマン格子
錯視，補色残像について研究することに決める。

③それぞれの画像，生徒用アンケートを作成する。
研究：①アンケート結果からわかることを分析する。

②錯視が起こりやすい図の特徴について考察する。
③錯視の原因を推察する。
④より錯覚が起こりやすい図を作成する。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

フレーザー・ウィルコックス錯視 ヘルマン格子錯視

■成果と課題
研究は生徒が案を出し，自分達で進めて行くことができた。実験結果をしっかり分析し，次の実
験につなげることができていた。また，自分達がどこまでできて，今後何を考えるべきなのか大勢
の前で発表することができた。
今後の課題としては，いつまでに，どこまで研究を進めるべきなのか具体的な計画を立てて進め
る力の育成が挙げられる。今回の研究では論文提出直前に慌てて進めることもあった。

Ⅳ．研究開発の内容

目の錯覚目の錯覚
担当者：谷畑 響 教諭（本校・数学）
生徒数：男子４名目の錯覚

私たちの身近な所に溢れている目の錯覚。その原因を解明するために研究を行った。実
際の大きさより長く見える線分ミュラー錯視，実際は止まっているのに回転して見えるフ
レーザー・ウィルコックス錯視，実際には存在しない点が見えるヘルマン格子錯視，白い
紙に色がついて見える補色残像の４つについて本校１・２年生対象にアンケート調査を行
いそれを集計した。集計結果をもとにして，原因を考察し，より錯覚が起こりやすい図形
を作ることにした。
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４．七高アカデミア

音の転送
担当者：山本 一博 教諭（本校・物理）
生徒数：男子５名

美術館や図書館にある音声の「スポットライト」。従来の装置では音声を聞く人が特定の
エリアに入って，初めて音を聞くことができる。それを，聞く人を狙って，音を直接送り届
ける仕組みの開発を目的とした。
電波の送受信で用いるパラボラアンテナや，パラメトリックスピーカーを参考にして，広

範囲に広がる人の中から，対象の人物を狙って，しかも，受信者には特定の装置を着用する
ことなしに，その人の耳に音を送り届ける装置を設計しようと試みた。
試作装置の製作には到らなかったが，音を送る仕組みは考案することができた。

■研究の流れ
導入：①研究計画を作成する。

②パラボラアンテナの仕組みについて学ぶ。
③回転楕円体の特徴と活用法について学ぶ。

研究：①パラボラアンテナ（回転放物線）を用いると，音の送受信は可能。しかし，音の送信側
だけでなく，受信側にもアンテナが必要であることが分かった。

②回転楕円体を用いた，医療器具の超音波破砕機の仕組みを学んだ。楕円は２つの焦点を
持ち，一方の焦点から出た音波は，回転楕円体の内面によって反射するともう一方の焦
点に集まる。この特徴を利用すると，受信側のアンテナは不要になることを知る。

③パラボラアンテナ（回転放物線）ではなく回転楕円体を用いるためには，焦点と楕円の
曲率が一意的であり，送信側のアンテナと対象人物（の耳）との距離や角度の調節につ
いて問題点の洗い出しと，新しい技術について調査した。

④対象人物に回転楕円体アンテナの焦点を合わせる技術として，ＩＣタグ等も活用出来る
ことを発見した。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

■成果と課題
自分たちでテーマの設定をしているため高い意欲で研究を続けられた。研究を進める中で，新し
い数学の知識を得たり，そこから生じてくる困難点を克服する方法を探る経験を通して，課題発見
能力や問題解決能力が高まったと考えられる。
５名の班員が役割を分担し効率よく研究が進められた。そのため，研究発表のためのプレゼンテ
ーションの準備なども協力し，効率よく進められた。

４．七高アカデミア

音の転送音の転送

美術館や図書館にある音声の「スポットライト」。従来の装置では音声を聞く人が特定の
エリアに入って，初めて音を聞くことができる。それを，聞く人を狙って，音を直接送り届
ける仕組みの開発を目的とした。
電波の送受信で用いるパラボラアンテナや，パラメトリックスピーカーを参考にして，広

範囲に広がる人の中から，対象の人物を狙って，しかも，受信者には特定の装置を着用する
ことなしに，その人の耳に音を送り届ける装置を設計しようと試みた。
試作装置の製作には到らなかったが，音を送る仕組みは考案することができた。

音の転送
担当者：山本 一博 教諭（本校・物理）
生徒数：男子５名
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Ⅳ．研究開発の内容

薬効成分の抽出
担当者：堀内 敬 教頭（本校・化学）
生徒数：男子２名 女子３名

自然界には薬効をもつ動物・植物・微生物など数多くの生物が存在する。人類は古くから
それらとうまく係わり，けがや病気の治療，あるいは外敵への防御手段，獲物を仕留める道
具など様々に利用している。そこで，手に入れやすい薬効成分をもつ生物として，クスノキ
とアオカビに注目し，そこから昔から私たちになじみが深い樟脳とペニシリンの抽出に挑ん
だ。樟脳はクスノキ科のヤブニッケイとクスノキで実験し，抽出方法も昇華法と蒸留法で行
った。クスノキからは蒸留法で結晶が抽出できた。しかし，ヤブニッケイではにおいだけで
結晶は得られなかった。
ここで得られた結晶について，昇華性，融点，試薬反応で樟脳と確認できた。
ペニシリンは，アオカビを育成し水溶液とし，活性炭を用いて吸着抽出した。抽出後の溶

液をロータリーエバポレーターで蒸発濃縮し，かなりの量の白色物質を得た。

■研究の流れ
導入：①薬効成分をもつ生物について調べる。

②身近にあり，実験可能な生物を検討する。
③抽出方法を検討する。
④実験計画を作成する。

研究：①薬成分を樟脳とペニシリンに決定する。
②樟脳の抽出に，ヤブニッケイとクスノキを用い昇華法，蒸留法で実験し効率を比較する。
③得られた結晶について融点，昇華性，試薬との反応等により確認実験を行う。
④ペニシリンについてアオカビからの抽出を試みる。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

■成果と課題
樟脳については，クスノキ科ヤブニッケイからは結晶を得ることはできなかった（樟脳臭有）が，
クスノキ科クスノキからは結晶を得ることができ，確認実験から樟脳と確認できた。抽出方法は昇
華法だと得られる結晶が少なく，またフラスコ底部全面に付着するので集めにくい。その点蒸留法
は冷却水の表面に結晶が析出してくるので集めやすくまた析出量も多かった。確認実験では，融点，
昇華性の他，ジフェニルヒドラジンによる呈色反応を試した。いずれも市販の樟脳と同じ結果を得
ることができた。
ペニシリンについては，ミカン，餅，ご飯，パン，寒天培地を１週間ほど放置し自然発生したア
オカビを利用した。自家製のパンが一番良く発生し，全面緑となり他のカビの混入がなかった。顕
微鏡観察では，アオカビの特徴の筆状体，胞子が見られた。ペニシリンの抽出には活性炭を用いた。
抽出結果は白い物質がかなり得られたが，その物質を用いての阻止円（納豆菌を使用）の確認まで
はできなかった。
今回は，２つの実験を順番に行ったため，後者の実験は最後の結果を出すまでに到らなかった。
２つの実験を通して基本的な実験操作や実験機器の使用方法などを習得できた。これを活かし今後
さらに探究的な研究に取り組みたい。

Ⅳ．研究開発の内容

薬効成分の抽出薬効成分の抽出

自然界には薬効をもつ動物・植物・微生物など数多くの生物が存在する。人類は古くから
それらとうまく係わり，けがや病気の治療，あるいは外敵への防御手段，獲物を仕留める道
具など様々に利用している。そこで，手に入れやすい薬効成分をもつ生物として，クスノキ
とアオカビに注目し，そこから昔から私たちになじみが深い樟脳とペニシリンの抽出に挑ん
だ。樟脳はクスノキ科のヤブニッケイとクスノキで実験し，抽出方法も昇華法と蒸留法で行
った。クスノキからは蒸留法で結晶が抽出できた。しかし，ヤブニッケイではにおいだけで
結晶は得られなかった。
ここで得られた結晶について，昇華性，融点，試薬反応で樟脳と確認できた。
ペニシリンは，アオカビを育成し水溶液とし，活性炭を用いて吸着抽出した。抽出後の溶

液をロータリーエバポレーターで蒸発濃縮し，かなりの量の白色物質を得た。

薬効成分の抽出
担当者：堀内 敬 教頭（本校・化学）
生徒数：男子２名 女子３名
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４．七高アカデミア

不燃性紙コップ
担当者：平野 敏 教諭（本校・化学）
生徒数：男子２名

料亭や旅館で紙鍋を目にすることがある。固形燃料の火が直接あたっているのに燃えずに
調理できるというものである。これには水の沸点と紙の発火点が関係している。紙の発火点
はおよそ 300 ℃，それに対して水の沸点は 100 ℃であるので，水が沸騰し続けている間は
水と触れている部分は発火点に達しないので火がつかないのである。また，製品化されてい
るものには，紙全体が燃えにくい組成に製造されているものもある。そこで，加熱により分
解され水分子を放出する水酸化アルミニウムを配合することにより，紙の耐火性を高めるこ
とができないか実験した。
紙に水酸化アルミニウムをしみこませ乾燥させたものの燃焼実験を行ったところ，ほとん

どの種類の紙で耐火性の向上が認められた。

■研究の流れ
導入：①紙の特性について学ぶ。

②水酸化アルミニウムの特性について学ぶ。
③水酸化アルミニウムの水への溶解度を上げる方法を学ぶ。
④実験計画を作成する。

研究：①紙の燃焼実験。
②水酸化ナトリウムの溶解実験。
③水酸化ナトリウム水溶液の浸透およびその紙の燃焼実験。
④調理後の水の液性の確認。

発表：論文作成とプレゼンテーション用資料作成および発表練習を行う。

■成果と課題
東日本大震災の後，生徒の被災地への援助に対する関心は高まっている。今回の実験のスタート
も，被災地の方々に簡単に暖かいものを召し上がっていただきたいという気持ちからであった。
加熱による熱分解で水分子を放出するものとして生徒がまず着目したものは消石灰（水酸化カル
シウム）であった。生石灰（酸化カルシウム）に水を加えると消石灰になるということを逆にとら
えての発想であった。ところが消石灰は水に可溶性の物質であるので，調理する際に水に溶け出す
ことになる。そこで水に不溶性の水酸化アルミニウムにも同じ性質があるのではないかと考えた。
水酸化アルミニウムは水に不溶性であるが，水酸化ナトリウム過剰の水溶液には溶ける。その水溶
液を紙にしみこませた上で耐火実験を行った。以上のことを，授業で学んだことをもとに生徒自身
が考察し実験の立案を行ったことが評価できる。また，紙鍋を折る際に，平成１６年度入学生が七
高アカデミアで行った折り紙の研究を参考にした。
今回の実験は，製品化・市販を目標に据えた企業の目標管理型の研究手法に近いのではないかと
考える。発表会においても助言者の大学教授から「出資してもいいですよ」との評価をいただいた。
この研究は後輩に引き継がれ，パルプから紙を漉く段階で不燃性物質を配合していくという方向で
すすめられている。

４．七高アカデミア

不燃性紙コップ不燃性紙コップ

料亭や旅館で紙鍋を目にすることがある。固形燃料の火が直接あたっているのに燃えずに
調理できるというものである。これには水の沸点と紙の発火点が関係している。紙の発火点
はおよそ 300 ℃，それに対して水の沸点は 100 ℃であるので，水が沸騰し続けている間は
水と触れている部分は発火点に達しないので火がつかないのである。また，製品化されてい
るものには，紙全体が燃えにくい組成に製造されているものもある。そこで，加熱により分
解され水分子を放出する水酸化アルミニウムを配合することにより，紙の耐火性を高めるこ
とができないか実験した。
紙に水酸化アルミニウムをしみこませ乾燥させたものの燃焼実験を行ったところ，ほとん

どの種類の紙で耐火性の向上が認められた。

不燃性紙コップ
担当者：平野 敏 教諭（本校・化学）
生徒数：男子２名
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５．その他 特別課外活動
ア．サイエンスツアー

対象生徒：理数科２年生
実 施 日：平成２３年１０月１３日（木）～１５日（土）
評価方法：レポート，ポスター

ねらい
科学技術立国である我が国の将来を担う科学技術系人材を育成する上で，実際に先端科
学に接する機会を持つことは非常に重要であると考える。また，多方面にわたる先端科
学や研究者との交流を通して夢や目標がより一層現実味を帯びたものに変
遷していくこと，あるいは新たに自らの方向性を見い出しそれに向けて努力していくよ
うになることも期待する。

＜実施内容＞
■事前学習
平成２３年１０月４日（火）／１０月５日（水）／１０月７日（金）
①神岡宇宙素粒子研究施設での研修に向け，研究内容や施設について学習する。
②希望した研修先である筑波研究学園都市内の各研究施設に関して学習する。
③日本科学未来館について調べ，研修計画を立てる。

■事後学習
平成２３年１０月２１日（金）
研修内容をまとめて，ポスターを作成する。

■研修先
一日目：神岡宇宙素粒子研究施設
二日目：ＪＡＸＡ筑波宇宙センター／筑波研究学園都市内の研究施設
三日目：日本科学未来館

日本科学未来館
事前学習として，４分野（技術革新と未来，情報科学技術と社会，生命の科学と人間，地球環境
とフロンティア）から特に興味のある２分野をグループ毎に選び，内容を調べ，インタープリター
（解説員）の方に質問したいこと等を記録した。
研修時には生徒達はインタープリターの方に積極的に疑問点などを尋ねていた。より高性能なロ
ボットが開発され続けている現在の目的や，実感しにくい遺伝子の発現等について分かりやすく学
べ教えてもらえる体制が整い，また，神岡宇宙素粒子研究施設で学んだ事柄とリンクするコーナー
もあり生徒の興味・関心を引いていた。
生徒の興味・関心が高く，計画していた２分野以外の分野でも研修している生徒が多かった。８
割以上の生徒が日本科学未来館での活動が有意義だったとアンケートで回答し，研修時間が短いと
考える生徒も半数いた。生徒は最先端科学の知識習得のみならず今後の技術進歩に携わりたいとい
う気持ちを高めた。自らの目標や進路を具体化するよい材料を得たと考える。

Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容
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神岡宇宙素粒子研究施設
東京大学宇宙線研究所神岡宇宙素粒子研究施設でまず，素粒子の基本的な理論について講義を受
けた。物質を構成する基本粒子の性質や，スーパーカミオカンデで検出されているニュートリノに
ついて説明を受けた。検出される粒子が宇宙線由来のミューオン
がほとんどであることや，ミューオンなどの検出を少しでも減ら
し目的であるニュートリノの検出精度を向上させるために，スー
パーカミオカンデが 1000 ｍの山の下にあること，また粒子の通
過に伴い純水中でチェレンコフ光が発生し，これを光電子増倍管
で測定していることなどを詳しく説明して頂いた。ニュートリノ
が光よりも速いという研究が発表された直後のこともあってか，
ニュートリノなど素粒子に対する生徒達の関心は非常に高く，質
問も多く出て予定時間を超えてしまった。その後，２グループに分かれてバスでスーパーカミオカ
ンデに移動した。
スーパーカミオカンデは鉱山跡に設置されたニュートリノの検出施設である。前身のカミオカン
デでの観測によって小柴昌俊博士がノーベル物理学賞を受賞している。スーパーカミオカンデは一
般には公開されていないが，ＳＳＨ指定校には希望があれば公開されており，本校では今回初めて
研修の機会を得ることができた。研修では，報道でよく見かける光電子増倍管で満たされた純水の
タンク内部を見ることはできないが，タンクの上部まで行き，実際の観測の様子を研究者の方から
説明していただいた。また検出された素粒子（ミューオンなど）がディスプレイ上でリアルタイム
に表示され，研究者の方が観測している様子の見学もできた。

初めての訪問で生徒たちがどのような反応を示すか気がかりだったが，後述の生徒アンケート結
果からも，非常に好評であったことがわかる。生徒の感想にも
「最先端の研究を行っている施設に足を踏み入れたことがとても感動的だった。」
「もう二度と見ることができないような施設を見学できてよかった。」
「ふだん入ることのできないところに入り，実際に研究者の話を聞けた。科学未来館の内容ともリ
ンクしており，とても勉強になった。」
といったように，実際に研究施設で学習できたことによる感動や，
「観測装置も素晴らしかったが，講義がとても興味深いものだった。」
「ニュートリノを観測する仕組みや，原子についての詳しい知識を学ぶことができてよかった」
「クォークやニュートリノの話など，新しい知識を得られたのが良かった。」のように，科学的な
知識や興味・関心の増加を記したものが多く見られた。
講義同様，生徒たちの関心は非常に高く，地下の施設においても様々な装置を興味深く観察し，
研究者に多く質問していた。やはり最先端の研究施設に実際に赴き，研究者から講義を受けたこと，
また実際に研究の現場で研究の様子を体験できたことは，生徒にとって非常に有意義な経験であり，
科学に対する興味・関心を高める上で大変良い刺激であったと思われる。

地下で説明を受ける様子 観測現場の様子 検出のリアルタイム表示

講義で質問をする生徒

５．その他 特別課外活動５．その他　特別課外活動
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Ⅳ．研究開発の内容

筑波研究学園都市

筑波研究学園都市班別研修先

筑波大学 理工学群 数学類 生徒 ５名 引率１名
筑波大学大学院 システム情報工学研究科 生徒 ６名 引率１名
(独)物質・材料研究機構 生徒 ６名 引率１名
(独)医薬基盤研究所 霊長類医科学研究センター 生徒 ６名 引率１名
国土地理院 地図と測量の科学館，(独)農業生物資源研究所 生徒 ６名 引率１名
(独)理化学研究所筑波研究所 生徒１０名 引率１名

■筑波大学 理工学群 数学類
講義では，北極星を見上げたときの角度から北緯を求めるなど

の天文学的な話や，微分学ができるまでの中世ヨーロッパの歴史，
物理学的な法則の話を交え，高校での数学の授業とは異なった視
点から微分学についての話をしていただいた。
生徒の感想に「数学を数学の中だけでなくいろいろな方向から

考えるという姿勢がとても勉強になった。」とあり，微分学につ
いて理解を深め，より興味を持ったようである。

■筑波大学大学院 システム情報工学研究科
水谷孝一教授から大学の工学部と理学部における研究スタンス

の違いを聞き，大学での研究に関して理解を深めた後，学部生に
よる研究についてのプレゼンテーションを受けた。実際に学会で
発表しているものを眼にすることができ，大きな刺激となった。
次に実際に研究室や無響室を見学しコンピュータを使っての音の
解析実験を体験することができた。
生徒の感想には「印象に残ったのは「無響室」です。音が反響

しない。とても興味がありました。他にはギターを弾いたときの
実際の弦の振動の形が思っていたのと異なっていた点が印象に残
りました。」とあり，音響についての興味・関心が高まったようで
ある。

■(独)物質・材料研究機構
先端産業に関わる科学技術の学習を目的に，「金属材料引張実験」
「超合金」「金属疲労」「超伝導材料」について講義を受けたり，
見学を行ったりした。「超合金」の講義では航空機等に使用される
タービン開発で使用された合金について学習した。耐熱性や耐腐
食性，対クリープ性といった様々な特性を，いくつもの金属を組
み合わせることによって開発できることを学んだ。
生徒の感想には「金属ってひとことで言えるけれど，それにた

くさんの人が関わって研究しているのは侮れないなと思いました。」
とあり，金属について深く理解したようである。

金属材料の実験

無響室の見学

講義の様子

Ⅳ．研究開発の内容
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■(独)医薬基盤研究所 霊長類医科学研究センター
講義では，サルは他の動物より①寿命が長い②月経周期が人間

と近い③人間と共通の感染症にかかるという理由から人間の医療
に関わる研究，実験に用いられていることを学んだ。現在，セン
ターには約 2,000 頭のカニクイザルが動物倫理に充分配慮されて
維持管理されている。大規模繁殖コロニーを維持することで，自
家繁殖による未感染サルを確保でき，新規サルを導入せずに維持
管理できる。施設見学では，サルに対しても人に対しても安全管
理と衛生管理が徹底されていることが肌で感じられた。医薬品開
発だけではなく万能細胞を利用することの安全性の研究等も行われ，人を守るため，生態系を守る
ための研究がされていることが感じられた。
生徒は当初，サルを実験に用いることへの抵抗感もあったが，感想に「ワクチンはサルなどでの
実験を通して作られているとわかり，私たちは感謝しなければならないと思った。」とあり，その
必要性や管理システムを学ぶことで，研修後には科学的な視点からみた意識へと変容したことが分
かる。

■国土地理院 地図と測量の科学館
地形図や測量技術に関する展示を行っている。最初に過去から

現在までの地形図を見ることができる装置について詳しく説明し
ていただいた。また先の東日本大震災で国土地理院が撮影した津
波被害の空撮写真などが特別展として多く展示されており，生徒
たちは熱心に観察していた。実際に測量機器を扱う展示もあり興
味深く体験することができた。

■(独)農業生物資源研究所
まずは遺伝子組換えシルクを用いた様々な衣類等の紹介をして

いただいた。紫外線などの光を当てることで発色が変わるウェデ
ィングドレスなどの説明があり，生徒たちは大変興味深く聞き入
っていた。続いて研究者の方々より研究内容について解説を受け
た。遺伝子組換えカイコの繭から医療用の素材を作る研究や，ス
ズメバチの繭を用いた素材の研究など，生物資源が多様な分野で
用いられていることに生徒は感銘を受けた様子だった。研究室で
は，研究用のカイコや繭から取り出した新素材を生徒が直接手に
取ることができた。また実験用のマウスも見ることができ，こうした実体験を通して生物資源の研
究がどういうものかよく理解できたようであった。
生徒の感想には「実際の研究所を見て，本当に細かい分野の研究が行われていることに驚いた。
研究者は皆，カイコとスズメバチが好きなんだと感じたし，その研究を楽しそうにしていた。」と
あった。

手術室の見学

過去の地形図

カイコの観察

５．その他 特別課外活動５．その他　特別課外活動
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■(独)理化学研究所筑波研究所
バイオリソースセンターの概要についての説明，Ｐ４レベル実験

室（最も危険な病原体を研究する施設）の見学，研究室見学，研究
者の方によるジャスモン酸（植物ホルモン）の働きについての講義
を聞いた。研究室では，ＡＢＣモデルの観察として，遺伝子組換え
によって，花の器官のいずれかがなくなったシノイヌナズナを実際
に見せていただいた。生徒の感想に「遺伝子組換えによって，がく，
花びら，めしべ，おしべなどを作らないで植物を育てる実験に興味
がひかれ，とても貴重な話を聞けた。」とあり，普段見ることができない物を見せていただい
たことで，より興味・関心が高まったようである。

ＪＡＸＡ筑波宇宙センター
筑波宇宙センターは，人工衛星やロケットなどの研究開発，人工衛星の追跡や管制など，日本の
宇宙開発の中心機関として機能している。国際宇宙ステーションの日本実験棟「きぼう」の開発や
耐用試験，また宇宙飛行士の選抜や養成，訓練も行われている。
展示施設には日本実験棟「きぼう」の実物大モデルや，これま

での人工衛星などが多く展示されており，多くの生徒が興味深く
観察していた。
筑波宇宙センター研修における最大の活動は，宇宙飛行士の模

擬訓練・体験である。これは国際宇宙ステーションに滞在する宇
宙飛行士の選抜や訓練に使われる設備を利用した体験ができるも
のである。生徒は３つのグループに分かれ以下の模擬訓練に参加
した。
①閉鎖環境適応模擬訓練
閉鎖状態の部屋で，宇宙飛行士の共同作業の訓練を模擬体験す
る。
②緊急対処模擬訓練
国際宇宙ステーションでの緊急事態を想定した事故処理の訓練
を模擬体験する。
③船外活動模擬訓練
「きぼう」の船外活動設備の実物大模型で船外作業を模擬体験
する。
いずれもこれまでの宇宙飛行士が経験した訓練であり生徒たちは熱心に活動に参加していた。生
徒の感想にも
「実際に宇宙飛行士の最終選考に使用した施設で選考の問題に挑戦できたことがよかった」
「宇宙飛行士が訓練を行った設備を使って模擬訓練をすることができたのでよかった」
のように，本物を体験できた喜びを記したものが多かった。

シロイヌナズナの観察

模擬訓練の様子

展示に見入る生徒

Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容
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５．その他 特別課外活動

＜成果＞
■対象生徒によるアンケートの結果より
質問１．先端科学に接することができましたか。

質問２．研修先で一番良かったところを１つ選び，その理由を答えてください。

最もよかった研修先 獲得票 理由（一部）

ＪＡＸＡ 筑波宇宙センター １５ 最先端の科学で宇宙に挑戦するというのがとてもかっこよか
った。人間の宇宙への進出を学べて良かった。
ニュートリノの調査法やチェレンコフ光等，インターネット

神岡宇宙素粒子研究施設 １０ で調べただけでは理解できなかったことも講義によって理解
できた。質問することで自分の疑問が解消されてよかった。
実際の研究所を見て，本当に細かい分野の研究が行われてい

筑波研究学園都市 ７ ることに驚いた。
水素だけを通す膜や超伝導といった先端科学にふれることが
できた。
タッチパネルのしくみについて詳しく説明してもらい，興味
深かった。また，すぐに質問できる人が近くにいて，理解し

日本科学未来館 ６ やすかった。
高度な科学技術ばかりで大変興味深い。全ての分野について
見たかった。課題研究の参考にもなった。

１名を除き全ての生徒が先端科学に接することができたと回答している。研修先についての評価
は分散しており，普段触れにくい分野の学習が多いため，生徒それぞれの興味・関心に応じた結果
となっていると考える。

＜課題と対策＞
課題 ①事前学習の充実
事前学習を行ったため充実した研修となったという意見に対し，もっと事前学習に時間をかける
必要があったとする生徒もいる。事前学習を，「施設や研究について調べる」といった内容から
「チェレンコフ光について調べる」「はやぶさについて調べる」等の具体的項目を挙げるなど実施
内容を改善する必要がある。

課題 ②行程や研修時間の再検討
ＪＡＸＡ筑波宇宙センターおよび日本科学未来館の見学時間が短いという意見が半数の生徒から
出た。日数を増やしてでも研修にかける時間をとりたいという生徒もいる。充分な研修時間を確保
しつつ，生徒に負担がかかりすぎない日程が可能か，再度検討する。

＜評価＞
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

89% 8% 3%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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Ⅳ．研究開発の内容

イ．臨海実習

対象生徒：第１学年
実 施 日：平成２３年６月１７日（金）～６月１９日（日）
実施場所：金沢大学臨海実験所
講 師：鈴木 信雄 准教授

（所属：金沢大学環日本海域環境研究センター）
評価方法：プレゼンテーション内容

仮説とねらい
第一線の研究者による講座，実習を通して生物学の最先端について学習する。能登半島の
海産無脊椎動物について体験的に学ぶことで，生物学についての知識を深め，自然を視る
眼や科学的な視野を養うことを目的とする。また，フロンティアサイエンスでは講座毎に
レポートを提出することになっているが，本講座ではレポートではなくグループごとに分
かれて研究を行い，その成果を発表する形式をとることで，生徒の意欲を引き出すととも
に，プレゼンテーション能力を育成する。

＜実施内容＞
■事前学習
①臨海実習の日程や注意事項，評価方法についての説明。
②校内講師による生物多様性についての講義。
（種の定義／学名の決まり／分類の方法／系統樹とは）
■現地実習（２泊３日）
講義「海産無脊椎動物の分類と進化」・「日本海における芳香族炭化水素の分布」
臨海実験所付近の海岸で実際に採集される生物を中心に，原生生物から脊索動物に到るまで，分
類とともに学んだ。鈴木准教授の講義は生物の特徴をわかりやすく，個々の特異な性質に触れなが
ら興味深い形で展開され，生徒は生物の多様性と進化について理解を深めていた。また，海洋の汚
染や「キンギョのウロコを使っての宇宙実験」についても学び，海洋学への興味を高めていた。
磯採集実習および採集物の観察・同定・分類
姫海岸で磯採集実習を行った。生徒はケガを防ぐために長袖長ズボンを着用し，靴を履き，軍手
をつけて採集した。講義後で意欲に満ちた採集である。１度着衣が濡れてしまうと，その後は全く
気にせずに採集に打ち込んでいた。１時間半程度の採集であったが，海岸線近くで採集する生徒や，
浅瀬を進んで採集する生徒もおり，多くの生物が採集できた。
採集生物は実験施設に持ち帰り，図鑑などで同定し，観察や記録を行った。採集時には気がつか
なかった生物が海藻や石にも付着しており，興味を持って観察していた。各班のデータを集めて見
ると，おおまかな分類で，刺胞動物・軟体動物・棘皮動物など８つの門に属する約４０種類の生物
が確認された。
さらに，各班で研究テーマを決め，テーマに沿った研究，実験を行った。
標本室の見学
実験所の一室にある標本室を見学した。施設の技官や大学院生から標本生物の名称や特徴等を教
えていただいた。生徒は棚に収納してある標本についても質問をしたり，いくつもの標本に触れた
りしながら生物の多様な形態について理解を深めた。

Ⅳ．研究開発の内容
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５．その他 特別課外活動

成果発表
生徒は各班ごとに研究テーマを決め，発表を行った。１０分間の発表時間であったが，生徒らは
夜遅くまで発表用のポスターを作成し，発表練習をするなど，大変意欲的に取り組んでいた。発表
は，寸劇を取り入れたり，段ボールで模型を作ったりと，生徒の創意工夫が発揮されていた。

＜成果と課題＞
生徒たちにとって海産無脊椎生物を採集し，観

察することは初めての経験で，自然への興味・関
心はたいへん高まり，生徒は数多くの質疑応答を
した。（グラフ参照）。またグループ発表を取り入
れることで，学習意欲が向上し，班員との協力姿
勢が身に付いた。更には発表力の向上という新た
な目標も見つけ，ねらいは達成された。

以下は生徒の感想である
・自分で採集し，実際に見て触る体験をしたことで，図鑑で見るよりも海の生き物について正確に
知ることができた。
・磯の生物はグロテスクな印象があったが，知れば知るほど興味がわき，触ることへの抵抗がなく
なって，最後には磯の生物に対して好意的な気持ちを持てるようになった。
・グループ活動の様々な場面で協力して取り組むことができ，有意義だった。
・普段は見聞や考えを文章にしてレポートを書いているが，発表形式で伝えるという違った体験が
できてよかった。

＜評価＞
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

磯採集での様子 採集した生物の分類 顕微鏡での観察

標本室の見学 研究発表の様子 最優秀発表のポスターと模型

0 5 10 15 20
( )

質問回数

５．その他　特別課外活動
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Ⅳ．研究開発の内容

ウ．ＳＳＨ成果発表会

対象生徒：理数科１年生，理数科２年生
実 施 日：平成２３年１２月９日（金）
実施場所：石川県立七尾高等学校視聴覚教室等
講 評：石田 啓 教授（所属：金沢大学理工研究域）

土川 啓 主査（所属：星の観察館 満天星）

ねらい
本校ＳＳＨ事業において，生徒は「能登を科学する」を基本方針に多くの科学技術に関
する知識を学んできた。学校設定教科「フロンティアサイエンス」や学校設定科目「ス
ピークサイエンス」，課題研究「七高アカデミア」，シンガポール海外研修で得たこと
をまとめ，発表することで，課題発見能力や問題解決能力，プレゼンテーション能力等
の育成を図る。

＜実施内容＞
公開授業：理数科１年生 スピークサイエンス「シンガポールについて調べよう！！

－ All about Singapore－」
理数科２年生 フロンティアサイエンスⅡ「アルカリ金属元素」

口頭発表：理数科２年生代表者 シンガポール海外研修報告
ポスターセッション：理数科１年生 フロンティアサイエンスⅠ ８グループ

理数科２年生 課題研究「七高アカデミア」 １２グループ
エ．校内課題研究発表会

対象生徒：理数科１年生，理数科２年生，普通科理系２年生
実 施 日：平成２３年１１月１８日（金）
実施場所：石川県立七尾高等学校視聴覚教室
講 評：石田 啓 教授 （所属：金沢大学理工研究域）

鈴木 信雄 准教授 （所属：金沢大学環日本海域環境研究センター）

ねらい
課題研究「七高アカデミア」では，数名のグループに分かれて各自で設定した研究テー
マについて実験・観察を重ねてきた。その成果をまとめ，論文およびプレゼンテーショ
ンを作成する。さらに，大勢の前での発表・質疑応答を通して，プレゼンテーション能
力および，コミュニケーション能力の育成を図る。

＜実施内容＞
理数科２年生およびＳＳＣ部員の課題研究の発表を行った。今年度は初めてＳＳＣで研究を重ね
た普通科理系２年生の生徒１名も加わり，１３グループが発表した。聴衆は発表を聞き，発表態度
や研究内容の独創性，論理性，質問への対応など９個の評価項目について評価した。この会は，石
川県スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会の代表選考会も兼ねており，２グループが本
校代表として選出された。

Ⅳ．研究開発の内容
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５．その他 特別課外活動

オ．コンピュータ講座

対象生徒：理数科１年生
実 施 日：平成２３年７月２１日（木）～２９日（金）１３：００～１４：３０
実施場所：石川県立七尾高等学校コンピュータ室
評価方法：ポスター

ねらい
フロンティアサイエンスⅠのポスターを作成し発表することによって，ポスター作成の
技法を身に付け，成果を簡潔にまとめることによって，内容を整理し理解を深める。

＜実施内容＞
５人ずつの８グループに分けてＡ０ノビサイズのポスターにまとめた。以前から本校で用いてい
るフォーマットを用いて Word2003 で作成した。内容は担当の教員が確認し指導を行った。ポス
ターセッションのためのポスター作りの技法や，画像の加工，画像の貼り付け方，グラフの作り方
などについても指導を行った。

＜成果と課題＞
夏季補習の午後を利用してポスター作成を行った。成果発表会を初めとする各種行事に向けてポ
スター作成をした。成果発表会ではそのポスターを利用して，ポスターセッションを行い，質疑応
答にも対応できるようになった。
フロンティアサイエンスⅠの講義内容は専門性が高く，講義後にレポートを作成しているものの，
基礎知識が不足しており学習内容の理解が充分でないために，内容の整理や理解にかなりの時間を
要した。また講座内容によっては実験結果の検証が充分にできないものもあった。しかし，理解が
増すにつれ筋道をたてて物事を考え，科学的に考察したり科学的に探究しようとする力をつけるこ
とができるようになった。
学校行事の準備

や部活動などとの
兼ね合いも図りつ
つ，時間をうまく
使ってポスター作
成ができ，充実し
た講座となった。

生徒がつくったポスター例

 
 
 
 
 
 

何事においても基礎は大切である。例えば数学では基礎がで
きていなければ応用問題を解くことは不可能だろう。また、科
学においても基本的な操作ができなければ難しい実験を成功さ
せることは不可能である。 
そこで、この講座ではオオカナダモの原形質流動の観察を通

して科学実験の基礎を学んだ。 

  光学顕微鏡，スライドガラス，カバーガラス，ビーカー，ピ
ンセット，ストップウォッチ，接眼ミクロメーター,対物ミクロ
メーター,オオカナダモの葉,スポイト 

 

Ⅰ 顕微鏡の用意 
① 顕微鏡を箱から取り出し、        
接眼レンズ(×10)の中に
接眼ミクロメーターをい
れてセットする。 

② 対物レンズ(×10 と×40)
をセットする。 

③ ステージに対物ミクロメ
ーターをセットする。 

④ 対物レンズ(×10)、(×40)
でそれぞれ観察し、   
接眼ミクロメーター1 目盛りの長さを求める。 

 
Ⅱ プレパラートの作成 
① あらかじめ採取しておいたオオカナダモの葉をピンセッ
トで一枚取る。 

② 裏側を上にくるようにしてスライドガラスに置き、  
水を落としてカバーガラスをかぶせる。 

 
Ⅲ 原形質流動の観察・速度を求める 
① ステージにⅡで作ったプレパラートをセットし、   
原形質流動をしている細胞を探す。 

② 細胞がみつかったら、顕微鏡の視野の中心にくるように
プレパラートを動かし調節する。 

③ 接眼ミクロメーターの向きを、流動の速さが計りやすい
ように調整する。 

④ 流動している葉緑体の中からひとつを選び、接眼ミクロ
メーター上で任意の目盛り間を移動するのに要した時間
をストップウォッチで測定する。 

⑤ 測定は 3 回行い、速度の平均(μm/秒)を求める。 
 
 

Ⅰ④  
接眼 
レン
ズの
倍率 

 
対物レンズ
の倍率 

2 点 間 の 
接眼ﾐｸﾛﾒｰﾀ
ｰの目盛り
数 

2 点 間 の 
対物ﾐｸﾛﾒｰﾀ
ｰの目盛り
数 

接眼ﾐｸﾛﾒｰﾀｰ 
1 目盛りの長さ
(μm） 

10 10 10 10 10μm 
40 20 5 2.5μm 

Ⅱ⑤ 
接眼 
レン
ズの
倍率 

対物 
レン
ズの
倍率 

 
測定 
回数 

 
ﾐｸﾛﾒｰﾀ
ｰの目
盛り数 

 
所要 
時間
(秒) 

 
移動 
時間
（μm） 

 
流動速
度(μ
m/秒) 

平均流
動速度 
(μm/
秒) 

 
10 

 
40 

1 回目 5 9 12.5 1.38  
1.103 2 回目 5 14 12.5 0.89 

3 回目 5 12 12.5 1.04 
 

 原形質流動とは、細胞の中の
核と細胞質が流れるように動く
現象のことである。 
エネルギーを必要とするため、

生きている細胞でしか観察する
ことができない。 
オオカナダモの葉やムラサキ

ツユクサのおしべの毛で観察さ
れる。 

 原形質流動を観察していると、基本的にどれも遅かったのだが、
一部目に見えて速いものもあった。しかし、それがなにによって
そうなっているのかは分からなかった。気温、湿度、日光など環
境条件の問題なのだろうか？それとも細胞の種類によるものだっ
たのだろうか？それとも、他の要因があったのだろうか？（真実
は、ぜひ皆さんの目で確かめてほしい。） 

 
 

 食事は、人間が生きていくために欠かせない行動である。ここでは、
食事と深いかかわりがある人の味覚や『おいしさ』について考える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 基本味は味細胞で感じる。旨味や苦味、甘味は呈味物質が受容体
レセ プ タ ー

（タンパ

ク質）と結合することによって脳が味を感じる。酸味や塩味はイオンがイオ
ンチャネルを通過することによって脳が味を感じる。 
≪※呈味物質＝味のもととなる物質≫ 
≪※イオンチャネル＝特定のイオンを一定方向に通過させる通路≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆閾値☆ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

☆味の相互作用☆ 
主に５つに分けられる。 
①相乗効果 
複数の旨味物質を併用すると、旨味が飛躍的に強くなる。 

 ②対比作用 
   ２つの味が存在する時に、一方の味が他方の味を強める。 
 ③抑制効果 
   ２つの味が存在する時に、一方の味が他方の味を弱める。 
 ④変調現象 
   例））濃厚な食塩水を味わった直後に水は甘く感じる。 
 ⑤順応現象 
   例））甘いケーキを続けて食べると、甘味の感度が鈍る。 
 
 
☆不思議な味の組み合わせ☆ 
味覚センサーによる実験 
味覚センサー 

 人間の舌と同じように味を分析し、味を数値で表現する装置 
 
『キュウリ＋ハチミツ』  ⇒『メロン』 
『プチトマト＋ハチミツ』 ⇒『イチゴ』 
『麦茶＋牛乳＋砂糖』   ⇒『コーヒー牛乳』 
『ヨーグルト＋豆腐』   ⇒『レアチーズケーキ』 
『イカの塩辛＋生クリーム』⇒『ショートケーキ』 
『牛乳＋たくあん』    ⇒『コーンスープ』 

 
・・・など 

 
 

 

 ただ「おいしい」と感じているだけのように思えるが、味覚にはさまざま
なしくみがある。『味』を組み合わせて新たな『味』を作り出し「おいしい」
と感じさせることは簡単そうに見えてとても難しいことなのだ。 
 また、ほぼ同じ味でもまったく違う味のように感じることがある。それは
基本味以外の『おいしさ』の要素が関係しているのではないかと考える。 
  

  
 

 

  
 

『おいしさ』

基本味 
「甘味」「酸味」「塩味」 
「苦味」「旨味」  

味
「辛味」「渋味」  

風味  
「こく」「あつみ」 
「広がり」「香り」  

食味  
「色」「テクスチャー」 
「温度」「形状」「光沢」  

「食習慣」「生体内部環境」「外部環境」 

受
容
体

■
呈
味
物
質

● 

イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル

イ
オ
ン
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Ⅳ．研究開発の内容

カ．科学系部活動の活性化・科学オリンピック等への応募
＜スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）＞

対象生徒：全学年
実施時間：月曜日放課後または休日を利用し，主体的に活動

ねらい
科学系部活動として，スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）の活動を行っている。１・
２・３年理数科全生徒および普通科の希望者が所属し，１年生の活動が２年生の課題研
究へ繋がるような活動を目指している。生徒が中心となり主体的に活動することで，事
象を科学的に探究する科学的思考力と創造性や独創性が育つことが期待される。

分析化学
担 当 平野 敏 教諭（本校）
生徒数 男子５名，女子４名

■概要
化学への興味・関心を高め，次年度の課題研究「七高アカデミア」につなげることを目的に，さ
まざまなグループ実験を行った。中でも「酸化還元反応」に興味を持った生徒が，「振動反応」や
「平面振動反応」をテーマに研究を開始した。また，普通科から参加している生徒が石川地区中学
高校生徒化学研究発表会に参加し，実験や研究の発表と投稿を行った。
■成果
広く化学現象について学習することで，興味・関心が高まるとともに，知識を得ることができた。
また，発表会に参加することで，報告書の書き方やプレゼンテーションのしかたなどが身に付いた。
■課題と対策
活動が単年度限りのものであり，実験の継続性がない。上級生が下級生を指導する等の縦のつな
がりをつくりたい。また，普通科への普及についても，前年度に比べて広がりを見せることができ
なかった。

天文科学
担 当 大井 智彦 教諭（本校）
生徒数 男子５名，女子２名

■概要
天体望遠鏡の操作方法と観測技術の習得を目的に太陽黒点観

測，木星・金星・月の観測を行った。また，星の観察館「満天星」
の協力で，観測方法や天文学の学習会を開催した。
■成果
望遠鏡の操作方法を学び，さまざまな天体を望遠鏡に導入でき

るようになった。観測を通して，金星が月のように満ち欠けがあ
ることも体験した。また，天候のため観測できなかったが，月食
についても学習した。
■課題と対策
太陽黒点観測以外の観測会や学習会をより活発化させて，活動内容を課題研究に発展させる。

太陽観測

Ⅳ．研究開発の内容
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５．その他 特別課外活動

数学研究
担 当 高橋 玄季 教諭（本校）
生徒数 男子５名，女子３名

■概要
学校設定科目「スーパー数学ゼミ」と連動して，ジュニア数学オリンピックや日本数学オリンピ
ックの問題を解いた。
■成果
数学オリンピック，ジュニア数学オリンピックの予選問題などを演習することによって，難しい
問題に真正面からじっくりと取り組む学習姿勢を身に付けることができた。
１０月頃から，数学オリンピック予選受験者全員（４７名）を対象に，過去問の演習を中心とし
た添削を行った。地区予選通過者はいなかったが，Ｂランク１３名（昨年度は６名，１年生理数科
４名・普通科２名，２年生理数科３名・普通科４名）となった。
■課題と対策
一人ひとり問題に取り組ませことが多かったが，グループで学習を行う生徒もおり，より理

解が深まったのではないかと思われる。全体的に，発表の場面が少なかったため，その点での
工夫も必要である。本校では，日本数学オリンピックにおいて，過去に予選通過者が１名いる
が，その後は続いていない。２人目の予選通過者を出すことが課題である。前年度の成績優良
者を個別に添削するなど，年間を通した計画的な指導やそのための教材開発が必要である。

生物研究
担 当 内山 理恵 教諭（本校）
生徒数 男子６名，女子４名

■概要
生物学への興味・関心を高め，基本的な実験技術を身に付けるこ

とを目的に，１～２時間程度の実験を複数回行った。行った実験は
①スライムをつくろう！ ②アサリの精子の観察
③チリモンを探せ！ ④果物に含まれる酵素の実験
⑤葉脈標本作製 ⑥人工イクラの手法でつくる匂い玉
以上の６つである。また，補助員として「第６回小学生数学理科教
室」に参加し，小学生を相手に実験の説明や指導を行った。
■成果
アサリの精子の観察は，生徒が希望した実験である。実験回数は少なかったが，生徒が希望する
実験を取り入れることで，実験に対して主体的に活動する姿勢が例年より強かったように感じる。
■課題と対策
１月からは来年に向けた課題研究のテーマを決め，研究計画を立てるなど本格的に課題研究に取
り組み始めたため，実験回数を確保することができず，昨年行った Web ページ作成をすることも
できなかった。来年度以降も１月から課題研究を開始することを考えると，実施内容を精選し，限
られた活動回数の中で創造性や独創性を育む活動にしていく必要がある。また，生物学オリンピッ
クには充分な事前指導ができていないので，ＳＳＣの中で２・３年生を中心に過去問を解くなどの
練習を行っていきたい。

アサリの精子の観察

５．その他　特別課外活動
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Ⅳ．研究開発の内容

電気情報
担 当 今村 利英 教諭（本校）
生徒数 男子８名

■概要
前期は情報分野，後期は電気分野の活動を行った。情報分野ではコンピュータシミュレーション
の手法を学び，様々な現象を解析した。電気分野では電子工作の基本を学び，ゲルマニウムラジオ
を製作した。またオシロスコープを用いて様々な電気波形の観察を行った。
■成果
情報分野では，生徒が様々な運動の様子をシミュレーションした。物理現象の解析方法の１つと
してのプログラミングの有効性を理解することができた。電気分野ではゲルマニウムラジオのルー
プコイルを各自のアイディアで製作した。生徒の独創性を活かすことができた。電気波形の観察で
は，スピーカーの音波を電気信号によって確認するなど，基本的な測定技術を習得することができ
た。
■課題と対策
情報分野のシミュレーションは，２年生で習う物理の要素を多く含んでいる。このため，運動に
関する学習を先取りし，シミュレーションなどをするような流れで行うと効果的である。電気分野
においても同様で，２年生のフロンティアサイエンスⅡでの講座に発展的につながるような工作や
測定を取り入れていきたい。

＜科学オリンピック等への応募＞

対象生徒：全学年 希望者

ねらい
各種団体が主催する科学オリンピックにも意欲的に参加する。難問に挑戦することで
モチベーションの高揚が期待できる。

日本数学 物理 化学 生物学
オリンピック チャレンジ グランプリ オリンピック

参加生徒数 ４７名 ３９名 ９５名 ２５名

日程 １月９日 ５月(実験課題) ７月１８日 ７月１７日
６月１９日

場所 七尾高校 七尾高校 金沢大学 七尾高校
理数科だけでなく普通科の生徒にも科学オリンピックの存在が認知され，多くの

成果 生徒が参加するようになった。化学グランプリでは，銀賞１名，銅賞１名を獲得
した。
化学グランプリの結果は，参加者の増加と事前指導の成果と考えられる。このよ

課題 うな結果が他のコンテストでも出せるよう，事前の指導を充実させていく必要が
ある。

Ⅳ．研究開発の内容
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６．研究交流およびＳＳＨ事業の普及
ア．日本分子生物学会シンポジウム「金沢２１世紀美術館でサイエンス！」
■参加：本校理数科１，２年生８０名
■日時：平成２３年４月２４日（日）
■場所：石川県金沢市 金沢２１世紀美術館
■概要：元ＮＨＫ解説委員小出五郎氏と大阪大学教授近藤滋氏の講演を聴き，質疑応答をかわし

た。

イ．金沢大学・ＪＡＸＡ連携シンポジウム「金沢発，宇宙への夢★きぼう」
■参加：本校生徒希望者１５名
■日時：平成２３年７月２日（土）
■場所：石川県金沢市 金沢市文化ホール
■概要：ＪＡＸＡ宇宙飛行士野口聡一氏はじめ研究員の方々の講演を聴き，質疑応答をかわした。

ウ．夢を語り合おう 親子ドリームプロジェクト
■対象：市内小学生・中学生と保護者
■日時：平成２３年７月３日（日）
■場所：石川県七尾市田鶴浜町 サンビーム日和が丘
■概要：学校紹介で理数科１年生２名がＳＳＨの取組をプレゼンテーションを用いて紹介した。

２年生理数科４名は屋外ブースでジャンボシャボン玉およびスライム作りの実験を行っ
た。

エ．七尾高校体験入学
■対象：２５中学より３６７名参加
■日時：平成２３年７月２６日（火）
■場所：本校
■概要：①生徒によるプレゼンテーション 「ＳＳＨ活動の説明」

②体験学習
数学５講座（色々な和，確率，円の描く図形，一刀切り，三角形の五心）
理科４講座（重力と静電気，色の化学反応，ＤＮＡのペーパーモデル，ＤＮＡの抽

出）
③天体観測室見学

オ．平成２３年度中学生の科学教育推進事業 中学生サイエンスフェア
■対象：能登地区の中学生
■日時：平成２３年８月２日(火)中能登会場，８月８日(月)奥能登会場
■場所：コスモアイル羽咋(中能登会場)，のとふれあい文化センター(奥能登会場)
■概要：理数科生徒が計画した科学実験を中学生が体験した。

中能登会場「不思議な半透膜卵」理数科１年５名参加
「いろいろな音の波形を観察しよう！」理数科１年７名参加

奥能登会場「音波を見てみよう」理数科１年４名，２年２名参加

６．研究交流およびＳＳＨ事業の普及６．研究交流およびＳＳＨ事業の普及
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カ．金沢大学 理学の広場 ～夏休み高校生のための理学体験セミナー～
■参加：本校理数科及び普通科１，２年生４７名
■日時：平成２３年８月１０日（水）
■場所：金沢大学
■概要：数学体験セミナー「数列の織りなす不思議な世界」

物理体験セミナー ｢光を知る・測る・操る～光の正体にせまる～」
化学体験セミナー「振動反応～リズム反応～」
生物体験セミナー「ミトコンドリア DNAの抽出～ゾウリムシ編～」
地学体験セミナー「地球の不思議を探ろう」

キ．平成２３年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会
■参加：本校理数科３年生３名（ポスターセッション１グループ）
■日時：平成２３年８月１１日（木）～１２日（金）
■場所：兵庫県神戸市 神戸国際展示場
■概要：「タンポポの外来種と在来種の違い」のグループが，ポスターセッションを行った。

ク．第６回小学生数学理科教室
■対象：市内小学生と保護者
■日時：平成２３年８月２０日（土）
■場所：本校理科実験室／天体観測室／コンピュータ室
■概要：午前の部 物理実験「自作電池で発光ダイオードを光らせよう」

生物実験「果物 inゼリーはできるか？～酵素パワー～」
午後の部 化学実験「化学の不思議な世界をのぞこう」

数学演習「折り紙を折って切るとどんな形？」
夜間の部 天体観望会（天候不良のため中止）

ケ．マスフェスタ
■参加：本校理数科２年生３名
■日時：平成２３年８月２７日（土）
■場所：大阪府大阪市 ドーンセンター
■概要：大阪府立大手前高等学校が主催する全国規模の数学の課題

研究発表会である。七高アカデミアで研究した「あみだく
じ」の研究について口頭発表およびポスターセッションを
行った（研究内容についてはＰ．６３参照）。大学レベル
の高度な研究が多く，非常に刺激を受けた。大学教授の先
生方からは，大学レベルの内容に発展することにチャレン
ジしてほしいというご助言を頂き，七尾に帰った後，大学
で学習する固有値，固有ベクトルを利用してより発展的な
研究にすることが出来た。

ポスターセッション

発表風景

Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容
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６．研究交流およびＳＳＨ事業の普及

コ．七高祭参加
■参加：理数科１年生（４０名）
■日時：平成２３年９月２日（金）
■場所：石川県立七尾高等学校第１体育館
■概要：サイエンスショーを全校生徒の前で披露した。

サ．中学校文化祭出演
■参加：理数科１年生（４０名）
■日時：平成２３年９月１０日（土）
■場所：七尾市立御祓中学校体育館
■概要：サイエンスショーを中学生の前で披露した。

シ．第３９回全国理数科教育研究大会
■対象：全国理数科設置校の教員
■日時：平成２３年９月２９日（木）～３０日（金）
■場所：兵庫県神戸市 神戸ファッションマート
■概要：「科学的に探究する能力と創造性を育成する理数科教育～新学習指導要領の円滑な実施

を目指して～」を研究主題とし，分科会（総合部会・数学部会・理科部会），全体会に
参加した。

ス．七尾高校理数科体験入学
■参加：１７中学より６４名・理数科１年生３９名
■日時：平成２３年１０月１日（土）
■場所：本校
■概要：①生徒によるポスターセッション「ＳＳＨ活動の紹介」

②体験学習 ８講座（数学２，物理２，化学，生物２，英語）
③理数科１年生と中学生の交流会（昼食会）
④天体観測室見学

セ．金沢大学創基１５０年記念「講演会・シンポジウム」シリーズ
金沢大学大学理工学域数物科学類シンポジウム「共生する数学～社会と数理科学の接点～」

■参加：本校理系・理数科２年生４名
■日時：平成２３年１０月９日（日）
■場所：石川県金沢市南町 香林坊プラザホール
■概要：一流の数理科学者の方々が， 数学理論が社会の中でどのうように寄与できるのか，ま

た寄与しているのかの講義を受けた。

６．研究交流およびＳＳＨ事業の普及



ー 84 ー

Ⅳ．研究開発の内容

ソ．石川県教育センター研修
■対象：県内の中学校・高等学校の理数系科目担当教員
■日時：平成２３年１１月２日（水）
■場所：本校
■概要：学校設定科目「フロンティアサイエンスⅡ」でのＮＵＳハイスクールの生徒との合同授

業を公開し，新教育課程に対応した理科授業の工夫について研究協議をした。

タ．いしかわ教育ウィーク 学校公開 七高理数教室
■対象：一般市民，ＮＵＳハイスクールの生徒
■日時：平成２３年１１月５日（土）
■場所：本校第１講義室
■概要：科学教室「葉脈標本」

チ．科学の甲子園代表選考会
■対象：石川県内高校生
■日時：平成２３年１１月６日（日）
■場所：石川県立いしかわ特別支援学校
■概要：本年度より４７都道府県の代表校によって「科学の甲子園」全国大会が実施される。

本校より理数科１年，２年，普通科２年の３チーム各６名，計１８名が出場し，物理，
化学，生物，地学，数学，情報の６分野の問題に臨んだ。結果は普通科２年の３位が最
高位で惜しくも県代表には選ばれなかった。

ツ．成果発表会 ｐ７６に詳細を記載

テ．第１３回いしかわ高校生物のつどい
■対象：石川県内の生物部所属または生物に関する研究を行っている生徒

（本校からは理数科２年生１４名が参加）
■日時：平成２３年１２月１１日（日）
■場所：石川県立金沢錦丘高等学校
■概要：生徒による研究発表と情報交換

講演「生体染色法による花粉管内の雄原細胞の観察」（上越教育大学 小川 茂 氏）

ト．第２回 石川県中学・高校生徒物理研究発表会
■対象：石川県内の物理に関する研究を行っている中高生

（本校からは理数科２年生８名が参加）
■日時：平成２３年１２月１１日（日）
■場所：石川県立金沢泉丘高等学校
■概要：生徒による研究発表と実験工作

Ⅳ．研究開発の内容
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６．研究交流およびＳＳＨ事業の普及

ナ．石川県スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会
■参加：理数科１，２年生（８０名）
■日時：平成２３年１２月１５日（木）
■場所：石川県金沢市 石川県文教会館
■概要：県内ＳＳＨ指定３校（小松高校，金沢泉丘高校，七尾高校）に加え，金沢二水高校と金

沢桜丘高校も招待校として参加し，各校代表者が研究発表を行った。本校からは，課題
研究「あみだくじ」「音声認識」の発表を行った。

ニ．第２６回石川地区中学高校生徒化学研究発表会
■対象：石川県内の化学に関する研究を行っている生徒

（本校からは普通科２年生１名，理数科２年生９名が参加）
■日時：平成２３年１２月２３日（金）
■場所：石川県金沢市 石川県文教会館
■概要：生徒による研究発表と情報交換

ヌ．平成２３年度スーパーサイエンスハイスクール情報交換会
■対象：全国ＳＳＨ指定校の教員，管理機関担当者
■日時：平成２３年１２月２４日（土）
■場所：東京都千代田区 学術総合センター
■概要：ＳＳＨ事業における研究開発に関し，ＳＳＨ指定校関係者による取組事例に基づく協議

を行い有用な情報を共有することで，今後の研究開発を一層効果的に実施することに資
する。

ネ．高校生のための素粒子サイエンスキャンプ Bell Plus
■参加：本校理数科１年生１名が参加
■日時：平成２３年１２月２６日（月）～２８日（水）
■場所：茨城県つくば市 高エネルギー加速器研究機構
■概要：施設見学や，講義・実験への参加

ノ．いしかわ子ども交流センター七尾館 子ども科学教室「スーパーサイエンス教室」
■対象：幼児から一般
■日時：第１回 平成２４年１月 ８日（日） 「石とりゲームの必勝法！」

第２回 平成２４年２月１２日（日） 「いいにおい～ぷにぷにカプセル」
■場所：いしかわこども交流センター七尾館

ハ．日本天文学会 第１４回ジュニアセッション
■対象：本校スーパーサイエンスクラブ天文科学班２名
■日時：平成２４年３月２０日（日）予定
■場所：京都府京都市 龍谷大学 深草キャンパス
■概要：中学生，高校生，高専生が天文や宇宙に関係することについて観測・研究したことを口

頭発表またはポスター発表する。本校生徒は口頭発表およびポスター発表を行う。

６．研究交流およびＳＳＨ事業の普及
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（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成

【仮説１】ネイティブスピーカーを交えたティームティーチングを行い，生徒一人一人が活
躍できる場を作ることで，英語を積極的に話そうとする姿勢を育成することがで
きる。

【取組１】生徒一人一人が，英語で自己表現できる場を設ける
■ 学校設定科目「スピークサイエンス」の開設
■ 学校設定科目「フロンティアサイエンスⅡ」における科学英語
■ 学校設定科目「フロンティアサイエンスⅢ」における科学英語
■ フロンティアサイエンススピーチコンテストの実施

【仮説２】海外研修を実施し，課題研究等の英語プレゼンテーションを行うことにより，国
際的な場面で活躍できる研究交流能力を高めることができる。

【取組２】海外研修で，生徒自身が行っている課題研究等を英語で発表し，質疑応答を行う。
■ 学校設定科目「スピークサイエンス」の開設
■「シンガポール海外研修」の実施
■ フロンティアサイエンススピーチコンテストの実施

【仮説３】国際交流を通して多様な価値観に触れることで，広い視野が持てるようになる。
また，交流校の生徒と様々な活動を行うことで，英語コミュニケーション能力を
高めることができる。

【取組３】海外研修で，生徒自身が行っている課題研究等を英語で発表し，質疑応答を行う。
■ 学校設定科目「スピークサイエンス」の開設
■「シンガポール海外研修」の実施
■ ＮＵＳハイスクール生徒との国際交流

科学英語 シンガポール海外研修 七尾高校での交流

Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容
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１．学校設定科目「スピークサイエンス」
ア．第１学年

単 位 数：１（通年）
担 当：英語教諭１名，数学教諭１名，ネイティブスピーカー２名
評価方法：プレゼンテーション，レポート

ねらい
ネイティブスピーカーと科学実験を行ったり，簡単な英語科学文献を読むことによって，
科学に対する興味・関心を養う。また，ミスを恐れず英語を積極的に話そうとする
態度を育成する。

＜実施内容＞
前期の取組
・簡単な自己紹介
・英文講読と意見発表および質疑応答（使用教材：英字新聞）
・ディクテーション，シャドーイングによる音声指導（使用教材：ニュースなど）
・発電方法の違いに関するプレゼンテーションと質疑応答
後期の取組
・ＡＬＴによる数学や化学の授業
・日本の食生活や文化に関するプレゼンテーション作成と質疑応答の準備
・シンガポールに関するプレゼンテーション作成と質疑応答の準備
・スピーチコンテストの準備およびプレゼンテーション作成と質疑応答の準備

項 目 内 容 評 価

【 前 期 】 ・英語科学記事（動物実験の是非についてなど） ・個別，またはグ
・英語コミュニケー を読み，それについて質問をしあい，意見を発 ループ発表
ション能力 表する。 ・ワークシート

・科学英語ニュースを聞き取り，発声する練習を ・ノート提出
・科学に関する日常 することで，英語のリズムやイントネーション
的話題 を上達させる。

・様々な発電方法を各班で調べ，英語で発表する。

【 後 期 】 ・シンガポールについて調べた内容を，英語で発 ・個別，またはグ
・英語コミュニケー 表する。 ループ発表
ション能力 ・日本の食文化を異文化理解的観点から考察した ・ワークシート

内容をＮＵＳハイスクールの生徒に伝えること
・プレゼンテーショ で英語のコミュニケーション能力を身に付ける。
ンスキル ・興味・関心を持ったことやフロンティアサイエ

ンスⅠで学習したことを英語で発表する。

１．スピークサイエンス１．スピークサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

＜成果と課題＞
■対象生徒によるアンケート結果より
質問１．スピークサイエンスを通して英語を積極的に話そうとする意欲や積極性を高めることがで

きましたか。

質問２．スピークサイエンスにより英語の力の中で，どんな力がつきましたか。

質問３．英語でプレゼンテーションする研究発表能力を高めることができましたか。

質問４．スピークサイエンスの授業を受けることで，どんな力がつきましたか。

25% 70% 0%5%0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

28% 68% 3%3%0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5% 33% 35% 28% 0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5% 38% 52% 5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅳ．研究開発の内容

＜成果と課題＞

質問２．スピークサイエンスにより英語の力の中で，どんな力がつきましたか。

＜成果と課題＞

質問４．スピークサイエンスの授業を受けることで，どんな力がつきましたか。
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１．スピークサイエンス

仮説１に対する調査結果として，質問１・３においてそれぞれ
90%以上の生徒が肯定的な回答をしているので，仮説１に対するス
ピークサイエンス（１年生）の取組を有効であると考える。ただ，
肯定的な意見ではあるが，質問１において，「非常に高めることが
できた（25%）」と「どちらかと言えば高めることができた（70%）」
の選択肢の中で比較すると「非常に高めることができた」と回答し
ている生徒は非常に少ない。次年度は，生徒一人ひとりが達成感を
今年度以上に得られるよう，また生徒が自己の成長を客観的に判断
できるような指導方法を早期に開発する必要がある。
プレゼンテーションをする機会を年間５回設けて，生徒は発表原稿作りや発表資料作成を行った。
昨年度以上に発表の機会を設けたが，生徒のプレゼンテーション能力は指導の余地を残すものであ
る。次年度は発表の質を今年度以上に向上させ，スピーキング能力も併せて身に付けさせたい。
授業は全て英語で行われるので入学当初は戸惑いがあった生徒もいたが，徐々に英語のみで行わ
れる授業に慣れ，現在，生徒は概ね対応できていると考える。

＜評価＞
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

イ．第２学年

単 位 数：１（通年）
担 当：英語教諭３名，理科教諭１名，ネイティブスピーカー２名
評価方法：プレゼンテーション，レポート

仮説とねらい
ネイティブスピーカーとの科学実験を行ったり，英語科学文献を読むことによって，科
学に対する興味・関心を養う。また，プレゼンテーション能力を向上させる。

＜実施内容＞
前期の取組
・衝撃を吸収する構造作り，実験，発表（Science Method）
・課題研究の翻訳，発表練習

後期の取組
・課題研究のプレゼンテーションと質疑応答
・地元の伝統文化や日本の生活習慣に関するプレゼンテーションと質疑応答
・サイエンスダイアログの事前学習
・スピーチコンテストの準備およびプレゼンテーションと質疑応答
・課題研究論文英訳

ＡＬＴからの指導を受ける生徒

１．スピークサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

項 目 内 容 評 価

【 前 期 】 ・科学英語記事を読み，理解する。 ・個別，またはグ
・英語コミュニケ ・科学トピックについて英語でプレゼンテーション ループ発表
ーション能力 を行い，意見交換をする。

・ＡＬＴとの科学実験を行うことで，英語による講
・科学に関するテ 義を聞き，積極的に理解する姿勢を身に付ける。
ーマの理解 「ヨウ素デンプン反応」，「英語で数学（応用）」

【 後 期 】 ・ＮＵＳハイスクールの生徒との交流を図る。 ・個別，またはグ
・英語コミュニケ ・正しい発音やイントネーションを身に付ける。 ループ発表
ーション能力 ・科学英語発表会でプレゼンテーションをする。 ・科学英語プレゼ

・海外高校生との ンテーション
交流
・プレゼンテーシ
ョン能力

＜成果と課題＞
■対象生徒によるアンケート結果より
質問１．スピークサイエンスを通して英語を積極的に話そうとする意欲や積極性を高めることがで

きましたか。

質問２．英語の力の中で，どんな力がつきましたか。

35% 62% 0%0%3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19% 35% 30% 14% 3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅳ．研究開発の内容
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１．スピークサイエンス

質問３．英語でプレゼンテーションする研究発表能力を高めることができましたか。

質問４．スピークサイエンスの授業を受けることで，どんな力がつきましたか。

仮説１に対する調査結果として，質問１・３においてそれぞれ 90
％以上の生徒が肯定的回答をしめしているので，この仮説に対する
スピークサイエンス（２年生）の取組を有効であると考える。ただ，
肯定的意見ではあるが，「非常に高めることができた（35 ％）」と
「どちらかと言えば高めることができた（62 ％）」の選択肢の中で
比較すると「非常に高めることができた」と回答している生徒は少
ない。来年度は生徒一人ひとりが授業の中で英語で発言し易い雰
囲気になるよう少人数制で行う授業の長所を最大限活かし，生徒が
英語で話すことへの抵抗感を取り払いたい。
質問３では，英語によるプレゼンテーション能力を高めることができたと生徒全員が肯定的に回
答し，また質問４より，スピークサイエンスでは英語コミュニケーション能力やプレゼンテーショ
ン能力といった英語による表現力を向上させることができた。
「Science Method」を学習するための実験，考察，発表の過程は非常に好評であった。次年度

もこの取組を継続して行い，生徒自身で考えたことを英語で発表する機会を設けたい。

＜評価＞
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし
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英語プレゼンテーションの様子

１．スピークサイエンス
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Ⅳ．研究開発の内容

２．フロンティアサイエンススピーチコンテスト

実施日時：平成２４年３月２２日（木）１４：１０～１６：００（予定）
実施場所：本校視聴覚教室
参加生徒：理数科１年生，理数科２年生

仮説とねらい
フロンティアサイエンススピーチコンテストで発表するため，ネイティブスピーカーか
ら発表原稿の添削を受け，スピーチ練習を行うことでプレゼンテーションスキルが向上し，
積極的に話そうとする態度を育成する。

＜実施内容＞
フロンティアサイエンスでの学習に関連した研究テーマを生徒

自身が設定し，各自がそのテーマについて研究を行う。この研究
で得られた成果を英語で資料をつくり，英語でプレゼンテーショ
ンを行う。この過程で，生徒は英語のネイティブスピーカーによ
る発表原稿のチェックを受け，より自然で洗練された表現を学習
する。

＜成果＞
今年度ものべ人数２０名のＡＬＴが来校し，指導および助言をして頂いた。スピーチ原稿を仕上
げる上で，英語のネイティブスピーカーがスピーチ指導を生徒にすることで強い動機付けの一因と
なった。生徒自身が考えた研究テーマを英訳し，ＡＬＴや英語教員から直接添削指導を受けること
で，より研究テーマへの理解が深まったと考えられる。生徒はＡＬＴがする質問を英語で応答する
場面を経験する中で，少しずつではあるが確実に生徒の英語プレゼンテーション能力がついてきて
いる。

＜課題と対策＞
改善点は，ネイティブスピーカーやＡＬＴとの交流機会を出来るだけ増やし，英語コミュニケー
ション能力の育成につなげることである。
昨年度はほとんどの生徒がスピーチ原稿を見ずにスピーチを行うことができた。英語で相手に分
かりやすく伝えるという第一目標は果たすことができた。ただ，扱ったテーマが難しかったり，科
学文献やインターネットからの引用が多く見られた。そのため，質疑応答時に自分の考えを伝える
ことができない生徒や審査員からの質問に答えられない生徒も数多く見られた。今年度は質疑応答
時の対応はいうまでもなく，自分自身の言葉で発表を行わせ，審査するＡＬＴとスムーズなやりと
りができるよう指導する必要がある。

＜評価＞
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

研究テーマについての実験

Ⅳ．研究開発の内容　　２．フロンティアサイエンススピーチコンテスト
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３．ＮＵＳハイスクールとの研究交流
ア. 平成２３年度シンガポール海外研修

実施日時：平成２３年８月２日（火）～８月７日（日） ５泊６日
実施場所：シンガポール
参加生徒：２学年理数科２１名（男子１４名，女子７名），引率３名

ねらい
課題研究のプレゼンテーションを英語で行い、国際な場面で活躍できる研究交流能力を
高める。また、国際交流を通して多様な価値観に触れ、ＮＵＳハイスクールの生徒との
交流活動を通して、英語コミュニケーション能力を高める。

＜実施内容＞
８月２日（火） 七尾高校 － 小松空港 － 成田空港 － チャンギ空港（シンガポール）
８月３日（水） 午前：ＮＵＳハイスクール全校集会，施設見学

午後：サイエンスセンター研修，シンガポール動物園・ナイトサファリ研修
８月４日（木） 午前：ＮＵＳハイスクールの授業に参加

午後：課題研究発表会，日系企業訪問
８月５日（金） 午前：スンゲイブロー湿地保護区研修

午後：ＮＵＳハイスクール研究室，課題研究発表会，クラブ活動体験
８月６日（土） 午前：アンダーウォーターワールド研修

午後：シンガポール国立博物館研修，帰国準備，チャンギ空港
８月７日（日） 羽田空港 － 能登空港 － 七尾高校

＜成果＞
■対象生徒へのアンケート結果より
質問．海外研修を通して英語コミュニケーション能力を高めることができましたか。

仮説３に対するアンケート結果は上記のようになっている。研修に参加した生徒の 90%が「非
常に高めることができた」，「高めることができた」と肯定的意見を示している。ＮＵＳハイスク
ールの生徒との人間関係を築くことが英語を直接話したり，聞いたりする頻度に関係する。次年度
は海外研修に参加する生徒は，Ｅメール等で事前に交流を図り，自発的にＮＵＳハイスクール生徒
との交流を図るよう指導していきたい。

33% 57% 10% 0%0%
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課題研究発表では，自分達の研究内容が相手に分かるよう
に英語で説明できた。昨年度より発表するグループが３つ増
加したが，課題研究担当教諭と英語教諭との効果的な連携を
図ることができ，スムーズに準備を行うことができたためだ
と考える。しかし，ＮＵＳハイスクールの生徒から課題研究
発表に対して多くの質問があったが，英語で的確に応答する
ことは充分にはできなかった。
研修期間全日程で，ＮＵＳハイスクールの生徒との交流を

行った。グループを組んでいる生徒と長時間にわたって会話
する機会が得られたため，お互いに親しくなり，英語に対す
る抵抗感も薄れた。ただＮＵＳハイスクールの生徒が１０名
だったのに対し，本校生徒は２１名で，会話する際に一部の
生徒に偏ってしまうこともあった。

＜課題と対策＞
ＮＵＳハイスクールの課題研究発表の内容が非常にレベル

が高く，その場でプレゼンテーションを聞いただけで理解す
ることは大変困難である。海外研修の事前学習として，ＮＵ
Ｓハイスクールから課題研究発表のスライドやハンドアウト
などの資料を送ってもらい，入念に事前学習をする必要があ
る。その際，課題研究担当教諭と英語教諭からのサポートが
必要なので，バックアップ体制を整えることも同様に重要だ
と考える。

＜評価＞
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

イ. 七尾高校での交流

実施日時：平成２３年１１月１日（火）～１１月７日（月） ６泊７日
実施場所：七尾高校，七尾市，金沢市
参加生徒：理数科１，理数科２年生，

ＮＵＳハイスクールより１１名（生徒１０名，教員１名）

ねらい
ＮＵＳハイスクールの生徒が来校し，本校の生徒と直接交流することで相互理解を深
めるだけでなく，お互いの課題研究を国際的に通用する内容へ発展させる。

課題研究発表会の様子

ＮＵＳハイスクールでの実験交流

Ⅳ .研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容
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３．ＮＵＳハイスクールとの研究交流

＜実施内容＞
１０月３１日（月） チャンギ空港（シンガポール）
１１月 １日（火） 羽田空港 － 能登空港 － 柳田植物公園 － 千枚田 － 七尾
１１月 ２日（水） 午前：全校歓迎式，校内見学

午後：授業体験（フロンティアサイエンスⅡ，スピークサイエンス）
１１月 ３日（木） 終日：金沢市内見学（兼六園，金沢城，忍者寺）
１１月 ４日（金） 午前：課題研究発表会，授業体験（世界史）

午後：機織り体験，碁石ヶ峰散策，茶道体験，ホームステイ体験
１１月 ５日（土） 午前：授業体験（物理，体育），調理実習

午後：交流活動，アトリウムコンサート鑑賞，七高理数教室，
部活動体験（空手道），ホームステイ体験

１１月 ６日（日） 終日：ホストファミリーと交流活動
１１月 ７日（月） 午前：輪島市見学（朝市体験，和菓子作り体験，着物着付け体験）

午後：能登空港 － 羽田空港 － チャンギ空港（シンガポール）

＜成果＞
昨年度より１日長い日程で，理数科２年生の生徒を中心にＮＵＳハイスクールの生徒と交流活動
をすることができた。授業体験の時間を増やし，本校生徒がＮＵＳハイスクールの生徒に英語で内
容を説明する時間を多く設け，英語を使ってたくさんコミュニケーションを図ることができた。
ＮＵＳハイスクールの生徒から課題研究発表会の資料やスライドを事前に送ってもらい，入念な
事前学習をすることができた。

＜課題と対策＞
理数科２年生の生徒とその他の生徒と間で，交流活動

に量的な差が大きい。次年度は，今年度以上に理数科１
年生の生徒や普通科に在籍する生徒達も交流活動できる
よう工夫し，これらの取組を普及していきたい。

〈ＮＵＳハイスクールの生徒の感想〉
・七尾高校の生徒さんとたくさんの時間を共に過ごせて
とても貴重な経験をすることができた。
・全日程を通した交流活動はとてもよかった。
・日本の文化的活動に参加できたし，日本独特で興味深
い場所にたくさん行くことができた。
・七尾高校の生徒はとても親切でフレンドリーなので日本を去るのが本当に悲しく思います。
・ホストファミリーの皆さんは私が家族の中に入れるように気を配ってくれた。

＜評価＞
大変効果あり 効果あり あまり効果なし 効果なし

金沢城にて

３．ＮＵＳハイスクールとの研究交流



ー 96 ー

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究

【仮 説】高大連携や高大接続の必要性を大学，高校共に認識し，大学と高校との間をスム
ーズに繋ぐことで，生徒が間断ない研究・学習活動を行うことができる。

【取組１】大学との教材等の共同開発
■学校設定教科「フロンティアサイエンス」の開設
■学校設定教科「人間環境」の開設

【取組２】大学との単位相互認定
■県内理数科設置３校での話し合い

【取組３】地域への普及活動
■中学生サイエンスフェア（石川県教育委員会主催）
■小学生数学理科教室（本校主催）
■中学校への数学・理科の出前講座（本校主催）
■子ども交流センターでのスーパーサイエンス教室（子ども交流センター主催）

１．大学との教材等の共同開発
大学との連携を密に図りながら研究室を訪れて大学教授の指導のもと多くの講座を開発してき

たが，生徒の発達段階を考慮しながら個々の講座に改善を加え現在に到っている。本校の教員が
事前指導や事後指導を含めた教材開発に積極的に関わることで，指導力が大幅に向上し，現在で
はほとんどの講座を本校教員が実施できる力が付いてきた。

２．金沢工業大学との「高大連携による理数教育の研究」に参加
金沢工業大学数理工学教育センター主催の高大連携に関する会議に参加し，高校および大学に

おける理数教育の在り方について話し合いを行った。

３．大学との単位相互認定
県内理数科設置校３校で連携して，金沢大学とのカリキュラムの共同開発や単位相互認定につ

いて話し合った。

４．地域への普及活動
本校独自の取組として，小学生数学理科教室を開催するとともに，中学校への数学・理科の出

前講座，子ども交流センターでの講座も受け持っている。地域の中学校の文化祭などでも発表を
行い，理数についての興味・関心の向上とＳＳＨ事業の普及に努めている。

＜成果と課題＞
ＳＳＨ事業の普及により，地域の小中学生の理数に対する興味・関心は高まったが，地域の理数
教育の質の向上に向けた高大連携や高大接続は充分とはいえない。

Ⅳ．研究開発の内容Ⅳ．研究開発の内容
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１．現状の分析および評価と課題
「レポートおよびワークシートの提出」，「アンケート調査」，「面接」，「教員による観察」等

により，事業による生徒の変容を把握するように努めた。今年度の事業に対して，仮説に基づい
て過年度との比較も含めて，検証を行う。

（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成

【仮説１】身近な自然環境を活かし，フィールドワーク等を取り入れた取組を実施することで，
自然現象に対する関心を高め，観察する能力，探究心を育成することができる。

■自然現象に対する関心の高まり
質問：ＳＳＨに参加したことで，あなたの次の事柄に対する関心は高まりましたか。

１・２学年通じて，未知の事柄や理論原理などに対する興味・関心が高まったとする生徒がほ
とんどである。身近な自然環境を活かし，フィールドワーク等を取り入れた「フロンティアサイ
エンス」の取組は適切で，目標は概ね達成されているといえる。
ほとんどの項目で，１年に比べ２年で「大変高まった」と回答する生徒が増加している。これ

は，２年次で実施している課題研究「七高アカデミア」の効果が大きいためと思われる。「七高
アカデミア」における〈仮説→実験→検証→まとめ→発表→評価〉といった一連の手法を「フロ
ンティアサイエンス」などで実施されるあらゆる講座にも取り入れることが望ましい。
１年で「学んだことの応用」への評価が高くない。「学んだ」という実感があまりわいていな

い可能性もある。やりっぱなしの講座ではなく，事前・事後学習を充実させ生徒自身に調べさせ
考えさせる機会を取り入れる方向で改善していく。また，後述するが，最先端の科学技術を学ぶ
ことを目標に実施している「サイエンスツアー」の実施方法に改善を加えることにより，対応し
たいと考える。
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■観察する能力の育成
質問：あなたは自然現象に興味を持ったときどうしますか？

左のグラフは２年生へのアンケート結果
である。普通科理系生徒との比較において，
理数科（ＳＳＨ対象クラス）生徒は圧倒的
に「自分で調べる」と回答している。フィ
ールドワーク等を通してさまざまな実験技
術が身に付き，その手法を試したいという
意識が育成されているためであると考えら
れる。なお，入学当初は現在の普通科理系
とほぼ変わりない分布をしていた。

■探究心の育成
質問：あなたは次の取組について，さらに深めていきたいと思いますか。

１年→２年と学年が進むにつれ，研究を深めたいと考える生徒が増えてきている。特に個人研
究については全員が深めたいと回答していて，ここでも課題研究「七高アカデミア」の効果が明
らかに窺える。
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Ⅴ．実施の効果とその評価

【仮説２】先端科学分野の研究内容について幅広く学習することにより，学際的な能力を身に
付け，課題発見能力および題解決能力を育成することができる。

■課題発見能力と課題解決能力の育成
質問：ＳＳＨに参加したことで，あなたの次の能力に向上が見られましたか。

課題発見能力と課題解決能力が身に付いたかの生徒アンケートに対する肯定的回答の経年比較
である。５年間を通じて高い値で推移している。

【サイエンスツアー】
質問：サイエンスツアーで身に付いた能力は何ですか。

先端科学分野について学ぶサイエンスツアー
でのアンケートである。観察力や創造性の育成
にはやや課題が残る。事前学習の時間を増やす
ようにしたが，効果が上がったとはいえない。
「七高アカデミア」のまとめの時期と重なって
充分な学習ができなかったためと考える。知識
の習得には非常に効果的な行事であるので，１
年生において実施する方向で検討する。

【仮説３】第一線で活躍している研究者等の授業を受講し，研究姿勢や研究手法を直接学ぶ
ことで，意欲・関心を高めることができる。

■第一線で活躍している研究者から研究姿勢や手法を直接学ぶことの効果
質問：あなたは次の取組によって，数学や理科への意欲・関心が高まりましたか。
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Ⅴ．実施の効果とその評価

地理的に大学や研究所での実習が困難な本校において，第一線での研究姿勢や研究手法にいか
に触れさせるかということは，大きな課題である。あらゆる機会を捉え，科学者による特別講義
や大学等での実習を実施した。このことは，生徒の数学・理科への意欲・関心を高める上で，非
常に有効である。
今後は，大学や研究所の他に，ものづくりの分野などで独創的な技術を研究開発し国際社会に

発信して成果を上げている地元企業から，その発想・着眼点，研究・開発の背景等を直接学ぶた
めに，産業界との連携をさらに深めていく必要がある。

【臨海実習】

大学との連携でフィールドワークを伴う活動である。２泊３日の日程の中で，〈講義・見学→
採集→同定・解剖・研究→まとめ→発表〉といった一連の流れを体験的に学ぶことができた。意
欲・関心を高めるにとどまらず，知識や実験技術の習得，論理的思考力の育成，発表や質疑応答
をする力の育成においても効果的な事業となっている。

【仮説４】生徒の適性や資質に合わせた指導を行うことにより，一人一人の能力を伸長させ，
独創性を育むことができる。

■独創性の育み
質問：ＳＳＨ活動を通して，創造性・独創性が身に付いてきたと思いますか。（全学年）

創造性や独創性が身に付いてきたと回答する
生徒数は，５年間の経年比較において着実な伸
びを見せている。
ただ，生徒の自己評価だけでは客観的なデー

タとはいえないので，今後は創造性や独創性を
客観的に評価するシステムの構築が求められる。

【課題研究「七高アカデミア」】
質問：課題研究「七高アカデミア」で身に付いたと思うことを全て選んで下さい。
昨年度は，この質問項目について，上位３つを選ぶという問いかけをしていた。結果，課題発

見能力や課題解決能力が予想以上に低い数値が出ていた。本当に生徒はこれらの力が身に付いて
いないと感じているのか評価するため，全て選ばせる形式に変えた。
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Ⅴ．実施の効果とその評価

自分で興味を持ったものについて研究するので，
科学的知識が身に付いたとする生徒は多い。身に付
いていないと感じる生徒は，グループ分けの際に不
本意なテーマのグループに入ったか，他人まかせな
取り組み方をしていたことが考えられる。本来，個
人研究が好ましいが，指導する側の関係で難しい。
好奇心，自主性・積極性，文章力などは，昨年上位
３つを選ばせたときは少なかったが，今年全てを選
ばせたら多くの生徒が選んだ。論理的思考力は身に
付いたとする生徒と身に付いていない生徒が両極化
していることがわかる。
創造性・独創性，課題発見能力，問題解決能力の

育成には課題が残る。
【スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）】
普通科生徒も対象として，基礎的な実験，研究会での発表，各種科学オリンピックへの参加等を
通して科学系部活動の活性化に取り組んでいる。生物研究の２グループが「いしかわ生物のつどい」
で，分析化学の４グループが「石川地区中学高校生徒化学研究発表会」で，電気情報の２グループ
が「石川県中学・高校生徒物理研究発表会」で発表した。天文科学の１グループは，「天文学会
ジュニアセッション」で発表の予定である。
また，各種科学オリンピックには下表の通りの参加であった。

数学オリンピック 物理チャレンジ 化学グランプリ 生物学オリンピック
４７名 ３９名 ９５名 ２５名

各オリンピックにおいては，思考力が求められる良問が出題されるので，積極的に声をかけ参加
者を着実に増やしてきた。３年生においては，普通科の難関大志望者にも参加を薦め，以降の学習
姿勢の変化によい影響を与えている。

【仮説５】生命の尊厳，環境問題等を総合的に学ぶことで，科学者としての倫理観を備え
た人材育成を行うことができる。

■複数の教科を融合して学ぶことの効果
質問：「人間環境」のように，複数の教科を融合した教科を学ぶことは効果的ですか。

１年生において非常に評価が高
い。１年生で実施している教科融合
的な学校設定科目「人間環境」は，
家庭と保健体育分野を融合して「環
境」と「健康福祉」について総合的
に学ぶ科目である。アンケートなど
でも，生きていく上で重要なことを
学んだ，科学者としての倫理観を学
んだなどの記述が目立つ。

２年生や３年生においてやや評価が低い。「フロンティアサイエンスⅡ」や「フロンティアサイ
エンスⅢ」において，さらなる教材開発や研究の余地がある。
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Ⅴ．実施の効果とその評価

（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成

【仮説１】ネイティブスピーカーを交えたティームティーチングを行い，生徒一人一人が活
躍できる場を作ることで，積極的に英語コミュニケーション能力を高めることが
できる。

【スピークサイエンス】
生徒が英語を話しやすい雰囲気作りに心がけ，科学的な実験やディスカッションを取り入れる等
工夫を行った。平成２２年度は，ただ科学実験を行うだけでなく，英語で科学の手法「Science Me
thod」を学ぶ場とした。これらの手法を網羅した形で平成２３年度のスピークサイエンスが行われ
た。今年度の重点的な取組は海外研修や，ＮＵＳハイスクールの生徒来校，サイエンスダイアログ
といった行事の事前学習を昨年度以上に充実させ，充分な時間を確保したことである。生徒はこれ
らの学習を通して，科学的専門分野であっても英語を介した講義内容を理解し，また，あらゆる場
面を捉えて，プレゼンテーションの指導を受け，練習することで発表力や表現力を向上させた。

質問：スピークサイエンスにより英語の力の中で，どんな力がつきましたか。

【サイエンスダイアログについて（２年生）】
今年度は４つの大学より講師を招き，生徒は以下の講義を聴講した。

①James Stewart Murray ANDERSON博士（東京大学）
「原子核の高度に精確なエネルギー固有値の効率的な多次元グリッドの定式化」
②Emilie Elodie LOUVET博士（京都大学）
「リボソームの生合成における各要素の構造と機能に関する研究」
③Jocelyn BEDARD 博士（大阪大学）
「アフィニティタグを利用した葉緑体内包膜の蛋白質輸送装置TICの単離と解析」
④Guang LONG博士（福井大学）
「脊髄損傷に対する神経幹細胞およびTrkC遺伝子を用いた再生医学的研究」

平成２２年度の「講演における英語は，理解できたか」という質問項目に対して「理解できた」
と肯定的な回答は３６％，また「講演における研究関連についての説明は，どの程度理解できたか」
という質問項目に対しては５５％の生徒から肯定的なフィードバックがあった。平成２３年度は理
数教科教員と英語科教員がタイアップし，講座の事前学習を昨年度以上に充実させた。スピークサ
イエンスの時間を活用し，講師から講義内容に関するキーワードリストやハンドアウト等を事前に
提示してもらい，それらを使用して英文講読，内容理解，専門的知識の習得を行った。事前学習で
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Ⅴ．実施の効果とその評価

生じた質問や疑問点は可能な限り生徒自身で調べ，それでも不可解な点は講義の質疑応答の時間を
利用して解決するように指導した。以下の結果は平成２３年度アンケート結果である。

質問：講演における英語は，理解できましたか。

質問：講演における研究関連についての説明は，どの程度理解できましたか。

質問：再度，外国人研究者からの講演を聞きたいと思いますか。

講義の英語が理解できたと回答する生徒が４３％，また講演の内容を理解していると回答する生
徒は４１％と低い数字である。次年度への課題として，事前学習をより一層充実させていきたい。
講義内容も英語も難解な講義ではあるが，生徒はこれを自らの成長の場として捉え，再度このよう
な講義を聞きたいと９７％の生徒が回答している。これらのアンケート結果から，サイエンスダイ
アログが生徒の探究心と英語力向上を促すことへ大きく貢献していることが分かる。
今後の改善点として，課題研究「七高アカデミア」で生徒が設定したテーマに関係する分野を研
究対象にしている講師を招くことを考えている。この点を改善することで，生徒はサイエンスダイ
アログの事前学習を通して新しい知識を得，それぞれの研究内容を深めると同時に，実際に研究発
表している科学者のプレゼンテーションスキルを学び，それをモデルとして自分の実践的英語活用
能力を磨くことができると考える。
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Ⅴ．実施の効果とその評価

＜生徒の感想－スピークサイエンス＞
・プレゼンテーションの発表など，英語を話す場面がたくさん用意してある。
・英語のネイティブスピーカー達と直接話をする機会がたくさんあり，英語を話すことへの抵抗が
なくなった。
＜生徒の感想－サイエンスダイアログ＞
・大学ならではの専門的な研究内容を英語で聞くことができ，科学的な知識を高めるきっかけとな
ったので良かった。
・研究者としての生活や科学に対する情熱が聞けてとても面白かった。
・英語のみで難解だったけど，専門的な単語や生の研究を知れてよかった。
・世界で英語がどのように使われ，重要であるかが分かってよかった。
・研究内容だけでなく，女性研究員としての考えなどとても分かり易かった。

【仮説２】海外研修を実施し，課題研究等の英語プレゼンテーションを行うことにより，国
際的な場面で活躍できる研究交流能力を高めることができる。

【仮説３】国際交流を通して多様な価値観に触れることで，広い視野が持てるようになる。
また，交流校の生徒と様々な活動を行うことで，英語コミュニケーション能力を
高めることができる。

【シンガポール海外研修】
シンガポール海外研修は平成２３年度で５回目を終えた。ＮＵＳハイスクールとの研究交流を主
目的とし，その他の主な研修内容は「課題研究の英語プレゼンテーション」，「シンガポールの自
然環境の学習」，「シンガポールの科学技術」，「ＮＵＳハイスクール生徒との異文化交流」である。
今年度は，過去最多の参加者数２１名で実施し，理数科２年生の半数以上が研修に参加している。
来年度は，２５名の生徒で実施予定である。
＜生徒の感想＞
・いろいろな不思議なものが科学的根拠から成り立っていて科学への興味が増し，改めて科学って
面白いと思えた。
・課題研究の成果を英語で発表する際に，スピーチの技術が大きく上達したと感じた。また，ＮＵ
Ｓハイスクールの生徒からアドバイスをもらい，とても参考になった。
・ＮＵＳハイスクールのレベルの高い授業や生徒の態度に触れ，学習への意識が大いに高まった。
・ＮＵＳハイスクールでの体験授業では，科学的な内容を英語で話し合い理解することができてと
ても良かった。
・英語の講義に多く参加でき，英語に直に触れる感覚を持つことができた。また，科学や自然に興
味を持ち，より英語の必要性を実感した。

Ⅴ．実施の効果とその評価
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Ⅴ．実施の効果とその評価

【本校でのＮＵＳハイスクール生徒との国際交流】
質問：ＮＵＳハイスクールとの交流で一番ついた力は何ですか。

質問：国際性が向上したと思いますか。

ＮＵＳハイスクールを迎えるのが平成２３年度で４回目となった。ＮＵＳハイスクールと密接な
情報交換を持ちながら充実した交流活動をすることができた。課題研究発表会やホームステイ，文
化交流を通して生徒は実践的英語活用能力を向上させると同時に国際理解や異文化理解を図り広い
視野を身に付けることができた。
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Ⅴ．実施の効果とその評価

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究

【仮説】高大連携や高大接続の必要性を大学，高校共に認識し，大学と高校との間をスムー
ズに繋ぐことで，生徒が間断ない研究・学習活動を行うことができる。

■教員の授業力の向上
質問：ＳＳＨ事業を通して，専門領域のスキルアップにつながった。

大学教授による講座を行う際，本校の教員が事前指導や事後指導を含めた教材開発に関わること
で，専門領域のスキルアップにつながっている。

■普及活動の効果
本校理数科志願者の推移
実 施 時 期 月
理数科専願 ６ ０ ４ ５ １５
理数科・ ４１ ３２ ６４ ５８ ５２
普通科併願
合 計 ４７ ３２ ６８ ６３ ６７
※ H19年 3月実施学力検査は，事前に行われた推薦で 16名合格内定のため 26名の定員，H20年 3
月実施学力検査は推薦で 8名合格内定のため 32名の定員

H20年 3月入試では，一時理数科志願者は定員ぎりぎりまで落ち込んだが，中学校への出前授業
や，七尾高校理数科体験入学などの普及活動により，理数科志願者の中でも，理数科を専願する生
徒が増加しており，ＳＳＨ活動に参加したいと強く考える子どもが増えていることが分かる。

■県内理数科設置３校による高大接続の話し合い
３校で，金沢大学との高大接続の在り方について，取組の方向性についての話し合いを行った。

充分な時間を確保することができないこともあり，明確な方針も打ち出せない状況である。
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２．ホーム担任から見た生徒の変容
（１）理数科１年生
今年度の理数科１年生は，ＳＳＨ活動に意欲的に取り組みたいという気持ちを持って入学してき
た生徒が非常に多い。これまで様々な実習体験や特別講義に参加してきたが，どの活動においても
積極的に参加しようとする姿が見られた。印象に残った特徴的な活動を以下に挙げる。

１．スーパー数学ゼミ
毎週１時間，学校設定科目として実施された。整数論・幾何・代数・組合せの４つのテーマに基
づき，グループに分かれて少人数で学んだ。日本数学オリンピック等に出題された問題などの良問
を選び，正解に到るまでの考え方を大切にしながらじっくりと取り組んだ。担任は数学担当であり
よく見えたのだが，年度当初はとてもぎこちなく使える知識も少ないため苦戦をし，なかなか正答
に到らなかった。しかし，回を重ねるごとにいろいろな考え方が現れ始め正答も多くなった。論理
的思考力が身につき，発表し合うことで，お互いに様々な考え方・解き方があることを学んだ。

２．スピークサイエンス
本校で行われている学校設定科目である。授業では少人数によるグループ活動を行った。英語担
当の先生方やＡＬＴの先生，さらにネイティブスピーカーの先生によるきめ細かな指導のもと，ネ
イティブ英語に触れることで，リスニング能力が向上した。１２月に行われたＳＳＨ成果発表会の
公開授業においては，科学に関する話題について，お互いに非常に楽しく発表し合い，質問して答
える姿が見られ，英語でコミュニケーションする力が確実に向上したと言える。国際社会に発信で
きる人材の育成を目指すという観点から，大いに効果があった。

３．フロンティアサイエンスⅠ
科学に対する興味・関心を高めるために，さまざまな研究機関から研究者を招いて講義や実験を
していただいた。数多くの体験活動や事後のレポート提出は生徒にとっては大変だったが，アンケ
ートの結果を見るとどれも概ね良好であり，これらの充実した活動を通して幅広い知識が得られ，
分析する力も養われたと言える。
活動を通して学んだ最先端の科学技術の内容や，自分たちで研究したことをポスターにまとめ，
１０月に行われた中学生対象の本校理数科体験入学や，１２月に行われたＳＳＨ成果発表会におけ
るポスターセッションで発表した。どの生徒も何度も練習し，わかりやすい説明を心がけていた。
これらを通して，生徒のレポート作成能力やプレゼンテーション能力は大きく向上した。

総合的に見て，この一年の活動を通して生徒たちは確実に成長し，また大きな財産を得たと確信
している。

４．今後に向けて
今年，新たな試みとして，例年２年生で行う課題研究「七高アカデミア」をより充実させるため，
部活動スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）を利用して，１月から準備に入ることになった。今後
は自ら課題を設定し，情報を収集したり探究していく態度が求められる。
生徒たちは，科学に対する興味・関心が深く非常に意欲的であることから，様々な活動を通して
問題解決能力，分析力，論理的思考力を身に付け，さらなる探究心や創造性を養ってほしいと願っ
ている。

Ⅴ．実施の効果とその評価Ⅴ．実施の効果とその評価
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（２）理数科２年生
ＳＳＨ活動における第１学年は，体験型の学習で多くの経験を積み視野を広げていく時期であり，
各種の研究会や講演会，または理科教室などに多く参加した。フロンティアサイエンスⅠにおいて
も同様で，体験型の講座を中心に構成されていた。こうした体験型の学習を基礎として，第２学年
では探究型の学習に多く取り組んだ。
探究型の学習は「フロンティアサイエンスⅡ」や課題研究「七高アカデミア」をはじめとして様
々な場面で行われた。「ＮＵＳハイスクールの生徒との研究交流」や班別行動で研究施設を訪問す
る「サイエンスツアー」でも多くの探究活動を行うことができた。以下にこれらの諸活動での探究
活動によって，生徒がどのように変容していったかについて述べていく。

１．フロンティアサイエンスⅡ
実験や実習を中心とした探究型の講座が多く行われた。実施に当たって，事前・事後学習を充実
させた。体験型が主であるフロンティアサイエンスⅠに比べ時間がかかり，放課後の活動が必要に
なることも多かった。多くの生徒が放課後などに自主的に残り，実験の続きやデータの整理を行う
など積極的な姿が見られた。

２．課題研究「七高アカデミア」
２年生の様々な探究活動の中でも，多くの部分を占めるのが課題研究「七高アカデミア」である。
「七高アカデミア」は月曜５，６限目に設定されているが，それだけでは時間が足りず，平日の放
課後や休日に実験やデータ処理を行う姿が常に見られた。発表会が近づくにつれ，プレゼンテーシ
ョン作りや発表練習にも熱が入り，多くの生徒が下校時間ぎりぎりまで残っていた。生徒たちは１
年生のときに２年生の発表やポスターセッションを経験している。先輩方に続いてよいものを残そ
うという意欲が感じられ，自分の力を最大限引き出そうと努力する姿勢強くなったと思われる。ま
た、発表する力も高まったと思われる。

３．ＮＵＳハイスクールの生徒との研究交流
シンガポール海外研修には過去最多の２１名が参加した。研修では前述の課題研究を英語で発表
する研究交流があり，生徒たちは入念に準備を重ねていた。また本校にシンガポールより１０名の
生徒が来校した際には，理数科２年生の全生徒が研究発表会やフロンティアサイエンスの講座，ま
た物理の授業等に共に出席した。英語でコミュニケーションをとりながら探究活動を行い，シンガ
ポールの生徒たちの高いレベルに驚きつつもよい経験ができた。このように，海外研修に参加した
２１名はもちろん，理数科２年の全生徒が，海外の生徒と探究活動を共に行うことによって，多く
のことを学びとることができ，今後の学習意欲の増加にもつながると思われる。

４．サイエンスツアー
筑波研究学園都市での研修や日本科学未来館での班別行動で多くの探究活動が行われた。筑波研
究学園都市では生徒が関心の高い分野を選び，グループに分かれて研究施設を訪問した。少人数で
の訪問のためもあって研究者に質問することも容易であり，活発な質疑が行われた。日本科学未来
館では事前学習によって活動をある程度計画していたが，その他の分野でも学習を進める場面も多
く見られ，各分野のインタープリター（解説員）に多くの質問を投げかけていた。
他に，スーパーカミオカンデや筑波宇宙センターの訪問においても，今後の学習活動および探究
活動，また進路の指針となるような多くの興味深い事象について学習することができた。

Ⅴ．実施の効果とその評価Ⅴ．実施の効果とその評価
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（３）理数科３年生
第３学年の単年度のみならず，１年生から３年間を通して理数科担任として生徒と関わり，３年
間の縦軸で生徒の変容を見ると，本校ＳＳＨ事業を通して生徒は大きく成長したと確信している。
１年生での「フロンティアサイエンスⅠ」の授業は，自分たちが生まれ育ったふるさと能登の自
然を活かした体験重視の学習活動が多く設定されており，生徒たちの科学に対する興味・関心は大
きく高まった。平成２３年６月に能登の里山里海が日本初の世界農業遺産に認定されたが，平成１
６年度のＳＳＨ指定の際に，地方のハンディキャップを視点を変えて優れた特色と捉え，能登の豊
かな自然を教育資源として活用した先見の明に感服している。
２年生での「七高アカデミア」では，自分たちで研究テーマを考え，課題解決にむけて長期間実
験や観察・分析・議論を積み重ね，たくさんのデータに基づいて考察を行った。１３グループのど
れもが研究の質が高く，この課題研究活動を通して生徒たちの論理的思考力，分析力，創造性，独
創性，プレゼンテーション力は格段に向上した。
この年，各方面の支援をいただき，過去最高の１７名の生徒が「シンガポール海外研修」に参加したが，

生徒が意欲的であるのはＳＳＨ活動で１年生から国際的な場面で研究交流する能力を養ってきた成果であ

ると感じている。この研修で，参加生徒はＮＵＳハイスクールの生徒と英語で課題研究発表会を行い，英語

力はもちろん，コミュニケーション力，物事を捉える視点などたくさんのことを学んだ。また，ＮＵＳハイスクー

ルの生徒の，将来は世界の舞台で仕事をするために今勉学に励んでいるという姿に大きな刺激を受け，一

段と学習に対するモチベーションが上がった。

このように１年生，２年生で国際的な場面で活躍できる科学技術

系人材の素地をしっかりと養い，３年生での「フロンティアサイエンス

Ⅲ」の授業で更に発展的な学習を行い，探究心，創造性，独創性，

英語力を向上させた。また，受験期に入りフロンティアサイエンスⅢ

や各教科の授業のみならず，３年間ＳＳＨ活動で養ってきた力がハ

イレベル模試や記述模試の結果に確実に結びついていると感じて

いる。

 活発な議論を展開で

３年間を振り返り，ＳＳＨ活動の成果は点数や偏差値のように
明確な数字として現れてこない部分もあるかもしれないが，生徒
の潜在能力を引き出し生徒を大きく成長させる素晴らしい事業で
あると改めて強く感じている。今後も生徒の成長のために継続し
推進されることを願う。

対数の微分は逆数より・・・

Ⅴ．実施の効果とその評価
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４．平成２３年度理数科卒業生の言葉

Ⅴ．実施の効果とその評価
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学校設定教科「フロンティアサイエンス」の実施方法の変更および教材開発を行いながら，ＳＳ
Ｈ事業を推進した。その結果，生徒の論理的思考力や科学的探究力が明らかに向上していることが，
アンケートだけでなく観察からもわかる。生徒や保護者の意識調査からもそのことは判断できる。
また，国際性を高める取組を強化するため，ＮＵＳハイスクールとの交流活動の事前学習を重点
的に行うことで，国際的な視野が広がり，英語コミュニケーション能力が高まった。

（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成

①学校設定教科「フロンティアサイエンス」は，理数科１年生１単位（フロンティアサイエンス
Ⅰ），２年生２単位（フロンティアサイエンスⅡ），３年生１単位（フロンティアサイエンス
Ⅲ）で実施した。
「フロンティアサイエンス」は，興味・関心を喚起し論理的思考力を高める教科として完成

してきた。一方で，創造性・独創性の高まりを客観的に評価する規準が確立されていないとい
う点が課題として残っている。その課題の克服をするため，ひとつの講座を１ヶ月程度かけて
展開する「ユニット」制を次年度以降導入する。ひとつの「ユニット」においては〈事前学習
→フィールドワーク・講義→探究活動→発表・評価〉の４ステップを行う。「ユニット」の最
初において，あらかじめ発表の場面と評価規準を提示することにより，学習のねらいを意識さ
せ，探究活動への強力な動機を与える。目標管理の強化により，ユニット毎の改善を図るとと
もに，各取組の精選を行い改善を図る。第三者による評価を目標管理型で取り入れることによ
り，生徒の創造性・独創性を客観的に評価しながら高めていくこととする。

②学校設定教科「スーパー数学ゼミ」（理数科１年生）は，１０人を１グループにして「整数論」，
「代数」，「幾何」，「組合せ数学」の４テーマを学習した。一つの課題に時間をかけて粘り強
く取り組む姿勢を身に付けることに重点を置いて指導した。思考力の育成には効果的であった
が，創造性・独創性といった面では改善が求められる。

③能登の自然を教材とした調査実習活動（「能登を科学する」）
「臨海実習」（理数科１年生）

金沢大学臨海実験施設において，調査実習の基本および海産生物の多様性を学習することを
目的に実施してきた。２泊３日の日程で行い，講義，採集，研究，発表の４つの活動を行った。
この手法は，創造性・独創性を高めるための有効な手段となる可能性があるため，次年度以降，
前述の「ユニット」制として多くの学校設定科目や事業に導入する。

「海洋調査実習」（理数科１年生）
これまでの調査・体験を中心とした実習から，より専門性の高い調査・研究活動へと内容を

高めていくため，平成２３年度には，県水産総合センターの協力を得てプランクトンの役割・
分類・同定について事前学習を行った。残念ながら，実習自体は台風のため中止となった。次
年度以降は，前述の「臨海実習」と統合して「マリンサイエンス」として実施する。

「石動山薬草調査実習」（理数科２年生）
地元の霊山である石動山に自生する薬草について，金沢大学医薬保健研究域・薬学類の先生

Ⅵ．研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向・成果の普及Ⅵ．研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向・成果の普及
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の指導のもと調査を行った。薬草の分布，植物標本および薬効成分の抽出を行い，「フロンテ
ィアサイエンス」での有機構造解析の講座との関連性も重視した。

④サイエンスツアーを２泊３日の日程で実施した。神岡宇宙素粒子研究施設，筑波研究学園都市，
日本科学未来館，国立科学博物館等での研修を行った。
最先端科学の研究に触れることができ，生徒の興味・関心を高めるのに大変効果的な事業で

ある。これまで２年の秋に実施してきたが，早期に実施した方が高校での生徒の研究活動によ
り効果的であると考える。次年度以降は１年秋に実施する方向で検討する。

⑤総合的な学習の時間を用い課題研究「七高アカデミア」を理数科２年生を対象に実施した。
今年度は，発表の場面を多く設定し，「マスフェスタ」「いしかわ高校生物のつどい」「石川

県中学・高校生徒物理研究発表会」「石川地区中学高校生徒化学研究発表会」等で発表した。
次年度に向けて，１年生のスーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）の時間を利用して研究をスタ
ートさせた。

⑥創造性・独創性を育成するため科学系部活動の活性化を図った。
スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）を理数科生徒全員加入を原則として，普通科の希望者

も対象にして実施してきた。各種科学オリンピックやコンテストへの参加者が着実に増加して
いる。化学グランプリにおいて２名の入賞を果たした。学年をまたいだ継続的な研究にしてい
きたい。

（２）国際的な場面で研究交流できる英語活用能力の育成

①学校設定科目「スピークサイエンス」の実施
英語のネイティブスピーカーを２名含めた，複数の教員で授業を担当している。クラスを少

人数のグループに分割し，一人ひとりの生徒が英語を話す機会を充分持つことができる体制を
整え，実践的英語活用能力を高める。また，下記の②から⑤までの事前学習を充分に行う。

②シンガポール海外研修（５泊６日）の実施
海外研修の目的である課題研究発表会は相手校の発表内容が非常にハイレベルであることか

ら生徒は発表内容を充分に理解できず，質疑応答も活発でない一面が見られた。この発表会を
より有意義なものにするために，本校生徒とＮＵＳハイスクールの生徒との間で海外研修実施
前に発表内容を交換し合い，事前学習することで理解が深まり発表内容への質疑応答が活発に
なると考える。また，サイエンスダイアログとこの課題研究発表会をリンクさせ，より内容の
濃い発表ができるよう指導していきたい。

③ＮＵＳハイスクールの生徒を迎えての国際交流活動
ＮＵＳハイスクールの生徒が来校する際にも，課題研究発表会を行う。海外研修に参加して

いない生徒を中心に課題研究のプレゼンテーションを行うが，聴衆に伝わる発表ができるよう
練習を重ねさせていきたい。また国際交流と，自国の習慣や文化を学習し英語で伝える学習を
する最適な場面であるので，充分な事前学習をした上で本研修に臨ませる。

Ⅵ．研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向・成果の普及Ⅵ．研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向・成果の普及
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④フロンティアサイエンススピーチコンテストの開催
フロンティアサイエンスで学習した内容を含めて，１人２分から３分程度の英語発表を行う。

県内ＡＬＴやネイティブスピーカー延べ２０名で指導体制を組んでいる。全員が各々の研究内
容を発表するので，個々の英語コミュニケーション能力を向上させることができる。

⑤サイエンスダイアログの開催
サイエンスダイアログと課題研究発表をリンクさせてこの企画の準備をしたいと考える。平

成２４年度は生徒が行う課題研究の内容に関係する分野を扱っている研究者の派遣を依頼し，
その研究者のプレゼンテーションの様子や発表内容を課題研究発表のための参考にさせたい。
またその研究者の発表内容も併せて課題研究の内容に関連させ，より内容の深い課題研究発表
にしたい。

（３）大学との連携を発展させた高大接続の在り方研究

高大連携および高大接続の在り方を県内理数科設置校３校で協議しながら推進する。ＳＳＨ
事業で育った生徒が，間断なく学習や研究を進めるには極めて有効なことだと考える。

（４）普及活動

①普通科クラスへの普及
・ＳＳＣ（スーパーサイエンスクラブ）に普通科クラス生徒も参加させ，課題研究や発表会へ
の参加を拡大する。

・各種科学オリンピックへ出場させる。事前学習のための講座を開講し，思考力を高める。
・普通科生徒と理数科生徒の混合チームで，科学の甲子園や各種科学系の国際大会に参加し，
お互いに刺激し高め合う。

・大学との連携授業等を，学年団と協力し実施する。
・フロンティアサイエンススピーチコンテストの手法を活かし，普通科も含めた全校生徒を対
象としたイングリッシュスピーチフェスティバルを開催し，英語活用能力や英語討論能力を
高める。

・校内課題研究発表会やフロンティアサイエンススピーチコンテストへ普通科生徒も聴衆とし
て参加させる。質疑応答を通して，理数科生徒の思考過程や研究姿勢に触れさせ，意欲の喚
起を図る。

②他校への普及
・「石川県スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会」に，県内ＳＳＨ３校以外の高校
の理科系クラブの生徒も招待し，発表・討論やポスターセッションをともに実施する。

・「ＳＳＨ成果発表会」等を通して，他県および県内の教員や生徒にＳＳＨ事業の普及を行う。
・「いしかわ高校生物のつどい」，「石川県中学・高校生徒物理研究発表会」，「石川地区中学高
校生徒化学研究発表会」等において，課題研究の成果を発表する。

・石川県教育センターと連携して，県内の中学高校の理科教員対象の研修講座を，本校を会場
にして実施する。

・県内若手教員を対象に，授業力錬成ゼミナール研修を実施する。ＳＳＨで開発された探究型

Ⅵ．研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向・成果の普及



ー 116 ー

Ⅵ．研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向・成果の普及

の学習やその指導法を広く普及させる。

③地域の児童生徒への普及
・市内小学生・中学生およびその保護者対象の高校紹介「ドリームプロジェクト」において，
ＳＳＨ活動を紹介する。

・「中学生サイエンスフェア」において，理数科生徒が中学生対象に科学実験を行い，交流を
図る。

・「小学生数学理科教室」，児童館での「スーパーサイエンス教室」，地域の中学校への「出前
授業」を引き続き実施する。

・天体観測室を開放し，中学校の理科の授業を本校で実施する。

④一般への普及
・一般市民に対する実験教室や天体観望会を引き続き実施する。
・ホームページの充実をはかる。小学生中学生を対象とした思考力を問う理科数学の問題を紹
介する「七高理数チャレンジ」のコーナーを設け，アクセス数のアップを図る。

・「いしかわ教育ウィーク」での学校公開において，ＳＳＨ活動での成果を発表する。

Ⅵ．研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向・成果の普及
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本校は，平成１６年度に文部科学省から３年間にわたり「スーパーサイエンスハイスクール」
の指定を受けた。以来，行動力・実践力を持った科学技術系人材の育成をするための教育課程や
指導法の研究開発にあたった。その後，平成１９年度に５年間の新規指定を受け現在に到る。こ
こでは，平成１９年度からの５年間の取組を，研究テーマごとにまとめて記していく。なお，平
成１６～１８年度を第一期，平成１９～２３年度を第二期と表記する。

１．第一期から第二期への流れ
第一期（平成１６年度～平成１８年度）

【研究開発課題】
行動力・実践力を持った科学技術系人材の育成をするため，科学に対する興味・関心

を喚起し，論理的思考力や創造性・独創性を高め，発表や討論する能力を身に付ける教
育課程や指導法及び高大連携の研究開発

① 先端科学分野での体験活動を重視し，身近な教育的資源を活用した教育課程，
指導法の研究開発

② 論理的思考力や創造性・独創性を高める支援体制の研究開発
③ 発表や討論する能力を身に付ける教育課程，支援体制の研究開発

○教育課程や指導法の研究開発を通して教員の資質が大きく向上するに伴い，生徒の科学
への興味・関心が高まったが，自主性の高まりに課題が残った。

○論理的思考力はある程度高まったが，充分とはいえない。また，創造性・独創性を育む
取組に課題を残した。

○発表や討論する力はある程度高まった。科学英語の能力を高めるための，第１学年から
計画的に科学英語を指導するカリキュラムや，海外研修の実施が課題として残った。

第二期（平成１９年度～２３年度）
第一期で残った課題を克服するため，第二期の計画・実施においては以下のことに重点を

おいて研究開発した。
・自主性を高めるための取組として，スーパーサイエンスクラブ（ＳＳＣ）の活性化を図
ることとした。

・論理的思考力を一層高め，創造性・独創性を高めるための学校設定科目「スーパー数学
ゼミ」を開設した。なお，この変更に併せて「フロンティアサイエンスⅠ」「フロンテ
ィアサイエンスⅢ」をそれぞれ２単位から１単位に減じた。

・科学英語の能力を高めるために，学校設定科目「スピークサイエンス」や，海外研修等
の海外の高校生との研究交流を取り入れた。

【研究開発課題】
能登の豊かな自然の中でのフィールドワークを重視しながら，事象を科学的に探究す

る論理的思考力と創造性・独創性を育成し，国際的な場面で研究交流する能力を身につ
けるための教育課程や指導方法，及び高大接続の在り方の研究開発

① 事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成
② 国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
③ 大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究

Ⅶ．５年間のまとめⅦ．５年間のまとめ
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２．事業ごとの検証

（１）事象を科学的に探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成

【学校設定科目：フロンティアサイエンスⅠ】
本校が位置する能登の豊かな自然環境に注視し先端科学の目で捉えることを基本理念として，

第一期に開設した学校設定科目である。１年生理数科１クラスを対象に２単位で開講したが，生
徒の学習活動に与える影響を考慮し，平成１７年度に１単位に減じた。大学や研究機関との連携
を図り，体験を重視したフィールドワークを取り入れることにより，知識を習得することや科学
に対する興味・関心を高めることに大きな成果をあげた。反面，あまりに広範囲な学習を行い，
深く学ぶための時間が不足したことから，第二期での再構築が求められた。
第二期においては，内容を精選し，２時限連続，前期のみの開講とした。年間約１７～１８回

実施した。また，内容によって，夏休みや休日を利用しての集中講座も実施した。
次に，各年度ごとの開講講座を示す。表中★印のものは，今年度発刊の「七尾ＳＳＨ教材集」

に掲載されているものである。

本科目では，特に大学や研究機関等との連携を重視した。

Ⅶ．５年間のまとめ

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

大桑層化石と地震

Ⅶ．５年間のまとめ
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＜成果と課題＞

年度

平成１９年度 得られた成果 ○科学に取り組む姿勢が積極的になった。（肯定的回答89.7％，以下同様）
○校外で実施することにより，学習効果が高まった。（89.7％）
○講義や実習の内容を理解しまとめる力が身に付いた。（87.2％）
○将来の進路について具体的な方向性を見い出した。（82.1％）
○自然現象を科学的に分析したり論理的に考えるようになった。（76.9％）
○科学的な研究方法が身に付いた。（76.9％）
○自らの意見を発表する力がある程度身に付いた。（53.8％）

残された課題 ×校外で実施する講座において，生徒への負担が大きかった。
×講義後のレポートの指導が行き届かずフィードバックできなかった。
　レポート作成指導の工夫が求められた。
×医療系の講座を充実させてほしいとの要望があった。

平成２０年度 改善のポイント ※講座の精選を図るとともに，校内講師で代替可能なものについて，可能な
　限り本校教員が実施した。
※レポート作成能力向上のために，「テクニカルライティング」（事実やそ
　れに基づく主張を完結明快に伝えるための文書作成技法）を学ぶ講座を入
　学直後に実施した。
※「フロンティアサイエンスⅡ」において，金沢医科大学の協力を得て，医
　療系の講座を新たに開講した。

得られた成果 ○科学技術に関する知識を得ることができた。（93.3％）
○講座の内容に興味を持つ生徒が増加した。（80.0％）
○レポートや論文作成の能力が身に付いた。（88.3％）
○話を聞いてまとめる力が身に付いた。（80.0％）

残された課題 ×日本語で発表する力の育成は充分ではなかった。（62.5％）
×筋道をたてて科学的に考える力の育成ができなかった。（28.3％）

平成２１年度 改善のポイント ※第２学年の「フロンティアサイエンスⅡ」や「七高アカデミア」で発表能
　力や科学的思考力の育成を重点に置いて取り組んだ。

得られた成果 ○論理的思考力（85.0％），創造性・独創性（81.7％），数学的思考力
（81.7％），科学論文作成のための基礎力（81.7％）が身に付いた。

残された課題 ×実験の技能（70.8％）の習得が充分ではなかった。
×情報処理能力（70.8％）の育成が充分ではなかった。

平成２２年度 改善のポイント ※科学実験基礎講座の内容を再検討した。
※コンピュータ講座の内容を再検討した。

得られた成果 ○生命・地球分野の講座が充実してきた。

残された課題 ×物理・化学分野の充実が求められた。

平成２３年度 改善のポイント ※「フロンティアサイエンスⅡ」において，化学分野の講座を充実させた。

得られた成果 ○創造性・独創性が身に付いたと考える生徒が増加してきた。（96.0％）

残された課題 ×創造性や独創性の高まりを客観的に評価する方法の確立が求められる。

Ⅶ．５年間のまとめ
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○大学との連携
地球分野〔地学実習〕（金沢大学理工学域）
平成１９年度 講義「石川県の地質」「能登半島地震のメカニズム」

実習「化石採集」は天候により中止
雨天中止の場合の準備が求められた。

平成２０年度 講義「地震発生のメカニズム」「能登半島地震と四川省地震」「大桑層化石」
実習「化石採集」は中止，かわりに電子顕微鏡見学，化石展示見学を行った。
生徒の興味は高かったが，レディネスの問題が残った。

平成２１年度 講義は２０年度と同様。実習「化石採集」を実施できた。
講義の時間が不足気味であったので時間の調整が必要とされた。

平成２２年度 講義「能登半島地震とチリ地震津波」「大桑層化石」，実習「化石採集」
平成２３年度 講義「東北地方太平洋沖地震と能登半島地震」「大桑層化石」，実習「化石採集」
※複数の講義と実習をバランスよく取り入れた密度の濃い講座として完成された。本校のよ
うに近隣に大学がない地方の高校にとって，一回の講座の中で複数の講義を取り入れてそ
れぞれを有機的に関連づける工夫を凝らされた講座は非常に有効である。

海洋分野〔臨海実習〕（金沢大学理工学域）
平成１９年度 講義「生物の分類と多様性」「遺伝子音楽」

実習「磯の生物の採集・分類」「生物標本の見学」
秋に１日の日程で実施した。開講時期の問題と時間不足の問題が残った。

平成２０年度 講義「海における生物の進化」「深海と潜水艦と生物」
実習「磯採集」「乗船実習」「研究成果の発表」
夏に２泊３日で実施した。発表会を取り入れることにより効果があがった。

平成２１年度 講義「海産無脊椎動物の分類と進化」。実習は２０年度に同じ。
日程の関係で秋に１泊２日で実施した。

平成２２・２３年度 講義・実習は２１年度と同様。夏に２泊３日で実施した。
プレゼンテーション発表の教育効果が高い。

※最終日に研究成果の発表会を取り入れることにより，発表能力の育成に効果があった。研
究内容も年々高度なものとなってきている。短い期間ではあるが，その中で〔講義→フィ
ールドワーク→研究→発表〕の一連の流れを体験できる講座は課題発見能力，課題解決能
力，創造性，独創性，英語プレゼンテーション力の総合的な育成にたいへん効果的である。

生命分野（北陸先端科学技術大学院大学）
平成１９年度 講義「人工膜の構造と動き」

実習「水中逆シャボン玉による人工細胞膜の観察」
平成２１年度 講義「生き物はみんな細胞でできている」。実習は１９年度と同様。
平成２２年度 講義「人工膜の構造と働き～生命の起源？～」。実習は前年度と同様。
平成２３年度 前年度と同様。新たな実習として生物観察「ミクロの世界」を追加した。
※講義と実習を通して，分子から最初にできた生命体に関する理解と，遺伝子の構造と情報
伝達機能について深い考察ができた。高いレベルの内容であるが，生徒の理解度に応じて
段階的に学ぶことができ効果的な講座であった。

医療分野（石川県立看護大学）
平成１９年度 講義「ウイルスと変異」
平成２０年度 講義「がんとは何か？」

Ⅶ．５年間のまとめ
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平成２１年度 講義「インフルエンザ流行の謎」
平成２２年度 講義「がんとは何か？」
平成２３年度 講義「子宮頸がんとＨＰＶ」
※毎年最新の医療系のテーマで講義をいただくことができた。生命科学に対する理解が深ま
り，興味・関心が高まるとともに，学んだ知識を基に様々な生命現象を科学的に捉え，分
析する力が高まっている。将来の進路希望の指針となった生徒も少なくない。ＤＮＡの構
造や複製のしくみ，ＲＮＡのはたらきについて事前学習することにより学習効果が高まっ
た。

○一般企業との連携
海洋分野
平成１９年度 講義「魚類飼育技術」 石川県立のとじま水族館
平成２０～２１年度 講義「ブリの回遊調査」 石川県水産総合センター
平成２２年度 講義「急潮の発生機構とその予測」 石川県水産総合センター
平成２３年度 講義「プランクトンの役割，分類等について」 石川県水産総合センター
※研究者から直接，研究の手法・データ解析・結果という流れを聞くことができ，研究に対
する理解が深まった。

生命分野
平成１９年度 講義「味覚への挑戦」実習「カニ風味かまぼこの作製」
平成２０年度 実習「味覚検査」を導入した。 株式会社スギヨ研究開発部
平成１９～２０年度 講義「クローン実習」実習「牛の卵巣細胞や黄体の観察」「卵胞液の採取」

石川県畜産総合センター
※「味覚への挑戦」では，実習を通して食品に対して科学的な視点から分析する姿勢が養わ
れたと同時に，商品の研究開発と消費者受け入れの経緯について詳しく学ぶことができた。
「クローン実習」は，講義・見学・実習のバランスのとれた充実した講座であったが，平
成２１年度以降は実施していない（ｐ１４９参照）。

天文分野（星の観察館「満天星」）
平成１９～２３年度 講義「宇宙の中の私たち」
平成１９，２１～２２年度 講義「現在の太陽系像」
平成２０年度 講義「太陽系の成り立ち」
※第一線の研究者による講座を通じて，先進的な天文分野について学習することができ，科
学的な視野が養われた。

地球分野（北陸電力雷センター）
平成１９～２３年度 講義「北陸の雷について」見学「人工落雷装置」「雷観測装置」
※北陸の特徴的な雷などの気象に関する学習を通して，自然現象が社会に及ぼす影響につい
て理解を深めることができた。生徒の知識量に合わせて計画された質問を交えながらの双
方向の講義形式と，間近で雷を体感することのできる見学が生徒の興味・関心を大きく引
き出した。

○校内講師による実施
平成２０年度～ 実習「科学実験基礎講座」
平成２０年度～ 講義「テクニカルライティング」
平成１９年度 講義「原子論の歴史」「雲の解析」「黒点観測とオーロラの発光 」
平成２３年度 講義「ポスターセッション」

Ⅶ．５年間のまとめ



ー 122 ー

Ⅶ．５年間のまとめ

【学校設定科目：フロンティアサイエンスⅡ】
学校設定科目「フロンティアサイエンスⅠ」で学んだことを踏まえ，高度な実験技術の習得や

データの収集分析の活用能力等をねらいとして第一期の２年目にスタートさせた学校設定科目で
ある。２年生理数科１クラスを対象に２単位で開講した。３年目の後半からは，英語科の協力を
得て新たに科学英語の指導にも着手した。１テーマにかける時間にゆとりを持たせて論理的思考
力や創造性・独創性を高めることを目的に実施したが，生徒アンケートの結果から達成できたと
は言い難く，第二期への課題を残した。
第二期においては，大学や研究所主体のものから校内講師で実施する形態への転換を図り，本

校職員が生徒の現状を把握しながら年間約３０回程度実施した。一部の講座をＮＵＳハイスクー
ルの生徒との交流授業としたり，県内各校のＡＬＴを多数招聘し「フロンティアサイエンス」で
学習した内容や課題研究を英語で発表する機会を設ける等，科学英語の活用能力向上へ向けての
取組も行った。
次に，各年度ごとの開講講座を示す。表中★印のものは，「七尾ＳＳＨ教材集」に掲載されて

いるものである。

※平成１９年度のものは，第一期指定の生徒を対象とした講義・実習であり，その成果と課題を
踏まえて平成２０年度に内容の精選と改善を加えた。

基礎分野

情報分野

数理分野

物理分野

化学分野

生命分野

天文分野

地球分野 電磁波 電磁波★

Ⅶ．５年間のまとめ



ー 123 ー

Ⅶ．５年間のまとめ

＜成果と課題＞

年度

平成１９年度 得られた成果 ○生徒の科学英語に対する興味・関心が高まった。
○物理・化学分野において，教育効果の高い教材を開発することができた。

残された課題 ×校外での活動を実施することができなかった（石動山薬草調査実習は雨天
　のため講義に変更）。生徒は，全講座数のうち３割程度の活動を校外で受
　講したいと考えている。
×学習内容と実生活との関連性が希薄である。
×英語を苦手とする生徒にとって，科学英語学習への負担が大きい。
×最終アンケートでＳＳＨ活動が勉強の妨げになっていると回答する生徒が
　76.9％であった。

平成２０年度 改善のポイント ※全講座のうち１割程度を校外で実施した。同時に，「フロンティアサイエ
　ンスⅡ」は，１年次の体験型学習を踏まえて，理論や実験技術を学んでい
　く場であるとの認識を生徒に持たせるよう努めた。
※講座の中で，学習内容が実生活とどのように結びついているのか，またど
　のように活かされていくのか，どのような形での活用が期待されているの
　かといった内容を盛り込むよう努めた。
※科学英語指導において，指導内容やレポートに関して負担感を軽減できる
　よう工夫した。
※３年生で実施の「フロンティアサイエンスⅢ」において，受験勉強にも直
　結していると感じさせる工夫を加えた。

得られた成果 ○科学英語論文作成の能力が身に付いた。（肯定的回答76.7％，以下同様）
○実験技術が向上した。（75.8％）
○創造性・独創性が身に付いた。（74.2％）

残された課題 ×講座ごとのレポート作成が，生徒に負担感を与えた。ただ，78.0％の生徒
　が話を聞いてまとめる力が身に付いたと回答していることを考慮すると，
　ある程度適切な負荷であると判断できる。

平成２１年度 改善のポイント ※レポート作成について，一部の講座で軽減し，一部の講座では作成時間を
　確保するなどの工夫をした。

得られた成果 ○実験の技能（83.8％），論理的思考力・分析力（83.8％），情報処理能力
 （83.8％），科学論文作成のための基礎力（83.8％）が身に付いた。

残された課題 ×数学的思考力の育成が充分ではなかった。（75.7％）
×創造性・独創性の育成が充分ではなかった。（62.2％）

平成２２年度 改善のポイント ※数学的思考力を高めるために，各講座に数学的要素を取り入れた。また，
　最も評価の低かった「微分方程式」について，内容をやや易しくし，実施
　時期を遅らせる等の工夫をした。
※創造性・独創性を高めるために，生徒が自分で判断する場面を設けた。

得られた成果 ○全ての講座が対象生徒の適した内容・レベルのものとなった。

残された課題 △さらに教材開発を進め，多様な生徒に対応できる講座の開発を目指す。

平成２３年度 改善のポイント ※理科分野での新たな教材の開発をした。

得られた成果 ○化学分野で３つ，新たな講座を開発できた。

残された課題 △より大きな教育効果を生むための講座間の有機的な結合と，実施時期のさ
　らなる改善が求められる。。
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以下，講座別に，年度ごとの課題と改善点を記す。

◎基礎分野
講義「レポート指導」（平成２０年度）

第１学年でレポート指導がほとんど行われなかった反省を踏まえ，レポートの書き方につ
いて学び，論理的な文章を書く力を付けることを目的として実施した。論理的なレポートの
書き方が身に付いた。なお，この年より第１学年「フロンティアサイエンスⅠ」において新
たに「テクニカルライティング」を導入したため，第２学年対象の本講座は２０年度のみの
実施となっている。

◎情報分野
講義・実習 「データ解析」（平成１９～２３年度）

年を経るごとに表計算ソフトの活用方法に重点が置かれるようになってきて，本来の目的
であるデータ解析の本質への理解が薄れてきている。改善が求められる。

◎数理分野
講義・実習 「微分方程式」（平成１９～２３年度）
平成１９年度 授業で微分積分の履修中での実施であり，基本事項の定着が不充分なため途

中で理解できない生徒がでてきた。実施時期の検討が必要とされた。
平成２０年度 実施時期の改善ができなかったため，講座前に微積分の予習を行ったところ，

生徒の理解が深まった。

◎物理分野
講義・実験 「低温実験・超伝導」（平成１９～２３年度）
平成２０年度 時間の配分に問題があり，理論学習に時間がとれず，「考える」「疑問を持つ」

ことができなかった。教材の精選が求められた。
平成２１年度 ５つの実験それぞれにレポート作製を行ったところ，内容の理解に非常に効

果的であった。発展的な内容で数学との融合を追究したい。

◎化学分野
講義・実験 「薬効成分の抽出」（平成１９～２２年度）
平成１９年度 簡単なガラス器具を自作した。
平成２０年度 東洋医学に関する講義を取り入れた。
平成２１年度 有機化合物構造解析に関する演習を取り入れた。
その他の講義・実験･･･毎年１つの新たな講座を取り入れて実施してきた。
平成１９年度 「アカニシ貝を用いた貝紫染色」
平成２０年度 「振動反応」
平成２１年度 「酸化還元反応」
平成２２年度 「中和滴定」ＮＵＳハイスクールの生徒と合同で英語で実施した
平成２３年度 「クロスカップリング」「アルカリ金属元素」「分子の形を考える」

「クロスカップリング」はＮＵＳハイスクールの生徒との合同授業を英語で実施した。

◎生命分野
観察・講義 「石動山薬草調査実習」（平成１９～２３年度）金沢大学大学院 自然科学研究科
平成１９年度 雨天のため，講義のみの実施であった。雨天の際の柔軟な対応が課題である。
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平成２０年度 ＮＵＳハイスクールの生徒と合同で，２日間にわたって実施した。
平成２１年度 標本を製作し，データとして蓄積していくこととした。
講義・見学「高校生のための医学の魅力講座」（平成２０～２３年度）金沢医科大学
平成２０年度 医学に関する講義と，研究室や外来の見学を実施した。
平成２１年度 ラットの搾乳と人工保育に関する実験を取り入れた。
平成２２年度 アルツハイマー病モデルラットを用いたＤＮＡ解析等の実験を取り入れた。
平成２３年度 遺伝子改変動物を題材に，認知症に関する講義を取り入れた。
講義・実験「酵母菌に学ぶ生物の代謝」（平成１９～２１年度）
平成１９年度 グループごとに好気呼吸・嫌気呼吸どちらかの実験を行った。
平成２０年度 全員が好気呼吸と嫌気呼吸両方の実験をできるようにした。
平成２１年度 バイオリアクターを作製する実験を加えた。
講義・実験「細菌の種類と生体防御機能」（平成２０～２３年度）
平成１９年度 「グラム染色」，「殺菌効果」の２講座を実施した。
平成２０年度 ２つの講座を再編し，「細菌の種類と生体防御機能」とした。
平成２１年度 教材に工夫を加えたが，生徒の理解度が低かった。廃止の可能性も考えた。
平成２２年度 ティームティーチングを導入したところ，理解度が回復した。効果があった。
平成２３年度 グラム染色の成功率は低いが，無菌操作の技術は身に付いている。
その他の講義・実験･･･単年度実施のものとして以下のものがある。
平成１９年度 「味覚への挑戦Ⅱ」株式会社スギヨ研究開発部

「駿河湾のプランクトンの分類」
平成２２年度 「ジンベエザメの飼育方法」石川県立のとじま水族館

◎天文分野
平成１９年度 講義「気象画像による天気予報」
平成２０年度 講義「雲・天気予報」
※いずれも内容が高度であり理解度が低かったことにより，１回きりの実施となった。

◎地球分野
実験・講義「波による砂浜の浸食」（平成１９～２３年度）金沢大学大学院自然科学研究科
平成１９年度 講義のみの実施であった。
平成２０年度 観測・実験を取り入れてデータ処理のグループ学習を取り入れた。
平成２２年度 波動の理論に関する理解が求められる。
実験・講義「電磁波」（平成１９～２３年度）
平成１９年度 理数物理で波動を学習してから実施したら効果が上がった。
平成２０年度 誘導電流と電気振動を関連付けることに困難を感じていた。
平成２１年度 共振を学んだあとに実施した方がよい。
平成２２年度 コンデンサーやコイルの理論を理解することに困難を感じていた。
平成２３年度 三角関数を利用して現象を解析していくような教材を開発する。
実験・講義「リモートセンシング」（平成１９～２３年度）
平成１９年度 サーモグラフによる温度分布作製を行った。レベルが適正である。
平成２０年度 発展的な内容を加え充実させたが，時間が不足した。
平成２１年度 実施回数を２回に増やし，考察する時間を充分確保したところ理解が増した。
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【学校設定科目：フロンティアサイエンスⅢ】
学校設定科目「フロンティアサイエンスⅠ・Ⅱ」で学んだことを踏まえ，理数分野の発展的な

学習を行うことをねらいとして第一期の３年目にスタートさせた学校設定科目である。３年生理
数科１クラスを対象に２単位で開講した。英語論文の講読・作成や科学英語発表などの英語活用
能力育成のためのプログラムも実施したが，早期着手の必要性と計画的指導法の確立という第二
期への課題を残した。
第二期においては，数学・理科の発展的な内容を中心に実施した。科学英語への取組として，

第２学年に実施した課題研究に基づいた英語論文作成も行った。本校職員が生徒の現状を把握し
ながら年間約１５回程度実施した。当初，外部講師による実施を望む生徒の声が多かったが，講
座の内容の充実と本校教員のスキルアップに伴い，内部講師で充分教育的効果を高めることがで
きるようになった。
次に，各年度ごとの開講講座を示す。表中★印のものは，「七尾ＳＳＨ教材集」に掲載されて

いるものである。

※平成１９～２０年度のものは，第一期指定の生徒を対象とした講義・実習であり，その成果と
課題を踏まえて平成２１年度に内容の精選と改善を加えた。

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

数理分野
積み木の中の科学★ 積み木の中の科学

相対誤差 テーラー展開

物理分野

音の合成★ 音の合成★

うなり★ うなり

連成振り子の振動
跳ね返りの測定

振り子の周期
お湯の冷め方

化学分野

タール色素の分析 物質の色に及ぼす
置換基効果

置換基効果と吸収スペクトル★

自動計測による中和滴定

カフェインの抽出★

機器分析

生命分野

アガロースゲル電気泳動法

遺伝子組換え 遺伝子組換え

内臓の真実に迫る★

科学英語 課題研究の科学英語論文作成 課題研究の科学英語論文作成
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＜成果と課題＞

年度

平成１９年度 得られた成果 ○科学英語の必要性を感じる生徒が増加した。（94.6％）
○科学英語論文作成能力や英語発表能力が向上した。（89.2％）
○物理分野と生物分野を選択履修にしたため，生徒は自分の希望に応じて科
　目を選択し，意欲的に取り組んだ。

残された課題 ×科学英語の取組が「スピークサイエンス」へ移行したので，実施内容の再
　構築が求められた。
×新たな発想を試すことができた生徒は少なかった。（43.2％）
×科学に対する考え方に変化があった生徒は多くなかった。（64.9％）
×校外講師による講座を増やしてほしいという要望があった。（35.1％）
×校外での活動を増やしてほしいという要望があった。（56.8％）

平成２０年度 改善のポイント ※科学英語への取組において，論文作成時の指導教員との話し合いを充分に
　行うようにした。
※理論と実験を適切に配置し，高度な学習が効果的になされるような工夫を
　加えた。

得られた成果 ○科学英語の指導法について「科学英語報告書」を発刊した。

残された課題 ×翌年度から「スピークサイエンス」を履修した生徒が３年生となるので，
　内容の充実が期待される。

平成２１年度 改善のポイント ※講座の精選と内容の充実を図った。

得られた成果 ○科学に対する考え方に変化があった生徒が増加した。（80.0％）
○講座の内容の充実と本校教員の指導力向上により，外部講師による実施を
　希望する生徒数および校外での実施を希望する生徒数が激減した（いずれ
　も7.5％）

残された課題 ×科学英語の取組が充実してきた反面，理数への取組が弱くなった。

平成２２年度 改善のポイント ※講座の内容の充実と，過去に実施されていた講座の復活など，理数への取
　組を強化した。

得られた成果 ○実験と講義のバランスがよく，受験内容にも直結している探究型の講座が
　確立されてきた。

残された課題 ×教科横断的な教材開発を図る必要がある。

平成２３年度 改善のポイント ※科学英語への取組に改善を加えた。
※科目横断的な講座を意識して内容に改善を加えた。

得られた成果 ○多くの実験を小グループで実施することにより，実験技術の向上が認めら
　れる。また，グループ内での討論を行いながら実施したため，与えられた
　実験に独自性を出すことができた。
○フロンティアサイエンスで学んだことから，理系の進路を選択するように
　なった生徒や将来の研究の方向性まで明確にできる生徒が現れるようにな
　った。
○発展的で科目横断的な教材の作製および講座の実施を校内講師の手で行う
　ことにより，教員の指導力が向上した。

残された課題 ×教科横断的な教材開発については不充分である。
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数理分野
平成１９年度「積み木の中の科学」，「相対誤差」，「線形微分方程式」，「行列と行列式」を開講
平成２０年度「積み木の中の科学」において実験を取り入れて，収束に関する理解が深まるよ

う教材に改善を加えた。
平成２１年度 前年度に改善を加えた教材を，「無限級数からの解析」として新講座とした。
平成２２年度 新講座「テーラー展開」を開講したが，難解で生徒の理解度は低かった。
※教科横断的な講座として，積み木の中の科学における「無限級数」と「モーメント（物理）」
を融合させた講座の開発が考えられる。

物理分野
平成１９年度 数学物理の融合分野として「音の合成」，「うなり」を開講した。
平成２０年度 物理チャレンジの実験課題である「連成振り子の振動」にも取り組んだ。
平成２１年度 物理チャレンジの実験課題である「跳ね返りの測定」「お湯の冷め方」にも取り

組んだ。
平成２３年度 物理チャレンジの実験課題である「大気圧の測定」にも取り組んだ。

新講座「振り子の周期」を開講した。
※教科横断的な講座として，「音の合成」と「フーリエ級数（数学）」，「うなり」と「三角関
数（数学）」，「お湯の冷め方」と「微分方程式（数学）」などが考えられる。

化学分野
平成１９年度 「タール色素の分析」，「メチルオレンジの合成」，「自動計測による中和滴定」

を開講した。
平成２０年度 「タール色素の分析」，「メチルオレンジの合成」を統合して「物質の色に及ぼ

す置換基効果」として発展させた。
平成２１年度 新講座「カフェインの抽出」を開講した。
平成２３年度 「フロンティアサイエンスⅡ」での「薬効成分の抽出」から難解である機器分析

の部分を独立させて実施した。
※教科横断的な講座として，「中和滴定曲線」と「対数関数（数学）」，「電荷均衡・質量均衡」
と「近似（数学）」などが考えられる。

生命分野
平成１９年度 「アガロースゲル電気泳動法」，「遺伝子組換え」を開講した。
平成２０年度 「遺伝子組換え」で用いた蛍光タンパク質遺伝子に関する研究でこの年，下村脩

氏がノーベル賞を受賞した。奇しくも最先端科学を学ぶ講座となった。
平成２１年度 新講座「内臓の真実に迫る」を開講した。生命に関する講座であるので，科学

者としての倫理観を育成する取組として重要視していきたい。

科学英語
平成１９年度 「七高アカデミア」での研究成果を英語論文にまとめ，英文プレゼンテーション

を作製した。
平成２０年度 「科学英語報告書」を発刊した。
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（２）国際的な場面で研究交流する英語活用能力の育成
（ａ）スピークサイエンス

第一期で課題となった科学英語の能力を高めるための取組として，第二期においては「国際
的な場面で研究交流する英語活用能力の育成」を研究課題とし，「スピークサイエンス」を開
設した。第１学年では，英語で自己表現する力，専門用語，英語プレゼンテーション能力の育
成を目標に１単位で実施した。第２学年では，より豊かな表現力で討論する力を養うことを目
標に，同じく１単位で実施した。
下記のグラフは学校設定科目「スピークサイエンス」は有意義かという質問に対して肯定的

意見を示した生徒数を示したものである。

質問１．学校設定科目「スピークサイエンス」は有意義ですか。

質問２．学校設定科目「スピークサイエンス」の授業を受けることで，どんな力がつきましたか。

スピークサイエンス実施初年度は，英語を話すことに抵抗を感じている生徒が多かったこと、
英語を介して科学的テーマの課題を学習する際に科学の知識が不足していること，英語による
表現力が不足していることから，スピークサイエンスを有意義だと感じた生徒は比較的少なか
った。

0

20

40

60

80

100

5%

38%

20%

19%

32%

33%

42%

56%

57%

37%

35%

7%

9%

11%

21%

27%

13%

15%

13%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H23

H22

H21

H20

H19

Ⅶ．５年間のまとめⅦ．５年間のまとめ



ー 130 ー

このフィードバックを受け，２年次では生徒が英語を表現し易い環境作りとをその意欲を喚
起するために，ペアワークとグループ活動を取り入れ，基礎的なコミュニケーション活動を通
して定着を図った。また，第３学年では年間を通してクラスを３分割し、ネイティブスピーカ
ーと会話する場面を多く確保できる体制で表現力の向上をねらった。
３年次以降は，クラス全体が英語を話しているという雰囲気作りを目指そうとクラスを一斉

授業を常態とし、授業を３分割する形態を限定的に行った。授業を進めるスピードは上がった
ものの，生徒は英語を話す機会が大幅に減少した。この取組は「生の英語に触れる機会をでき
るだけ多く作る」という観点から見ると目標が達成されていないので，次年度改善を行う。
また，英語を発話するだけでは充分なコミュニケーションと言えないので，その発表内容も

充実するよう指導した。シンガポール海外研修やＮＵＳハイスクールの生徒の来校時に行う課
題研究発表会では，明確な論の展開と文法に則った文章を書く必要がある。この表現力の向上
をねらい、プレゼンテーションの発表原稿を書く指導を重点的に行ったので，平成２３年度ア
ンケートでは「意見をまとめる力が向上した」という実感を持っている生徒が多い。
「科学英語の知識が増えた」と回答している生徒の数が 5%と過年度と比較すると低い数字

である。しかし，英語をアウトプットする力，つまり英語を話す力と書く力を基礎とし，プレ
ゼンテーションスキルを高め，バランスよく生徒の研究交流能力を全体的に引き上げることが
できたと考える。

質問３．サイエンスダイアログの講演における英語は，どの程度理解できましたか。

質問４．再度，外国人研究者からの講演を聞きたいですか。
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質問５．講演における研究関連についての説明は，どの程度理解できましたか。

質問６．サイエンスダイアログの講演を聞き，科学や研究に対する関心は高まりましたか。

例年，サイエンスダイアログは講義の内容が非常に専門的かつ難解であり，多くの生徒が講
義を理解しにくかったと回答している。平成２３年度はこの点を改善するため，スピークサイ
エンスにおける準備期間を長くし，生徒は予備知識を充実させた。また，平成２２年度まで，
サイエンスダイアログに参加していた生徒は理数科２年生のみであったが，平成２３年度から
理数科１年生もこの行事に参加した。上記の質問５と質問６は，平成２３年度理数科１年生と
２年生のアンケート結果を合計して算出した数字となっている。

１年生は知識面と英語学力面が不足しているため英語による専門的な講義を難解だと感じた
生徒が多かった。
２年生は理科教員と英語教員による事前学習を行っているため，非常に難易度の高い講義内

容であったが，概ね理解できたと５割弱の生徒が回答している。さらにほとんどの生徒がサイ
エンスダイアログのような講義を再び受講したいと回答し，また９割程度の生徒がこの講座で
科学への興味・関心が高まったと回答している。これらのアンケート結果から，サイエンスダ
イアログにおける講義は生徒の探究心を刺激し，充実した事前学習と講義中に質疑することで
生徒の研究交流能力を着実に成長さることができることが分かる。
次年度の取組としてサイエンスダイアログと「七高アカデミア」とのリンクを考えている。

今年度は広く，生物学，医学，物理学，化学という分野指定で講師を招聘したが，次年度は生
徒の課題研究の内容に関連する分野を植物生理学や電子軌道論などと指定し、講師を依頼する
予定である。この形式をとることで，以下の４つのメリットがあると考える。生徒たちは自分
の課題研究に直接関係する情報を手に入れること，課題研究をする上で疑問に感じたことを講
師に質疑することで研究内容をより深く理解することができること，講師が行うプレゼンテー
ションを参考にし英語で行う課題研究発表会で研究発表する際のヒントを得ることができるこ
と，そして最先端科学と課題研究の内容を融合させることで知的探究心が大きく刺激されるこ

56% 37% 7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

88% 12% 0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅶ．５年間のまとめ



ー 132 ー

Ⅶ．５年間のまとめ

と，そして最先端科学と課題研究の内容を融合させることで知的探究心が大きく刺激されるこ
と，が挙げられる。来年度はこの点を見直し，より学習効果の高い手法を探っていきたい。

（ｂ）海外研修およびＮＵＳハイスクールとの研究交流
学校設定教科「フロンティアサイエンス」，学校設定科目「スピークサイエンス」での学習成

果を発揮し，シンガポール海外研修でＮＵＳハイスクールの生徒と研究交流を行った。課題研
究を英語で発表・討論することを通して，国際的な場面で研究交流するための英語活用能力の
育成および課題研究の質の向上を目的に実施している。近年は多くの生徒がこの海外研修を希
望し，年々参加者が増加している。この研修に参加するために理数科を志望して本校へ入学し
てくる生徒も少なくない。下のグラフは，平成１９年度からシンガポール海外研究に参加した
生徒の人数とＮＵＳハイスクールから七尾高校へ来校した生徒の数の変遷を示したものである。

シンガポール海外研修参加者人数 ＮＵＳハイスクールから七尾高校へ来校生徒数

質問１．シンガポール海外研修を通して科学英語の知識が向上しましたか。

質問２．研修先の文化，自然，産業に対する知識が向上し，国際性を身につけることができまし
たか。
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質問３．課題研究発表会のプレゼンテーションはうまくできましたか。

質問４．海外研修の中で，特に知的好奇心が刺激された研修は何ですか。

これまでの課題と今年度の改善策
・シンガポール国立大学（ＮＵＳ）やＮＵＳハイスクールとの交流をするにあたり，研究交流を
どういう形態で行うことができるか。
⇒本校生徒がＮＵＳハイスクールにて課題研究発表を行い，ＮＵＳハイスクールの生徒が本校
へ来校した際に，自分たちの研究課題を発表するという現在の形態を整えることができた。

・課題研究「七高アカデミア」が２年生から始まるため，研究が深まる前にＮＵＳハイスクール
で発表する準備をしなければならない。
⇒平成２４年度にむけて，例年より４ヶ月早い時期から課題研究に取り掛かり，生徒が研究を
じっくり進められるよう時間を確保した。

・ＮＵＳハイスクールの生徒が行う課題研究が非常に先進的であるため，理解し質疑することが
難しい。
⇒スライドショーのデータやハンドアウトなど課題研究発表会の資料を事前に交換し，事前学
習を綿密に行うことで課題研究発表会をより有意義なものにする。次年度からはインターネ
ットを活用して，より実践的なコミュニケーション能力を育成したいと考えている。

シンガポール海外研修では，海外に進出している日本企業での研修も行い，最先端技術と研究
者たちの熱意と意欲に直接触れる機会を設けている。国際交流を通して多様な考え方を理解しよ
うとする態度が育成され，帰国後の英語学習や科学研究への意欲が高まっている。生徒にとって
この海外研修は，非常に有意義で充実した研修になっている。
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質問５．ＮＵＳハイスクールの生徒が七尾高校に来校した時の交流を通して国際感覚が身に付き
ましたか。

これまでの課題と今年度の改善策
・ＮＵＳハイスクールの生徒と七尾高校の生徒ができる限り多くの時間を共有できるようなプロ
グラムを用意してほしい。
⇒ホームステイ（二日間），ホストファミリーとの自由時間の確保，七尾高校の生徒がバディ
ー（研修中のリード役）として体験授業に参加するなど，今年度のＮＵＳハイスクール生徒
の来校時はＮＵＳハイスクールの生徒と七尾高校の生徒が別々に研修を受ける場面はなく，
どの場面においても七尾高校の生徒は英語でコミュニケーションをする機会を持つことがで
きた。

・シンガポール海外研修に参加した生徒は積極的にＮＵＳハイスクールの生徒との交流を図って
いるが，海外研修に参加しなかった生徒や普通科の生徒は比較的交流を行っていない。ＮＵＳ
ハイスクールとの交流を全校的に行う。
⇒全校集会でＮＵＳハイスクールの学校紹介プレゼンテーションやダンス発表会をＮＵＳハイ
スクールの生徒が行った。また，茶道体験，外国語研究部との交流，吹奏楽局と合唱部との
コンサート，空手道部での部活動体験を行い，シンガポール海外研修に参加していない生徒
との交流場面を多く設定することができた。
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③ 大学との連携を発展させた高大接続の在り方の研究
ＳＳＨ指定初期から，大学との連携を密に図りながら研究室を訪れて大学教授の指導のもと
多くの講座を開発してきたが，生徒の発達段階を考慮しながら個々の講座に改善を加え現在に
到っている。本校教員が教材開発に積極的に関わることで，指導力が大幅に向上し，現在では
ほとんどの講座を本校教員が実施できる力が付いてきた。
県教育委員会の指導のもと，大学との連携のみならず，ＳＳＨ指定校以外の高校や小中学校
への成果の普及活動も行っている。平成２２年度以降，石川県教育委員会主催の「中学生サイ
エンスフェア」を，本校理数教科教員・生徒が受け持っており，「石川県ＳＳＨ生徒研究発表会」
においては，平成２３年度から，ＳＳＨ指定３校以外の高校および大学の先生方が参加し発表
・交流を行った。このように，県教育委員会，地元大学およびＳＳＨ指定３校が連携して，全
県的に小･中･高･大上げての理数教育の質の向上に取り組んでいる。
実際に金沢大学や筑波大学などへ生徒が出向いて，実験・観察や講義を受講する活動も行い，
大学での研究意欲が向上している。
本校独自の取組として，平成１８年度より小学生理数科学教室を開催するとともに，中学校
への理科数学の出前講座，子ども交流センターでの講座も受け持っている。中でも県内の高校
で唯一保有している天文ドームを用いた夜間天体観望は特に人気を博している。地域の中学校
の文化祭等でも発表を行い，理数についての興味・関心の向上とＳＳＨ事業の普及に努めてい
る。

Ⅵ．５年間のまとめⅦ．５年間のまとめ
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地学分野
○恒星の色 ☆☆☆
恒星の色は，その表面温度とスペクトルに関係があるとされている。今回は，星を撮影して測光
し，その結果から表面温度とスペクトルを求めることで星の色を特定し，さらにそれらの関係性を
確認した。観測の結果，色を特定することに成功した。またその結果から，色が青くなるのは温度
が高いとき，もしくはスペクトル型が O に近いときであり，逆に色が赤くなるのは温度が低いと
き，もしくはスペクトル型がＭに近いときであることが確認できた。

○冷却ＣＣＤカメラによる限界等級の測定 ☆☆☆
昨年度の研究において，冷却ＣＣＤカメラ BJ-41C のリニアリティーは 110 ～ 33000 カウントの
範囲内で良好で，コンバージョンファクターが 3.8 ｅ／カウントという結果を得た。今回の研究で
は，みずがめ座の星域で Landolt Standard StarsのＳＡ 114を撮影し測光を行った。得られたライト
フレーム内で基準星を選び，ポグソンの方法で等級を求め，本校の施設での撮影限界等級が約 17.5
等級であることが分かった。

○変光星の観測 ☆☆☆
変光星は明るさが変わる恒星である。今回の研究では冷却ＣＣＤカメラを用いてセファイド型変
光星のペガスス座ＤＨ星の観測を行い，その明るさの変化を測光してその等級の変化のグラフを作
成した。ＤＨ星の等級は 0.413024日のとき最大値は 9.4 等級，0.568240日のとき極小値は 9.9等級
で，最も明るい時から暗い時までにかかる時間は 0.155216日であることが分かった。

○系外惑星TrES-3bの観測 ☆☆☆
系外惑星は直接観測することは不可能である。今回はドップラー法により，惑星が存在すること
が確認されている GSC3089,929 を観測し，測光結果から系外惑星 TrES-3b の存在を確認した。

2010年６月３日に観測を行った結果，TrES-3b の主星である GSC3089,929 は世界時で１２時５
５分１３秒から増光が始まり，１３時５８分４１秒に 12.485 等級になった。増光時間は１時間２
分３２秒であることが分かった。

○小惑星 Laetitiaの観測 ☆☆☆
小惑星の自転周期は，測光結果からライトカーブを作ることで予測することができる。今回は，

小惑星 Laetitia(39)の観測を行い，ライトカーブを作成した。
2009 年６月１日に観測を行った結果，Laetitia は世界時で１１時３０分４９秒のときに極大値

10.59571357 等級，１２時５０分３９秒のときに極小値 10.95631319 等級に変光していた。極大か
ら極小までにかかる時間は１時間１９分５０秒で，自転周期は５時間１９分２０秒となることが分
かった。
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４．運営指導委員会からの指導の反映

本研究は，ＳＳＨ石川県運営指導委員会の継続的な指導のもと，改善を加えながら実施されてき
た。ＳＳＨ石川県運営指導委員会は，大学関係者（３名）・研究施設関係者（１名）・一般企業関
係者（１名）・地域の小中学校校長会（１名）・県教育委員会（１～２名）で構成される。年２回
の委員会を開催し，専門的な見地からの指導・助言・評価をいただいている。平成１９年度以降の
委員会での意見と，それを受けての改善策等を以下に示す。

①平成１９年度
【高大連携について】
・最近は大学でも地域性が重要視されてきている。地域性を重要視した「能登を科学す
る」を高大連携で進めていくといいのではないか。
能登半島小木の金沢大学臨海実験施設において，金沢大学大学院自然科学研究科の

指導のもと，「臨海実習」を実施している。講義と実習を通して生物の多様性や進化に
ついて学ぶ講座である。大学と連携しながら，講義の他，海産生物採集，標本室見学
等の研修等を効果的に組み合わせた講座を開発することにしてきた。研究内容につい
て一層理解を深めることができるように研究発表会を設け，大学教授や大学院生と質
疑応答を交わす機会を設けた。
また，地元の石動山において，金沢大学大学院自然科学研究科の指導のもと，「石動

山薬草調査実習」を実施している。生育する薬草を調査・観察し，その特徴や効能，
薬としての使用方法などについて学ぶ講座である。講義の内容は多岐にわたり，薬草
のみならず自然科学や環境科学，医学の内容にまで踏み込んだものである。採集した
薬草から薬効成分を抽出する実験も行った上で，大学レベルの有機化合物の構造解析
（機器分析）についても学習し，高大の学習内容の連結となる教材が開発されてきた。

【海外研修について】
・もう少したくさんの生徒が行けるような取組をされた方がいいのではないか。
・男子でもっと意欲的に海外で頑張れるような生徒が出てきてほしい。
・海外交流には目的の明確さ，あるいは期待しうる成果の明確さが求められる。しっか
りした計画をたててほしい。
シンガポール海外研修は，参加者数が，平成１９年度４名（女子４名）→２０年度

８名（男子４名，女子４名）→２１年度６名（男子４名，女子２名）→２２年度１７
名（男子１０名，女子７名）→２３年度２１名（男子１４名，女子７名）と着実に増
え続け，男子も意欲的に活躍するようになってきた。平成２４年度には２５名の生徒
が参加を希望しているが，受け入れ先の都合もあるので，人数的には上限ぎりぎりま
できている。
内容的にも，研究交流という目的をはっきりと打ち出し，課題研究の英語プレゼン

テーションと質疑応答を，研修の中心に据えるようにした。

【授業の形態について】
・ゼミ形式の授業形態はコミュニケーションの能力開発に非常に効果的である。ただ，
教室形式でやると，しゃべらない生徒がいたり，一方的にしゃべる生徒がいたりで難

Ⅶ．５年間のまとめⅦ．５年間のまとめ
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関係資料 

 
①科学的関心の向上（ＪＳＴアンケート） 
 

 

 

 
 
②考える力（洞察力，論理力）の向上（ＪＳＴアンケート） 
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する意欲が増しましたか。
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する意欲が増しましたか。
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④もともと高かった
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③レポート作成・プレゼンテーション能力の向上（ＪＳＴアンケート） 
 

 

 

 
 
 
④将来の進路選択の方向性（ＪＳＴアンケート） 
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２．実施教育課程表（理数科 平成１９年度～平成２３年度）

①平成１９年度

標 準 学 年教 科 科 目
単位数 １ 年 ２ 年 ３ 年

国 語 総 合 4 ５
国 語 現 代 文 4 ２ ２

古 典 4 ２ ２
世 界 史 Ａ 2
世 界 史 Ｂ 4 * *

地理歴史 日 本 史 Ａ 2 ２
日 本 史 Ｂ 4 ３ ２
地 理 Ａ 2
地 理 Ｂ 4

公 民 現 代 社 会 2 ２ ２
保健体育 体 育 7～8 ３ ２ ２

保 健 2 (-1) (-1)
音 楽 Ⅰ 2

芸 術 美 術 Ⅰ 2 １
書 道 Ⅰ 2
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝI 2 ２
英 語 Ⅰ 3 ４

外 国 語 英 語 Ⅱ 4 ２ ２
リ ー デ ィ ン グ 4 ２ ２
ラ イ テ ィ ン グ 4 ２ ２
○ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｸ ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ 2 １

家 庭 家 庭 基 礎 2 １(-1)
情 報 情 報 C 2 ２
人間環境 ○ 人 間 環 境 1 １

普 通 科 目 単 位 数 計 ２２ １７ １６
理 数 数 学 Ⅰ 5～7 ６
理 数 数 学 Ⅱ 6～10 ４ ４
理 数 数 学 探 究 4～10 ２ ４
○ｽｰﾊﾟｰ数学ゼミ 1 １理 数 理 数 物 理 3～8 ３ ４
理 数 化 学 3～8 ３ ４
理 数 生 物 3～8
理 数 地 学 3～8 ３
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅠ 1～2 １(前期)

フロンティアサイエンス ○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅡ 2 ２
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅢ 1～2 １

専 門 科 目 単 位 数 計 １１ １４ １７
科 目 単 位 数 計 ３３ ３１ ３３
ホ ー ム ル ー ム 活 動 １ １ １

総合的な学習の時間 七 高 ア カ デ ミ ア ２ (-1)
単 位 数 総 計 ３４ ３４ ３４

・「人間環境」，「フロンティアサイエンス」は学校設定教科，○印は学校設定科目。
・( )内数字は，必要となる教育課程の特例等で減じた単位を示す。
・表中の ] 印のついた科目は，その中からそれぞれ１科目または２科目を選ぶ。
・地理歴史の*印については同じ科目を選択するが，日本史Ｂまたは地理Ｂを選択したものは３
年次に世界史Ａを選択し，世界史Ｂを選択したものは３年次に日本史Ａまたは地理Ａを選択す
る。

関係資料関係資料
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②平成２０年度

標 準 学 年教 科 科 目
単位数 １ 年 ２ 年 ３ 年

国 語 総 合 4 ５
国 語 現 代 文 4 ２ ２

古 典 4 ２ ２
世 界 史 Ａ 2
世 界 史 Ｂ 4 * *

地理歴史 日 本 史 Ａ 2 ２
日 本 史 Ｂ 4 ３ ２
地 理 Ａ 2
地 理 Ｂ 4

公 民 現 代 社 会 2 ２
体 育 7～8 ３ ２ ２保健体育 保 健 2 (-1) (-1)
音 楽 Ⅰ 2

芸 術 美 術 Ⅰ 2 １(-1)
書 道 Ⅰ 2
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝI 2 ２
英 語 Ⅰ 3 ４

外 国 語 英 語 Ⅱ 4 ２ ２
リ ー デ ィ ン グ 4 ２ ２
ラ イ テ ィ ン グ 4 ２ ２
○ス ピ ー ク サ イ エ ン ス 2 １ １

家 庭 家 庭 基 礎 2 １(-1)
情 報 情 報 Ｃ 2 ２
人間環境 ○人 間 環 境 1 １

普 通 科 目 単 位 数 計 ２２ １６ １６
理 数 数 学 Ⅰ 5～7 ５
理 数 数 学 Ⅱ 6～10 １ ４ ４
理 数 数 学 探 究 4～10 ３ ４
理 数 物 理 3～8理 数 理 数 化 学 3～8 ３ ４
理 数 生 物 3～8 ３ ３ ４
理 数 地 学 3～8
○ス ー パ ー 数 学 ゼ ミ 1 １
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅠ 1～2 １

フロンティアサイエンス ○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅡ 1～2 ２
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅢ 1～2 １

専 門 科 目 単 位 数 計 １１ １５ １７
科 目 単 位 数 計 ３３ ３１ ３３
ホ ー ム ル ー ム 活 動 １ １ １

総合的な学習の時間 七 高 ア カ デ ミ ア ２ (-1)
単 位 数 総 計 ３４ ３４ ３４

・「人間環境」，「フロンティアサイエンス」は学校設定教科，○印は学校設定科目
・( )内数字は，必要となる教育課程の特例等で減じた単位を示す。
・表中の ] 印のついた科目は，その中からそれぞれ１科目または２科目を選ぶ。
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③平成２１年度

標 準 学 年教 科 科 目
単位数 １ 年 ２ 年 ３ 年

国 語 総 合 4 ５
国 語 現 代 文 4 ２ ２

古 典 4 ２ ２
世 界 史 Ａ 2
世 界 史 Ｂ 4

地理歴史 日 本 史 Ａ 2 ２ ２
日 本 史 Ｂ 4 ２ ２
地 理 Ａ 2
地 理 Ｂ 4

公 民 現 代 社 会 2 ２
体 育 7～8 ３ ２ ２保健体育 保 健 2 (-1) (-1)
音 楽 Ⅰ 2

芸 術 美 術 Ⅰ 2 １(-1)
書 道 Ⅰ 2
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝI 2 ２
英 語 Ⅰ 3 ４

外 国 語 英 語 Ⅱ 4 ２ ２
リ ー デ ィ ン グ 4 ２ ２
ラ イ テ ィ ン グ 4 ２ ２
○ス ピ ー ク サ イ エ ン ス 2 １ １

家 庭 家 庭 基 礎 2 １(-1)
情 報 情 報 Ｃ 2 ２
人間環境 ○人 間 環 境 1 １

普 通 科 目 単 位 数 計 ２２ １７ １６
理 数 数 学 Ⅰ 5～7 ５
理 数 数 学 Ⅱ 6～10 １ ４ ４
理 数 数 学 探 究 4～10 ２ ４
理 数 物 理 3～8理 数 理 数 化 学 3～8 ３ ４
理 数 生 物 3～8 ３ ３ ４
理 数 地 学 3～8
○ス ー パ ー 数 学 ゼ ミ 1 １
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅠ 1～2 １

フロンティアサイエンス ○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅡ 2 ２
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅢ 1～2 １

専 門 科 目 単 位 数 計 １１ １４ １７
科 目 単 位 数 計 ３３ ３１ ３３
ホ ー ム ル ー ム 活 動 １ １ １

総合的な学習の時間 七 高 ア カ デ ミ ア ２ (-1)
単 位 数 総 計 ３４ ３４ ３４

・「人間環境」，「フロンティアサイエンス」は学校設定教科，○印は学校設定科目
・( )内数字は，必要となる教育課程の特例等で減じた単位を示す。
・表中の ] 印のついた科目は，その中から１科目または２科目を選ぶ。
・地理歴史の２・３年次において，世界史Ｂを履修した場合は日本史Ａまたは地理Ａも履修し，
日本史Ｂまたは地理Ｂを履修した場合は世界史Ａも履修する。Ｂ科目の履修は３年次において
も継続する。
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④平成２２年度

標 準 学 年教 科 科 目
単位数 １ 年 ２ 年 ３ 年

国 語 総 合 4 ５
国 語 現 代 文 4 ２ ２

古 典 4 ２ ２
世 界 史 Ａ 2
世 界 史 Ｂ 4 ２

地理歴史 日 本 史 Ａ 2
日 本 史 Ｂ 4 ２ ４
地 理 Ａ 2
地 理 Ｂ 4

公 民 現 代 社 会 2 ２
体 育 7～8 ３ ２ ２保健体育 保 健 2 (-1) (-1)
音 楽 Ⅰ 2

芸 術 美 術 Ⅰ 2 １(-1)
書 道 Ⅰ 2
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝI 2 ２
英 語 Ⅰ 3 ４

外 国 語 英 語 Ⅱ 4 ２ ２
リ ー デ ィ ン グ 4 ２ ２
ラ イ テ ィ ン グ 4 ２ ２
○ス ピ ー ク サ イ エ ン ス 2 １ １

家 庭 家 庭 基 礎 2 １(-1)
情 報 情 報 Ｃ 2 ２
人間環境 ○人 間 環 境 1 １

普 通 科 目 単 位 数 計 ２２ １７ １６
理 数 数 学 Ⅰ 5～7 ５
理 数 数 学 Ⅱ 6～10 １ ４ ４
理 数 数 学 探 究 4～10 ２ ４
理 数 物 理 3～8理 数 理 数 化 学 3～8 ３ ４ ４
理 数 生 物 3～8 ３ ３
理 数 地 学 3～8
○ス ー パ ー 数 学 ゼ ミ 1 １
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅠ 1～2 １

フロンティアサイエンス ○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅡ 2 ２
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅢ 1～2 １

専 門 科 目 単 位 数 計 １１ １４ １７
科 目 単 位 数 計 ３３ ３１ ３３
ホ ー ム ル ー ム 活 動 １ １ １

総合的な学習の時間 七 高 ア カ デ ミ ア ２ (-1)
単 位 数 総 計 ３４ ３４ ３４

・「人間環境」，「フロンティアサイエンス」は学校設定教科，○印は学校設定科目
・( )内数字は，必要となる教育課程の特例等で減じた単位を示す。
・表中の ] 印のついた科目は，その中から１科目または２科目を選ぶ。
・地理歴史の２・３年次において，世界史Ｂを履修した場合は日本史Ａまたは地理Ａも履修し，
日本史Ｂまたは地理Ｂを履修した場合は世界史Ａも履修する。Ｂ科目の履修は３年次において
も継続する。
・１年次理数数学Ⅱは理数数学Ⅰの後に行う。３年次理数探求は前期集３単位時間，後期週５単
位時間で行う。
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⑤平成２３年度

教 科 科 目 標 準 学 年
単位数 １年 ２年 ３年

国 語 総 合 4 ５
国 語 現 代 文 4 ２ ２

古 典 4 ２ ２
世 界 史 Ａ 2
世 界 史 Ｂ 4 ２

地理歴史 日 本 史 Ａ 2
日 本 史 Ｂ 4 ２ ４
地 理 Ｂ 4

公民 現 代 社 会 2 ２
体 育 7～8 ３ ２ ２

保健体育 保 健 2
音 楽 Ⅰ 2

芸 術 美 術 Ⅰ 2 １
書 道 Ⅰ 2
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝI 2 ２
英 語 Ⅰ 3 ４

外国語 英 語 Ⅱ 4 ２ ２
リ ー デ ィ ン グ 4 ２ ２
ラ イ テ ィ ン グ 4 ２ ２
○スピークサイエンス 2 １ １

家 庭 家 庭 基 礎 2 １
情 報 情 報 Ｃ 2 ２
人間環境 ○ 人 間 環 境 1 １

普 通 科 目 単 位 数 計 ２２ １７ １６
理 数 数 学 Ⅰ 5～ 7 ５
理 数 数 学 Ⅱ 6～10 １ ４ ４
理 数 数 学 探 究 4～10 ２ ４

理 数 理 数 物 理 3～ 8 ４
理 数 化 学 3～ 8 ３ ４
理 数 生 物 3～ 8 ３ ３
理 数 地 学 3～ 8
○スーパー数学ゼミ 1 １
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅠ 1～ 2 １

ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽ ○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅡ 2 ２
○ ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽⅢ 1～ 2 １

専 門 科 目 単 位 数 計 １１ １４ １７
科 目 単 位 数 計 ３３ ３１ ３３
ホ ー ム ル ー ム 活 動 １ １ １

総合的な学習の時間 七高アカデミア ２
単 位 数 総 計 ３４ ３４ ３４

（備考）
・「人間環境」，「フロンティアサイエンス」は学校設定教科，○印は学校設定科目である。
・ ］印のついた科目は，その中から１または２科目を選ぶ。
・地理歴史の２･３年次において，世界史Ｂを履修した場合は日本史Ａまたは地理Ａも履修し，日
本史Ｂまたは地理Ｂを履修した場合は世界史Ａも履修する。Ｂ科目の履修は３年次においても継
続する。
・１年次理数数学Ⅱは理数数学Ⅰの後に行う。３年次理数数学探究は，前期週３単位時間，後期週
５単位時間で行う。
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３．ＳＳＨ石川県運営指導委員会議事録
（１）平成２３年度第１回ＳＳＨ石川県運営指導委員会

実施日：平成２３年８月３１日（水） １４：００～１６：００
場 所：石川県立七尾高等学校 大講義室
出席者（敬称略）

日下 迢 委員（金沢工業大学情報学部 教授）
坂本 二郎 委員（金沢大学大学院 自然科学研究科 教授）
金森 正明 委員（金沢大学 理工研究域 講師）
粟森 勢樹 委員（石川県水産総合センター 所長）
近江 一芳 委員（七尾市小中学校校長会会長：七尾市立田鶴浜小学校長）
檜木 正博 委員（株式会社スギヨ 製造本部製造品質部課長）
宮本 雅春 委員（石川県教育委員会学校指導課 課参事）
田口 雅範 指導主事（石川県教育委員会学校指導課 指導主事）

学校側出席者：校長，副校長，教頭，事務長，総務主任，教務主任，ＳＳＨ推進室長（平野），
他職員４名

１．挨拶
◎宮本 雅春委員（石川県教育委員会学校指導課 課参事）
本日は，運営指導委員の皆様にはお忙しい中ご参集くださり有難うございます。本校のSSH事業

は８年目を迎えています。その間円滑に事業を進めてこられたのは，校長先生はじめ諸先生方，大
学や企業，関係者の皆様のご協力のたまものと心から感謝申し上げます。
本校ではこのＳＳＨ事業をこれまで以上に強く推進していく所存であります。今年度４月に，文
部科学省から中間評価をいただき，七尾高校においては，おおむね達成している，という評価をい
ただきました。これは，全国的に見ても特徴を持った『能登を科学する』という取り組みが一定の
評価を頂いたものと考えています。次期の指定においては，研究の中身をより一層吟味し，一段も
二段も進んだものにしていく必要があろうかと考えています。第三期の指定に向けて，皆様のご助
言を頂き，より良いものにしていきたく思います。

◎山本 登紀男（石川県立七尾高等学校長）
このＳＳＨ研究開発は，いうまでもなく未来を担う科学技術系人材の育成をねらいとして，理数
系教育の充実を目的とした教育課程や指導法の研究開発です。本校においては，事象を科学的にと
らえ，探究する論理的思考力と創造性・独創性の育成，これをめざして，フロンティアサイエンス
を中心とした取り組みで体験的な学習をするなど，多彩な取り組みを実施しています。また，国際
的な場面で研究交流をする力を身につけるために，第二期からはスピークサイエンスという授業を
設け，この教科を中心に取り組み，今年も８月に２年生２１名が，シンガポールのＮＵＳハイスク
ールに出向き，研究交流を行ってきています。お互いの研究交流について発表し，質疑討論を英語
で行ってきました。また，１１月にはＮＵＳハイスクールから１０名の生徒が来校し，研究交流を
するという予定となっています。これまでのＳＳＨ事業を通し，本校の学校全体で教えこみの授業
から脱却し，探究活動を取り入れて，考える力の育成を目指した授業に変換しています。そしてま
たその成果も上がっています。
本校は２期目の５年目，最終年度となりますが，委員の皆様から忌憚のないご指導ご助言をお願
いいたします。

２．委員紹介
（座長に日下先生選出）

３．議題
（１）今年度のスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業について…平野より説明
◎質疑応答
【金森委員】何年もやっていると，いい意味でもマンネリ化がおこってくると思いますが，効果が

あるものは継続していけばいいですが，そうでないものに対しての改善というか，マ
ンネリ化を防ぐ努力をしていますか。具体的な例があれば教えて下さい。
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【日下委員】あわせて，今年度特に力を入れているものは何か教えて下さい。
【平野教諭】マンネリ化ということに関しては，学校全体を通して前例踏襲をしない，という方針

で物事に取り組んでいるところです。そのことに関しては気をつけてやっていくつも
りです。担当して下さる大学の先生方も，その年その年で教材を改善していただいて
います。我々の方も，ガラッと教材が変わる，というわけではありませんが，マイナ
ーチェンジを繰り返しながら，よりよいものを求めていっています。

【坂本委員】ＰＤＣＡサイクルというものがあると思いますが，評価というかアンケートに対して
どう改善しているか，ということを見えるような形で表すことが大事であると思いま
す。残すべきもの，改善していくものをアンケート評価から反映させると良いと思い
ます。改善すべきものは改善し，残すべきものは残しています，ということを示すこ
とが必要でしょう。

【山本校長】ＳＳＨ事業というものは，将来的に学習指導要領に取り入れられるということを考え
て，先行実施しているものと考えています。毎年同じ事をやっているように見えても，
たとえば大学の先生にすべて行ってもらっていたのが，少しずつ本校の教員で準備が
できる，最終的には可能なかぎり学校のスタッフで行うことができるようになってき
た，ということがあると思います。マンネリのように見えても工夫という面では本校
の教員が少しずつ重ねていっているといえると思います。

【檜木委員】フロンティアサイエンスⅠに関して，昨年までは工学系のものが多かったようですが
今年は違うのですか？

【平野教諭】今年は生物や地球関係のものが多く，化学系が少し弱いというのは感じています。バ
ランスを見て来年度見直して行きたいと思っています。

（２）第二期の成果と課題について…平野より説明
◎質疑応答
【坂本委員】サイエンスツアーなど行くと生徒達は質問すると思いますが，積極的に質問していま

すか。日本の生徒は大学などでもなかなかしないものですが。
【平野教諭】年々質問する生徒が増えてきています。内容についてはまだまだ稚拙な部分もありま

すが，それを恥ずかしがらず何でも質問するよう指導していて，生徒達はとても積極
的になってきています。今年の取り組みの一つ，金沢大学さんの２１世紀美術館での
シンポジウムなどでは積極的に質問し，関係者の方からたくさん質問してくれて有難
うというコメントをもらいました。

【坂本委員】大学もそうですが，何となく質問をさける風土というのが日本にあって特に教育の現
場では質問しないとわからないことが多いので困ります。そういったことへの改善が
見られたらと思います。

【山本校長】おっしゃる通り石川県の風土，中でも能登の子供達は人前で質問する，発表するとい
うことを苦手としていますが，理数科の生徒に関しては１年の時からいろいろ外に出
かけて研修を重ねていく中で，普通科の生徒と比較すると，発表・質問という点で育
っているなという印象を受けます。

【坂本委員】シンガポールとの交流の中で，英語でディスカッションなどして先生がフォローアッ
プすることがあるのですか。

【英語担当：藤井】生徒は電子辞書などを持って行き，分からない表現が出てきたら，筆談でも何
でもして必死にコミュニケーションをとろうと努力していました。自分はあまり手助
けをする必要はありませんでした。

【山本校長】向こうから来る生徒達の語学力はすばらしいものがあります。シンガポールの教育レ
ベルは高く，環境も整っていて，日本語，中国語，英語と３カ国語を流暢に操る生徒
もいます。そういう点でも，本校の生徒達は非常に刺激を受けたようです。

【日下委員】英語では聞く力が問題ではないかという気がします。聞く力を養う取組は実際にはど
うなものですか。

【藤井教諭】２年時にスピークサイエンスを行っているのですが，本校のＡＬＴ１人と外部のネイ
ティブ１人，本校教員３名の計５人で取り組んでいます。先生一人あたり生徒８人と
いう体制で，他の英語の授業に比べ，英語を話したり聞いたりする場面を多く設けて
いて，リスニング力とスピーキング力が向上していると思います。

【粟森委員】臨海実習などで採集したプランクトンについて，事前学習でとれたプランクトンから
わかること，そういった分析などの勉強をした方が良いのではないかと感じました。
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【平野教諭】今後参考にさせていただきたいと思います。
【近江委員】この事業の中で科学に対する刺激が要所要所にちりばめられているので，限られた３

年間で，しかも次の入試をひかえているわけであり，今までの生活体験でなかったこ
と，そういうものに対する刺激といったものは，人材育成という点で大きな成果が積
み上げられてきていると感じます。生徒一人一人の内面を変えていっているという観
点からも，この取り組みに大変感謝し期待しています。

【山本校長】本校の体験型フィールドワークの中で，どの程度高まっているのか，という評価です
が，興味関心，意欲，姿勢といったものはある程度はかることができますが，その結
果，創造性・独創性がどう高まったかを評価するのはとても難しい。そういった評価
方法を開発することを考えなくてはいけない，そのことが課題であろうと思います。
二期まではアンケート中心でしたが，三期に向けてその評価方法が問われると思って
います。大学の先生などからもご助言いただき，もう少し多面的に評価方法を開発し
ていきたいと思っています。

（３）第三期指定に向けて…平野より説明
◎質疑応答
【坂本委員】独創性・創造性の客観的な評価方法を作る，とおっしゃいましたが，どういったレベ

ルのものかということがポイントであろうと思いますが，具体的にどういうものを考
えておられるのか，アイディアがあれば聞かせて下さい。

【山本校長】第一期から創造性・独創性という言葉を使ってきていますが，創造性・独創性という
定義自体幅広く，質的にどの程度かということが難しく，そのため評価方法も定まら
なかったのかと思います。第三期では，高校時代に身につけることができる創造性・
独創性というものはどういう方面のどういうところまで可能なのか，ということも研
究の対象にしていきたいと思います。

【坂本委員】今までは生徒によるアンケートしかなく，信頼性がない，ということでしたが，学生
の発表，ポスターセッションなどで，大学の先生などに審査してもらう際，創造性・
独創性の項目で評価してもらう，というのも良い考えかと思います。

【山本校長】ぜひ参考にさせていただきたい。
【日下委員】研究発表や討論の場面を組み込んでいる，そういうものは正規の科目としてそういう

場を取り込んでいくのですか，あるいは課外活動をメインに持っていこうとしている
のですか。

【山本校長】可能であれば，正規の授業で位置づけをしたいとは思います。英語で発表する力を身
に付けるといっても，シンガポールへ行ってプレゼンをし，むこうの生徒の質疑に答
えなくてはいけない，そういう想定をし，そのためのできるだけの準備をしていくこ
とで探究する力がつくのではないかと感じています。

【日下委員】そのためのある程度の基礎力をどうやってつけるか，ということも関連してくると思
いますが，それを成果の中に入れてしまうと少し問題ではないかとも思います。

【山本校長】その辺のあたりは今後つめていきたいと感じています。。
【日下委員】一般的な創造性・独創性という観点で見ると，非常に難しいことになると思います。

ぜひ七尾高校としての評価方法を確立してやっていって欲しいですね。。
【近江委員】中学校では理科教育の充実というものが入ってくるのですが，このプログラムをより

発展させるために小中で求められるものは何か，あれば教えて下さい。
【山本校長】第三期では，小中高大プラス企業，そういったところの連携・接続ということも考え

ています。小中の理科離れを鑑み，本校では今，小学生理科教室，中学では出前授業
など，いろいろ出向いてＳＳＨ事業の普及活動を行っています。教育課程という観点
からの連携，接続を考えて行かなくてはいけないのかとも思います。

【坂本委員】大学の連携などでは，受験の問題という壁を越えないことには難しいとは思いますが，
連携を拡充して，いつかはそこを乗り越えなくてはいけないと感じます。

（４）閉会挨拶
山本校長…本日は大変お忙しい中，ご意見ご助言をいただき有難うございました。次回は３月頃に

実施したいと思います。
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（２）平成２３年度第２回ＳＳＨ石川県運営指導委員会
実施日：平成２４年３月１９日（月）（予定）
場 所：石川県立七尾高等学校 大会議室 １４：００～１６：００
出席者（敬称略）

日下 迢 委員（金沢工業大学情報学部 教授）
坂本 二郎 委員（金沢大学理工研究域 教授）
金森 正明 委員（金沢大学理工研究域 講師）
粟森 勢樹 委員（石川県水産総合センター 所長）
近江 一芳 委員（七尾市小中学校校長会会長：七尾市立田鶴浜小学校長）
檜木 正博 委員（株式会社スギヨ 製造本部製造品質部課長）
岩本 弘子 委員（石川県教育委員会 教育次長兼学校指導課長）
田口 雅範 指導主事（石川県教育委員会学校指導課 指導主事）

本校出席者：校長，副校長，教頭，事務長，総務主任，教務主任，ＳＳＨ推進室長，
他職員４名

１．挨拶
◎岩本 弘子 委員（石川県教育委員会 教育次長兼学校指導課長）
◎山本 登紀男（石川県立七尾高等学校長）

２．委員紹介

３．議題
（１）平成２３年度の研究開発のまとめ
①スーパーサイエンスハイスクール事業概要
②成果と課題

（２）平成２４年度の研究開発計画について

（３）その他
・事務連絡

４．先進校視察一覧

Ｎｏ 視 察 先 視 察 日 視 察 者
１ 立命館大学びわこ・くさつキャンパス 平成23年11月13日 藤井教諭

（立命館高等学校視察）
２ 奈良女子大学付属中等教育学校 平成23年11月22～23日 平野教諭
３ 石川県立金沢泉丘高等学校 平成23年12月12日 大井教諭，藤井教諭
４ 石川県立小松高等学校 平成24年 1月20日 平野教諭，中山教諭

山本教諭
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５．新聞報道記事 平成２３年度版 

平成 23 年 8 月 21 日（日）付 
北國新聞 朝刊 

平成 23 年 8 月 21 日（日）付 
北陸中日新聞提供 

平成 23 年 8 月 26 日（金）付 
北國新聞 朝刊 
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